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ま え が き 

小山工業高等専門学校長 

藤 本 光 宏 

 

 今回の小山工業高等専門学校における自己点検評価報告書の刊行は、平成４

年の第１回から数え、平成 16 年に次ぐ第５回目にあたりますが、平成 16 年度

から始まった独立行政法人化の後の教育研究、組織運営および施設設備などの

総合的な状況に関して自己点検評価を行った最初の報告であります。 

 今回自己点検評価を行った期間は、独立行政法人に移行したことにより、こ

れまでの、言わば、国による護送船団方式の学校運営から、各高専が高専機構

が作成した中期計画に沿って自らが主体的かつ計画的に特色ある学校運営を行

っていくことが求められ、また、時を同じくして激化したグローバル化や高度

情報化、少子高齢化などによる社会構造の変化や国の行財政の厳しい状況など、

高等専門学校を取り巻く状況の劇的変化に対応して、教育の個性化、活性化、

高度化に向けた教育力の質の保証とその向上が以前に増して求められた時期に

当たります。 

 従って、このような高専を取り巻く状況ならびに時代背景のなかで、時代の

先行き・要請を正確に捉えつつ、高等教育機関としての役割をこれからも確実

に果たしていくためには、組織がその設置目的や目標に沿って十分に機能して

いるかどうかを定期的・継続的に自ら点検評価して、それに基づき学外の方々

による評価やアドバイスを受け、改革・改善のサイクルを回し続けることは、

今後の発展を目指すうえで、重要かつ不可欠な要件となります。 

 本校では、学外有識者の意見を仰ぐため、小山工業高等専門学校外部評価委

員会を設置し、本校の教育研究および学校運営に関して評価と勧告をしていた

だくことになっており、この報告書はそのための基礎資料としても活用される

ことになっております。 

 また、本報告書および外部評価委員会による評価結果は、本校の教育研究活

動などを広く社会からの理解と支持を獲得する好機であるとして捉えて公表す

るとともに、外部評価委員会の評価結果や勧告を真摯に受け止め、将来のさら

なる発展の礎とし、地域に根ざした高等教育機関としてより魅力のある小山高

専に更に発展させる諸
し さ く

施策策定に活用させて頂きたく存じております。 

 終わりに、この報告書のとりまとめに当たられた方々のご尽力に対し、心か

ら感謝いたします。 
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教育理念及び目標等 

 

１．小山工業高等専門学校の目的 

 小山高専では、平成 16 年度からの中期計画の前文に次のように定めている。『小山

高専の目的は、準学士課程では早期ものづくり教育を通して培った実践力と専門基礎力

を有する有能な各学科卒業生を新しい時代にふさわしい中堅技術者として社会に輩出

することであり、それに加えて問題解決能力と豊かな創造力を兼ね備えた「開発型技術

者（テクノロジスト）」としての専攻科修了生を世に送り出すことである。』 

 
２．本校の教育理念と教育目標 

 本校の開校式ならびに第１回入学式における校長告辞に示された内容を標語にして、

次なる本校の教育理念が掲げられた。『技術者である前に人間であれ』。更に、その教

育理念を具体的に示した内容として、次の３項目を設定した。  
○  健やかな心身、○  豊かな人間性、○  科学技術の研鑽と創造  
 
３．教育方針と育成すべき人材像 

 本校は創立当初より上記の教育理念の基に高等教育機関としての役割を果たしてき

たが、独立行政法人化を間近に控えた平成15年度に５ヶ年の中期計画書を作成した際

に、より具体的な６項目の教育目標と育成すべき学生の人材像を新たに設定した。そ

の後、その内容について学生に分かり易く表現するべく精査し、次のような教育方針

と人材像にまとめた。 

① 豊かな人間性の涵養；豊かな教養と専門知識を基礎にして、技術者としてふさわし
い人格を有し、社会に貢献できる人材の育成を目指している。 

② 豊かな感性と創造力の育成；ものづくりを基本とする実験実習を通じて製作・設計
能力を育むことに加え、新しい工学的発想につながる感性とチャレンジ精神を培い、
豊かな創造力・デザイン能力・実践力を有する人材の育成を目指している。 

③ 自然科学・数学・英語・専門基礎科目の学力向上；高度化する専門知識・技術の修
得に必要な自然科学・数学・英語・専門基礎科目の十分な学力を有する人材の育成を
目指している。 

④ 高度な専門知識と問題解決能力の育成；専門分野に関する高度な知識と問題解決能
力を有し、技術革新に柔軟に対応できる人材の育成を目指している。 

⑤ 情報技術力の向上；コンピュータの利用能力に留まらず、新しいアイデアを具体化
し設計するための情報技術力を有する人材の育成を目指している。 

⑥ コミュニケーション能力と国際感覚の育成；優れたコミュニケーション能力とプレ
ゼンテーション能力を養い、社会環境や文化の枠を超えて活躍出来る、国際感覚豊か
な技術者の育成を目指している。 

 更に上記①～⑥について、「準学士課程（Ａ）」と「専攻科課程（Ｓ）」において身

につける学力・資質について次のように対比させて設定している。 

①－Ａ：社会人となるための素養を身につけ、環境・福祉に配慮し工業技術が自然や社

会に与える影響を認識できること。 

①－Ｓ：社会・経済と工業技術の共生に配慮し、工業技術者としての社会的責任と倫理

観を自覚すること。 

②－Ａ：実験実習に自主的に取り組み観察力・解析力を養い、新しい発想やアイデアを

提案する習慣を身につけること。 

②－Ｓ：専門分野にとらわれず工業技術全般に対し知的好奇心をいだき、工業技術に関

する研究計画・設計・製作およびその評価までの全プロセスをデザインできる

こと。 

③－Ａ：自然科学・数学・英語の基礎知識を身につけ、専門分野の基礎知識を修得して
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いること。 

③－Ｓ：自然科学・数学・英語の応用知識を身につけ、専門分野の工学理論を理解して

いること。 

④－Ａ：実践的技術者としての高度な専門分野の知識を修得し、与えられた技術的課題

を解決できる能力を身につけること。 

④－Ｓ：開発型技術者としての高度な専門分野の課題に対する問題点を自ら発見し、そ

の解決方法をデザインし研究を遂行できる能力を身につけること。 

⑤－Ａ：情報技術に関する基礎知識と情報処理能力を有し、コンピュータを利用して適

切な内容の報告書を作成できること。 

⑤－Ｓ：情報技術の応用力を身につけ、コンピュータを利用して解析力と設計力を身に

つけること。 

⑥－Ａ：講義・実験・卒業研究の内容について日本語で口頭発表・質疑応答ができるこ

とと、基本的な技術英語の文章を理解し国際的視野を身につけること。 

⑥－Ｓ：特別研究を含む専門分野の内容を学内・学外において日本語で口頭発表・質疑

応答ができることと、高度な専門分野に関する技術英語の文章を理解し国際社

会で活躍できる基礎能力を身につけること。 

 
４．各学科・各専攻の教育目標 

本校では、準学士課程の各学科および専攻科課程の各専攻の教育目標を、次のよう

に設定している。 

 

「一般科」：一般科が主に担当する教育の中では、人間形成に必要な思考力、倫理的判

断力や感性を育むと共に、各専門学科での教育に対する準備としての基礎学力を修

得させる。これにより大学教養課程レベルの知識を養い、さらに、卒業後に技術者

として継続的に学習をするために必要な基礎力（文章構成力、社会への正しい認識

力、専門に適合した数理的能力、国際的コミュニケーション能力等）を養うことに

重点をおいた教育を行う。 

 

「機械工学科」：ロボットやエンジンなどの機械と、機械を含むさまざまなシステムの

設計・製造・制御などの分野で，実践的に活躍できる技術者の育成を目標としてい

る。そのため，数学、物理などの基礎科目と機械工学の主要科目の連携による基礎

学力の養成，工作実習や機械設計製図、機械工学実験を通じての技術力の錬磨、応

用科目を通してのプロセス把握能力の教授を行う。卒業研究や輪講などを通して科

学の研鑽と創造力の育成を目指す。 

 

「電気情報工学科」：電気情報工学の基礎知識について、演習を含めたスパイラル教育

により修得させる。高学年では、電気・電子・情報分野の３コースを設置し高度な

専門知識を修得させる。ものづくりを主眼とするプロジェクトワーク・コース別実

験・卒業研究等を通じて、創造力・問題解決能力・コミュニケーション能力に優れ

た実践的技術者の育成を目指す。 

 

「電子制御工学科」：専門基礎科目を通じて本学科導入教育を行い基礎学力の充実を図

る。専門科目では基礎学力を補完し専門分野の知識技術を修得させる。専門応用科目

では電子・計測・制御・情報分野の既存知識と最新知識を修得させ、卒業研究、輪講

を通じて自立能力、解決能力、創造能力、発表能力、実践能力等の育成を目指す。 
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「物質工学科」：新素材、化成品、生体物質等の関連分野で活躍する人材の育成を目指

す。専門基礎、実験科目により化学と工学の基礎を修得させ、その上に材料や生物の

専門的内容を選択させて、関連する学力の向上を図る。最終学年では、教員の直接指

導により、発表能力を向上させ創造的な卒業研究の完成を目指す。  
 
「建築学科」：低学年からの実習を通じて建築学の基本を修得させ、建築学と工学の基

礎学力の向上のみならず、プロジェクトの企画能力の育成を目指す。高学年では専門

基礎科目の修得の重要性を強く認識させ、最終学年の卒業研究を通じて、建築学の諸

分野において活躍できる、創造性と問題解決能力およびコミュニケーション能力を有

する実践的技術者の育成を目指す。 

 

「電子システム工学専攻」：機械系、電気・電子・情報系準学士課程の各専門性を深め

つつ、技術の複合化・高度化の進む産業社会の構造に適した知識や技術を講義・演習

・実験を通じて修得させる。具体的には、産業機械のロボット化技術、情報通信シス

テム、計測制御システム、光・電子デバイス等の高度化した技術の基礎および応用力

の修得を目指す。また、特別研究に加え実務研修（インターンシップ）・ゼミナール

を通じて、研究目標に関する課題の提起・研究の実施と結果の評価および成果の分析

までを自ら遂行する能力を養い、チャレンジ精神とリーダーシップを有する開発型技

術者の育成を目指す。  
 
「物質工学専攻」：化学を基礎として材料工学、生物工学、及び化学工学等の諸分野に

柔軟に対応できる基礎学力を養成し、それらを発展させた専門知識および技術の修得

を目指す。また、特別研究に加え実務研修（インターンシップ）・ゼミナールを通じ

て、研究目標に関する課題の提起・研究の実施と結果の評価および成果の分析までを

自ら遂行する能力を養い、チャレンジ精神とリーダーシップを有する開発型技術者の

育成を目指す。  
 
「建築学専攻」：建築学の諸分野である計画･意匠、構造･材料、環境･設備、設計、ま

ちづくり等に柔軟に対応できる基礎学力を講義・設計を通じて修得させ、それらを発

展させた専門知識および技術の修得を目指す。また、特別研究に加え実務研修（イン

ターンシップ）を通じて、研究目標に関する課題の提起・研究の実施と結果の評価お

よび成果の分析までを自ら遂行する能力を養い、チャレンジ精神とリーダーシップを

有する開発型技術者の育成を目指す。  
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教 育 活 動 

 

Ⅰ 学生の受け入れ 
１．入学者選抜の基本方針と状況 

（１）準学士課程 

 ・アドミッション・ポリシー 

本校のアドミッション・ポリシ－は下記に示す通りである。全学的な受け入れ

方針とともに各学科ごとの受け入れ方針を提示し、本校の学生として、また各専

門学科に相応しい学生の入学を期待している。なお、このアドミッション・ポリ

シーは、「学校案内」、「はばたけ未来のエンジニア」（中学生向けパンフレッ

ト）、本校ホームページ等には平成 17 年度より、また「募集要項」には平成 18

年度より掲載し、受験生等に周知を図っている。その他、学校紹介、中学校訪問、

入試説明会、学校説明会等において配布、説明するとともに、「小山高専 Q&A」

（A４サイズ両面印刷版）を作成し、配布する中で、アドミッション・ポリシーが

ホームページに掲載されている旨、説明している。 

開校以来、本校では、“技術者である前に人間であれ”を教育 方針とし て、

人 間 教 育 に 基 づ く 実 践 的 技 術 者 の 育 成 に 努 め て き ま し た 。 こ の 教 育 方 針 を

ふ ま え 、 社 会 で 活 躍 貢 献 で き る 豊 か な 人 間 性 を 有 し 、 創 意 ・ 工 夫 で き る 技

術者を育 成するこ とを目指 します。この目標を達成するために、つぎのよう

な若人の入学を望みます。  

  １）科学技術に興味があり、基礎的な学力をもつ人 

  ２）モノづくりや実験が好きで、自らのアイデアで、積極的に取り組める人 

３）部活動、特別活動、ボランティア活動等で活躍し、協調性があり、仲間  

づくりのできる人  

 

  機械技術を活かしたモノづくりを学ぶ機械工学科 

機械工学科では、力、エネルギー、熱、流れなどに関する基礎と、加工技術や

製図などのモノづくりの基礎を勉強します。本学科では、つぎのような人の入学

を期待します。 

  ①数学、理科、技術が好きで、得意な人  

  ②自ら考え、手を使って行動できる人 

  ③環境や資源を配慮した機械作りに取り組みたい人 

 

電気や情報技術を生かしたモノづくりを学ぶ電気情報工学科 

電気情報工学科では、電気、エネルギー、情報、通信、半導体などに関する基

礎と、ロボットやコンピュータ・プログラム、携帯電話や超ＬＳＩなどのモノづ

くりへの応用技術を勉強します。本学科では、つぎのような人の入学を期待します。 

①数学、理科、技術が好きで、好奇心旺盛な人 

②小さなものから大きなものまで、自分のアイデアを実現したい人 

③最先端技術分野に興味があり、福祉・環境に関心がある人 

 

電子技術や制御技術を活かしたモノづくりを学ぶ電子制御工学科 

電子制御工学科では、電子回路、電子材料、コンピュータなどのハードウェア

の基礎と、情報、通信、プログラムなどのソフトウェアの基礎を学び、それらを

活かしたシステム作りとその応用を勉強します。本学科では、つぎのような人の

入学を期待します。 

①数学、理科が好きな人 

②自分で考えることができる人、モノを作ることが好きな人、アイデアをたくさ

ん出せる人 

③電気製品、乗り物、コンピュータなどの本格的なシステムに興味があり、将来 
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自分で作ってみたい人 

 

化学や生物に関する科学技術を活かしたモノづくりを学ぶ物質工学科 

物質工学科では、化学および生物の基礎と、それを応用することを勉強し

ます。本学科では、つぎのような人の入学を期待します。 

①化学や生物に興味を持つ人 

②自然現象に興味を持ち、好奇心旺盛で、実験が好き な人  

③人間生活と自然環境との関わりについて関心のある人 

 

建築技術を活かしたモノづくりを学ぶ建築学科 

建築学科では、すまい、都市などを計画・設計するための知識と、建物の

しくみ、造り方などのモノづくりの基礎を勉強します。本学科では、つぎの

ような人の入学を期待します。 

①数学、理科に興味があり、技術や美術が好きな人 

②人々の生活環境を学び、快適な建物を設計してみたい人 

③建物のしくみに関心を持ち、安全な建物づくりに取り組みたい人 

 

・推薦選抜検査 

学生募集は、機械工学科、電気情報工学科、電子制御工学科、物質工学科およ

び建築学科の５学科、各学科定員 40 名、総計 200 名である。選抜は推薦選抜（昭

和 56 年度より導入）と学力選抜の２方法で実施しているが、推薦選抜による各学

科募集人員は昭和 56 年度の８名から段階的に増やし、平成 13 年度以降は 12 名と

している。推薦選抜のエントリー基準は、平成 12 年度までは中学校３年間の９教

科すべての平均（５段階評価）で 4.3 以上必要であり、合否もほとんど調査書で

決まるという調査書重視の選抜であった。 

しかし、追跡調査の結果、中学時代の成績と高専入学後の成績とが必ずしも関

連していないことがわかった。このようなこともあり、推薦選抜ではより面接を

重視し、ものづくりや技術者志向のある、各専門学科に適した、やる気のある学

生の選抜方法の検討を開始した。その結果、平成 13 年度より、過去の学力選抜入

試における合格者の調査書のレベルを勘案し、推薦選抜のエントリー基準を中学

校３年間の主要５教科のみの平均で 3.8 にまで下げることにした。なお、平成 14

年度の新学習指導要領により中学校の成績評価が相対評価から絶対評価に移行し

たことに伴い、平成 16 年度入試より推薦選抜のエントリー基準を 4.0 に引き上げ

た。 

また、面接の配点を増大させることにより、基本レベルの基礎学力を有した者

の中から各学科のアドミッション・ポリシーに見合った学生を選抜する方法とし

た。具体的面接方法は、毎年度各学科のアドミッション・ポリシーを考慮した独

自の質問を作成し、受験生一人に対し４人の面接教員で 15 分程度の時間をかけ試

問し、評価している。ちなみに、平成 16 年度から 18 年度における推薦選抜志願

者の倍率は３倍程度となっている。 

推薦入試については、今後とも、専門適性を有する質の良い学生の確保を期す

ために募集方法を検討していく必要がある。 

 

・学力選抜検査 

学力選抜における募集人員は、定員（各学科 40 名）から推薦選抜での募集人員

を差し引いたものとなり、推薦選抜制度が導入された昭和 56 年度以降段階的に減

少し、平成 13 年度以降各学科 28 名となっている。上記で述べた、平成 13 年度の

大きな入試制度改革に伴い、学力選抜の改革も行われた。平成 12 年度入試までは、

国語、社会、数学、理科、英語の５教科とも各 100 点満点で評価していた。 

これに対し、平成 13 年度からの学力選抜においては、実力主義とともにものづ

くりや工学基礎としての理数系重視にたった選抜方法とした。つまり、調査書の
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比重を下げるとともに、調査書についても学力検査においても理科と数学の重視

を打ち出し、この２教科については傾斜配点をすることとした。 

また、平成 16 年度からはこれからの技術者は国際的なグローバルな世界に置か

れることになることもあり、理科、数学に加えコミュニケーション能力としての

英語も傾斜配点することとした。                                                

年度別入学志願状況一覧 

① 推薦選抜  
 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 計 

区 分 志願

者数

合格

者数 
倍率 

志願

者数

合格

者数
倍率

志願

者数

合格

者数
倍率

志願

者数 

合格

者数 
倍率

機 械 工 学 科 29 12 2.4 52 12 4.3 37 12 3.1 118 36 3.3 

電気情報工学科 47 12 3.9 33 12 2.8 37 12 3.1 117 36 3.3 

電子制御工学科 40 12 3.3 42 13 3.2 46 13 3.5 128 38 3.4 

物 質 工 学 科 26 12 2.2 32 12 2.7 47 12 3.9 105 36 2.9 

建 築 学 科 39 12 3.3 35 12 2.9 36 12 3.0 110 36 3.1 

計  181 60 3.0 194 61 3.2 203 61 3.3 578 182 3.2 

② 学力選抜  
平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 計 

区 分 志願

者数

合格

者数 
倍率 

志願

者数

合格

者数
倍率

志願

者数

合格

者数
倍率

志願

者数 

合格

者数 
倍率

機 械 工 学 科 64 28 2.3 104 28 3.7 68 28 2.4 236 84 2.8 

電気情報工学科 77 28 2.8 71 28 2.5 78 28 2.8 226 84 2.7 

電子制御工学科 86 28 3.1 79 28 2.8 65 28 2.3 230 84 2.7 

物 質 工 学 科 64 28 2.3 62 28 2.2 90 28 3.2 216 84 2.6 

建 築 学 科 78 28 2.8 55 28 2.0 63 28 2.3 196 84 2.3 

計  369 140 2.6 371 140 2.7 364 140 2.6 1,104  420 2.6 

③ 合  計  
平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 計 

区 分 志願

者数

合格

者数 
倍率 

志願

者数

合格

者数
倍率

志願

者数

合格

者数
倍率

志願

者数 

合格

者数 
倍率 

機 械 工 学 科 77 40 1.9 116 40 2.9 80 40 2.0 273 120 2.3 

電気情報工学科 89 40 2.2 84 40 2.1 90 40 2.3 263 120 2.2 

電子制御工学科 99 40 2.5 92 41 2.3 78 41 1.9 269 122 2.2 

物 質 工 学 科 76 40 1.9 74 40 1.9 102 40 2.6 252 120 2.1 

建 築 学 科 90 40 2.3 67 40 1.7 75 40 1.9 232 120 1.9 

計  431 200 2.2 433 201 2.2 425 201 2.1 1,289  602 2.1 

※ 推薦選抜不合格者が学力選抜を受検した場合には、志願者数合計には含まれてない。 
 

・編入学者選抜検査 

高等学校からの編入学者の受け入れを開始したのは昭和 52 年度である。当初の

各学科の編入学受け入れ対象者は、各学科類似科の工業高等学校卒業(在学)生のみ

を対象としていた。その後、各学科とも編入学受け入れ対象者の門戸を徐々に広げ、

平成 13 年度からはすべての学科で高等学校の種別や卒業科を問わず志願できるよ

うにした。 

本校の編入学制度も 30 年を経て、受験者数、入学者数とも安定し、定着してき

た。しかし、昨今は学齢人口の減少による大学の定員割れが生じ、大学による高校
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生の青田刈りが多くみられる。編入学制度の PR としては、入学者対策室を中心に

過去の受験歴も勘案し毎年 30～40 校に出向き編入制度等の説明を行っている。本

校としても多様な学生の確保の面からも、今後さらに訪問校を増やし編入学制度を

PR していく必要がある。 

また、現在行われている夏休み後半の募集時期を少し早めることも検討の一つと

考えている。 

 
年度別編入学志願状況  

 
・留学生の受け入れ 

高等専門学校への外国人留学生受け入れは昭和 58 年度より始まり、編入学年は

３年次である。本校では同年度に２名の留学生を受け入れて以来、継続的に受け入

れている。 

学校全体で、当初は２～３名で推移していたが、ここ 10 年間は４～６名前後に

まで増加してきた。特に平成 18 年度は過去最高の９名の受け入れ状況となってい

る。受け入れ開始から平成 18 年度で 24 年経つが、東南アジアを中心に 13 カ国か

ら総勢 84 名の留学生を受け入れてきた。 

本校の留学生は国費留学生か派遣国政府留学生であり、私費留学生はいない。本

校卒業後の留学生の進路は、その多くが大学に編入学している。 

   今後も国際交流と国際貢献の面から、できうる限り多くの留学生を受け入れてい

く予定である。 
                                                                 

留学生受入状況  
 年  度  １６  １７  １８  受入累計  
政府派遣  マ レ ー シ ア ３  ５  ７  ４６  

マ レ ー シ ア    ２  
中 国    １０  
韓 国    ２  
タ イ    １  
ス リ ラ ン カ    ２  
カ ン ボ ジ ア  １   ２  
モ ン ゴ ル    ３  
インドネシア  １    ５  
ベ ト ナ ム  １  ２  ５  
ミ ャ ン マ ー    １  
ラ オ ス    ３  
ブ ラ ジ ル    １  
フ ィ リ ピ ン    １  

国 
 

 
 

費 

計  ４  ７  ９  ８４  
     ※受入累計は昭和 58 年度からの累計である。 

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 計 

区分 志願

者数

合格 

者数 
倍率 

志願

者数

合格

者数
倍率

志願

者数

合格

者数
倍率

志願 

者数 

合格 

者数 
倍率

機 械 工 学 科 9 4 2.3 6 2 3.0 3 2 1.5 18 8 2.3 

電気情報工学科 7 3 2.3 14 2 7.0 3 1 3.0 24 6 4.0 

電子制御工学科 3 2 1.5 3 2 1.5 5 2 2.5 11 6 1.8 

物 質 工 学 科 3 2 1.5 3 1 3.0 5 1 5.0 11 4 2.8 

建 築 学 科 9 4 2.3 11 4 2.8 13 4 3.3 33 12 2.8 

計  31 15 2.1 37 11 3.4 29 10 2.9 97 36 2.7 
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（２）専攻科課程 

校是“技術者である前に人間であれ”を堅持し、地域社会や産業界とともに、 

２０世紀の国際社会で活躍貢献できる個性と人間性豊かで実践的能力を備えた高

度な技術者を育成することを教育方針としている。また、専攻科修了要件に JABEE

プログラム修了を義務づけている。 

このため、入学者選抜においては、(1)工学に対する関心が高く、工学について

の基礎学力と自然科学についての学力を有し、自ら学ぶ意欲のある人、(2)モノづ

くりに対する関心が高く、体験してきた人、(3)学んだことを自らのことばで伝え

ることのできる日本語の能力、および英語の基礎学力を有している人、を選抜する

ことを基本方針としている（アドミッション・ポリシー）。 

選抜要領は、基本的には、準学士課程の成績上位者で上記の教育・選抜方針を理

解している志願者を選抜する推薦選抜と、上記の教育・選抜方針を理解し科目履修

に必要な基礎学力を有する志願者を選抜する学力選抜から成っている。また、準学

士課程修了と同等な学力を有し、企業等の在籍期間が 1 年以上あり、上記の教育・

選抜方針を理解している志願者を選抜する社会人特別選抜も設けている。定員は、

電子システム工学専攻 12 名、物質工学専攻 4 名、建築学専攻 4 名、計 20 名である。 

専攻科修了要件に JABEE プログラム修了を義務づけたことから、平成 17年度（平

成 16 年度実施）以降の入学者選抜では事前の履修成績に GPA 制度を導入して履修

レベルの確認を厳格化した。選抜検査は①事前審査、②学力検査、③面接・小論文

検査により実施され、推薦選抜には①・③を、学力選抜は①・②・③を、社会人特

別選抜には①・③を課し、それぞれ点数化して合否判定の資料としている。 

 

（３）志願者確保の努力と入学者の状況 

・準学士課程 

平成 16 年度～18 年度の入学試験倍率は、推薦選抜入試は 3.0～3.3 倍、学力選

抜入試は 2.6 倍程度で推移している。推薦・学力合計の実質競争率は 2.2 倍程度と

なっている。全国的にみて栃木県の学齢人口の減少は著しい部類に入るが、その割

には志願者の状況は安定している。しかし、当面 15 年間は学齢人口の減少が続く

ことは確実であり、入学者の確保とともに入学者の質の維持を図っていくために

も、今後より一層努力していく必要がある。 

少子化を背景とした学齢人口の減少に対処し入学志願者の掘り起こしと、各学科

専門適性に合致した入学者の確保を目的に、平成 16 年度に「入学者対策室」を設

置した。この「入学者対策室」を中心に入試や入学者関連の課題や事項を検討し、

以下のような対策を実施している。 

入学者確保に向け毎年度実施している対策は、「学校紹介（オープンキャンパ

ス）」「入試説明会」「学校説明会」「中学校訪問」「合同説明会」「その他」が

ある。また、編入学者対策とした「高等学校訪問」も実施している。 

「学校紹介（オープンキャンパス）」は昭和 56 年度から始めたもので、夏休み

期間中の一日を利用し、中学生、保護者等を対象に実施している。参加者は中学生、

保護者、中学校教員で、毎年 900 人前後の参加を得ている。これは、最初に体育館

で本校の概要を紹介し、その後、各専門学科の教員と学生が一丸となって準備した

様々な企画を見学したり、実習実演を体験したりするものである。 

「入試説明会」は昭和 53 年度入試から始めたもので、当初は中学校の進路指導

の教員を対象に本校と宇都宮の２会場で開催した。以降、試行錯誤しながら開催場

所を増設し、平成 18 年度は栃木県内４会場、茨城県内２会場、埼玉県内１会場の

計７会場で開催している。開催時期は９月下旬である。当初の入試説明会は中学校

の教員を対象にしていたが、平成 17 年度入試からは会場によっては教員の他、保
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護者や中学生も対象にし実施している。各会場総計で、毎年 120 名程度の参加を得

ている。 

 

「学校説明会」は平成 14 年度から始めたもので、当初は学習塾を対象に本校の

紹介と入試説明を兼ねたものとして開催した。平成 16 年度からは保護者や中学生

を対象にした「学校説明会」も開催するとともに開催場所も増設し、学習塾対象も

含め平成 18 年度で３会場、合計６回開催し、合計 461 名の参加を得た。開催時期

は６月～12 月である。 

 

「中学校訪問」は平成 12 年度から数人の教員で始めたものである。これは本校

教職員が直接中学校に出向き、本校の紹介と入試説明をするもので、栃木、茨城、

埼玉の各県の中学校を中心に訪問している。訪問対象校は本校への入学実績の多い

学校と、それ以外は毎年重点地区を設定し、その中で上記「入試説明会」に参加し

ていない学校を抽出し、訪問している。平成 17 年度からは範囲を拡大し、福島県

南部や南会津地方の中学校も対象にし、訪問している。平成 18 年度は若干少ない

が、毎年教職員 40 名前後の協力を得て、200 校程度訪問している。また、中学校

側が高等学校を招き実施している学校説明会への参加要請がある場合は、積極的に

参加し、本校の概要および入試制度に関する説明会を行っている。 

「合同説明会」は本校が関東地区の近隣国立高専に呼びかけ、小さな高専が単独

で PR 活動をするには限界もあり、入学志願者の掘り起こしと認知度の低い高専制

度の PR を合同で開催することを目指し、平成 15 年度から開始したものである。当

初は国立高専５校による開催であったが、その後参加校が増え、平成 18 年度には

都立２校、私立１校を含め 11 高専合同の開催に至っている。対象は教員、保護者、

中学生、学習塾等であり、本校担当の大宮会場の参加者は毎年 70～85 名の参加を

得ている。 

 

「その他」としては、「学校紹介（オープンキャンパス）」や本校学園祭時に「入

試相談コーナー」を開設し、中学生や保護者に対する PR や入試相談を実施している。 

また平成 16 年度からは「彩の国高校進学フェアー」（さいたまスーパーアリー

ナ）にも参加し、本校の PR に努めている。 

その他に、「出前授業」「公開講座」「工陵祭」「ロボットコンテスト」「ジュ

ニア科学リーグ」等の実施、開催を通じて本校を PR するとともに、専門に興味を

持つ中学生の確保に努めてきた。また、平成 18 年度からは小山市内の中学校校長

会開催時に出向き、本校の PR を行っている。 

 
「学校紹介参加者数」      

単位：人  
 

 

 
 
 
 

区  分 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 合 計 

栃木県内 567 643 603 1,813 

栃木県外 315 283 271 869 

合  計 882 926 874 2,682 
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「入試説明会実施状況」 

1 県別参加人数                単位：人 

区 分 栃木県 茨城県 群馬県 埼玉県 千葉県 福島県 計 

１６年度 79 23 3 24 0 0 129 

１７年度 83 17 0 30 0 3 133 

１８年度 63 26 4 24 1 0 118 

 

２ 実施年度別参加中学校数の推移   単位：校 

 区   分 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 

鷲宮町会場 5 4 19 

筑西市会場 12 9 12 

つくば市会場 4 － － 

宇都宮市会場 44 27 10 

那須塩原市会場 2 2 4 

佐野市会場 20 5 8 

小山高専会場 16 51 52 

   計  103 98 105 

 

 

「学校説明会 (学習塾対象)実施状況」 

実施年度別参加学習塾数の推移 

  区  分 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 

小山高専会場 61 校（63 名） 80 校（82 名） 46 校（46 名） 

  

         「中学校・高等学校訪問実施状況」 

 

 

 

 

 

「学校説明会(中学生・保護者・教員)実施状況」 

１ 県別参加人数                     単位：人 

  
区  分 栃木県 茨城県 群馬県 埼玉県

千葉県 

その他 
計 

１６年度(２会場) 141 32 2 14 0 189 

１７年度(４会場) 199 51 4 96 13 363 

１８年度(５会場) 297 64 7 35 12 415 

 

区  分  １６年度  １７年度  １８年度  

訪問学校  ２０６ 校  ２０１ 校  １６７ 校  中
学
校 参加者数   ４２ 名   ４４ 名   ３１ 名  

訪問校数   ３７ 校  ３３ 校   ３０ 校  高
等
学
校 参加者数   １１ 名   １０ 名    ８  名  
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２ 参加者内訳                 単位：人  

 区   分 中学生 保護者 教 員 計 

１６年度(２会場) 90 99 0 189 

１７年度(４会場) 175 188 0 363 

１８年度(５会場) 194 219 2 415 

  

 

「合同説明会実施状況」 

(本校担当；大宮会場参加者)      単位：人 

区   分 中学校関係 生徒・保護者 学習塾他 計 

１６年度(５会場) 0 74 3 77 

１７年度(４会場) 0 82 3 85 

１８年度(５会場) 0 70 0 70 

 

 

「入試相談コーナー（工陵祭）実施状況」 

１ 実施年度別参加組数の推移   単位：組 

区 分 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度

１日目 １６ ２１ ３５

２日目 ４９ ３８ ３１

計 ６５ ５９ ６６

 

２  県 別 参 加 組 数               単位：組  

 区  分 
栃木県 茨城県 群馬県 埼玉県

福 島 県

その他 計 

１６年度 32 9 2 21 1 65 

１７年度 26 7 2 23 1 59 

１８年度 31 11 3 19 2 66 

 

 

 

「入試相談コーナー（学校紹介(一日体験入学)）実施状況」 

 実施年度別参加者数の推移    

                      単位：人  

 区  分 中学生 保護者 計 

１７年度 33 38 71 

１８年度 53 47 100 
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・専攻科課程 

   専攻科は平成 11 年４月に設置されたが、当初は本科の１割にしかならない少数

定員に対する不安が大きかったのか、学生の関心は低かったようで志願者は定員程

度にしかならなかった。また、社会的認知度も低く、専攻科修了で就職しても（４

年制）大卒扱いにしない企業が多く、積極的に勧誘する材料に乏しかった。これに

対し平成 14 年頃から、専攻科委員会をはじめ学校側は、通常の本科の進路活動は

４年後期になり本格化するが、３年後期に学生・保護者に専攻科は進学の有力な選

択肢になりえることを説明するようにした。一方で、就職活動の学生や就職担当教

員の粘り強い企業への説得が功を奏すとともに、平成 14 年度から JABEE に本格的

に取り組み平成 17 年度に受審し認定されたことにより、多くの企業が専攻科修了

を大卒扱いするようになってきた。 

   これらのことが相俟ってプラスに働き、専攻科は保護者に経済的な負担をかけず

に研究中心の教育が受けられ、大学院への進学は高い確率で可能であり、就職は大

卒扱いしてくれるとの認識が高まり、学生の不安要素を払拭する状況が整いつつあ

る。 

 
 

 

 

専攻

区分 推薦 学力 社会 二次 計 推薦 学力 社会 二次 計 推薦 学力 社会 二次 計 推薦 学力 社会 二次 計

志願者 1 11 1 6 19 4 3 0 0 7 4 5 0 0 9 9 19 1 6 35

受験者 1 9 1 5 16 4 3 0 0 7 4 5 0 0 9 9 17 1 5 32

合格者 1 8 1 5 15 4 1 0 0 5 4 4 0 0 8 9 13 1 5 28

入学者 1 5 0 5 11 4 1 0 0 5 4 2 0 0 6 9 8 0 5 22

志願者 10 12 1 0 23 4 2 0 0 6 4 5 0 0 9 18 19 1 0 38

受験者 10 9 1 0 20 4 2 0 0 6 4 5 0 0 9 18 16 1 0 35

合格者 10 7 1 0 18 4 2 0 0 6 4 4 0 0 8 18 13 1 0 32

入学者 10 2 1 0 13 4 2 0 0 6 4 2 0 0 6 18 6 1 0 25

志願者 4 11 1 5 21 3 6 0 3 12 4 6 0 1 11 11 23 1 9 44

受験者 4 10 1 5 20 3 6 0 3 12 4 5 0 1 10 11 21 1 9 42

合格者 4 10 1 3 18 3 3 0 2 8 4 3 0 1 8 11 16 1 6 34

入学者 4 4 1 3 12 3 2 0 2 7 3 1 0 1 5 10 7 1 6 24

18

16

17

専攻科志願者数、受験者数、合格者数及び入学者数

年度

電子システム工学

定員　１２名

物　質　工　学

定員　　　４名

建　　　築　　　学

定員　　　４名

計

定員　２０名
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Ⅱ 教育課程の編成と教育内容 

１．本校における教育課程の体系的編成 

   教育課程の編成は、準学士課程、専攻科課程ともに、本校の教育目標を達成で

きるよう体系的に編成が行われている。 

（１）準学士課程  
機械工学科  

 

１年 2年 ３年 ４年 ５年

地理 政治・経済 倫理・社会 哲学 人間と科学Ⅰ（選択）

歴史 歴史学 人間と科学Ⅱ
芸術（美術・音楽）

工作実習 工作実習 工作実習 機械工学実験Ⅰ 卒業研究
機械製図 機械製図 機械設計製図Ⅰ 機械工学実験Ⅱ メカトロニクス実験

輪講 工学演習

機械設計製図Ⅱ 機械設計製図Ⅲ

基礎数学Ａ 微分積分学 解析学 確率統計 数理工学
基礎数学Ｂ 代数学・幾何学 線形代数学 応用数学
一般理科
物理 物理 応用物理 応用物理
化学Ⅰ 化学Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅰ 英語Ⅰ
英語Ⅱ

機械工学基礎 工業力学Ⅰ 工業力学Ⅱ 機械力学

工業数理 材料力学 材料力学 材料力学演習

材料学 材料強度学

機械工作法 機械工作法 制御工学

計測工学

機械設計法Ⅰ 機械設計法Ⅱ 生産工学

熱力学 熱機関

伝熱工学

水力学 流体機械

技術論

情報処理 電気工学概論 電子工学概論

数値解析

国語 国語 国語 文学

英会話 英会話 英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ
ドイツ語Ⅰ ドイツ語演習
ドイツ語Ⅱ

保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ
保健・体育Ⅱ

⑤情報技
術の向上

⑥コミュニ
ケーション
能力と国
際感覚の
育成

①豊かな
人間性の
涵養

②豊かな
感性と創
造力の育
成

③自然科
学・英語・
専門基礎
学力の向
上

④各専門
分野に関
する高度
な知識と
豊かな感
性の育成
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電気情報工学科  
本科 １年 2年 ３年 ４年 ５年

地理 政治・経済 倫理・社会 哲学 人間と科学Ⅰ（１選択）
歴史 歴史学 人間と科学Ⅱ（１選択）

芸術

電気情報工学実験 電気情報工学実験 電気情報工学実験 電気情報工学実験 卒業研究
電気電子製図 プロジェクト・ワーク 電磁工学実験 電磁工学実験（選択）

電気技術史 情報工学実験 情報工学実験（選択）
物性工学実験 物性工学実験（選択）

基礎数学Ａ 微分積分学 解析学 確率統計 工業英語
基礎数学Ｂ 代数学・幾何学 線形代数学 応用数学
一般理科
物理 物理 応用物理 応用物理
化学Ⅰ 化学Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅰ 英語Ⅰ
英語Ⅱ

電気電子工学演習Ⅰ 電気電子工学演習Ⅱ

電気情報工学大系 電気回路学Ⅰ 電気回路学Ⅰ
電気磁気学Ⅰ 電気磁気学Ⅰ

電子回路 電子回路

電子情報工学 電子工学

電気計測 電子計測

電気回路学Ⅱ
電磁伝送工学 電気磁気学Ⅱ

電磁波工学

電子計算機 信号処理
人工知能
ディジタル回路
集積回路設計
情報理論
マルチメディア工学
情報ネットワーク論
画像工学

電子デバイス工学 情報デバイス工学
電子物性 電気材料

光応用計測

生体工学

電気機器工学 電磁エネルギー工学
制御工学 電力システム工学
メカトロニクス 電磁環境工学

電気法規

（5年次配当科目は選択）

情報工学Ⅰ 情報工学Ⅰ 情報工学Ⅱ 情報工学Ⅲ 数値計算法

（5年次配当科目は選択）

国語 国語 国語 文学
英会話 英会話 英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ

ドイツ語Ⅰ ドイツ語演習
ドイツ語Ⅱ

保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ
保健・体育Ⅱ

（5年次配当科目は選択）

⑤
情
報
技

術
の
向
上

⑥
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
能
力
と
国
際
感
覚
の

育
成

①
豊
か
な

人
間
性
の

涵
養

②
豊
か
な
感

性
と
創
造
力

の
育
成

③
自
然
科
学
・
英
語
・
専
門
基
礎
学
力
の
向
上

④
各
専
門
分
野
に
関
す
る
高
度
な
知
識
と
豊
か
な
感
性
の
育
成
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電子制御工学科  
本科 １年 2年 ３年 ４年 ５年

地理 政治・経済 倫理・社会 哲学 人間と科学Ⅰ（選択）
歴史 歴史学 人間と科学Ⅱ（選択）

芸術

工学実験 工学実験 工学実験 工学実験 工学実験

輪講Ⅰ
輪講Ⅱ

卒業研究

一般理科

化学Ⅰ 化学Ⅱ

基礎数学Ａ 微分積分学 解析学 確率統計
基礎数学Ｂ 代数学・幾何学 線形代数学 応用数学

物理 物理 応用物理Ⅰ 応用物理Ⅲ 量子工学
応用物理Ⅱ 応用物理Ⅳ

英語Ⅰ 英語Ⅰ 英語Ⅰ
英語Ⅱ

電子制御基礎Ⅰ 電子制御基礎Ⅲ 電子制御基礎Ⅴ
電子制御基礎Ⅱ 電子制御基礎Ⅳ 電子制御基礎Ⅵ

システム演習Ⅰ システム演習Ⅲ システム演習Ⅴ
システム演習Ⅱ システム演習Ⅳ システム演習Ⅵ

回路工学基礎

電磁気学Ⅰ 電磁気学Ⅲ 電磁工学Ⅰ
電磁気学Ⅱ 電磁気学Ⅳ 電磁工学Ⅱ

電気回路Ⅰ 電気回路Ⅲ 応用電子工学Ⅰ
電気回路Ⅱ 電気回路Ⅳ 応用電子工学Ⅱ

通信工学Ⅰ
通信工学Ⅱ

電子工学Ⅰ 物性工学Ⅰ
電子工学Ⅱ 物性工学Ⅱ

電子回路Ⅰ 電子回路Ⅲ デジタル工学
電子回路Ⅱ

計測工学Ⅰ 応用制御工学Ⅰ
計測工学Ⅱ 応用制御工学Ⅱ

制御工学Ⅰ 制禦工学Ⅲ
制御工学Ⅱ 制禦工学Ⅳ

制禦工学Ⅴ

システム工学Ⅰ
システム工学Ⅱ

コンピュータ基礎 論理回路Ⅰ アセンブラ 情報工学Ⅰ
論理回路Ⅱ コンピュータ 情報工学Ⅱ

プログラムⅠ プログラムⅢ ソフトウエア工学Ⅰ ソフトウエア工学Ⅲ
プログラムⅡ プログラムⅣ ソフトウエア工学Ⅱ ソフトウエア工学Ⅳ

英会話 英会話 英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ

ドイツ語Ⅰ ドイツ語演習
ドイツ語Ⅱ

国語 国語 国語 文学

保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ
保健・体育Ⅱ

⑤情報技
術の向上

⑥コミュニ
ケーショ
ン能力と
国際感覚
の育成

①豊かな
人間性の
涵養

②豊かな
感性と創
造力の育
成

③自然科
学・英語・
専門基礎
学力の向
上

④各専門
分野に関
する高度
な知識と
豊かな感
性の育成
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物質工学科  
１年 2年 ３年 ４年 ５年

地理 政治・経済 倫理・社会 哲学 人間と科学Ⅰ
歴史 歴史学 人間と科学Ⅱ

美術
音楽

製図 総合工学実験 卒業研究
化学基礎実験 分析化学実験 物質工学実験 材料化学実験 材料化学実験

生物工学実験 生物工学実験

基礎数学 A 微分積分学 解析学 確率統計
基礎数学 B 代数学・幾何学 線形代数学 応用数学

英語Ⅰ 英語Ⅰ 英語Ⅰ
英語Ⅱ

物理 物理 応用物理 応用物理
化学Ⅰ 一般理科 核化学
化学Ⅱ

化学演習Ⅰ 化学演習Ⅱ

電子情報工学 電子材料

基礎化学 無機化学 金属化学 工業材料
分析化学 材料工学 機器分析 Ⅱ

焼結工学
工業化学

有機化学 有機化学 機器分析 Ⅰ 物質合成化学
高分子化学 高分子材料

環境化学
天然物化学

物質工学入門 生物化学 酵素工学 Ⅰ 生物有機化学
酵素工学 Ⅱ 細胞・遺伝子工学
微生物工学 生物資源工学

食品化学

物理化学 化学熱力学 表面工学
分子運動論
量子化学

化学工学 化学装置工学 生物反応工学
工学概論 プロセス工学

反応工学

情報処理実習 電子計算機実習

国語 国語 国語 文学 化学英語

英会話Ⅰ 英会話 英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ （選択）

ドイツ語Ⅰ ドイツ語演習 （選択）
ドイツ語Ⅱ

保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ 保健・体育Ⅰ
保健・体育Ⅱ

①
豊
か
な
人

間
性
の
涵
養

④
各
専
門
分
野
に
関
す
る
高
度
な
知
識
と
豊
か
な
感
性
の
育
成

⑤
情
報

技
術
の

向
上

⑥
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力

と
国
際
感
覚
の
育
成

②
豊
か
な
感

性
と
創
造
力

の
育
成

③
自
然
科
学
・
英
語
・
専
門
基
礎
学
力

の
向
上
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建築学科  
 

１年 2年 ３年 ４年 ５年

地理 政治・経済 倫理・社会 哲学 人間と科学I

芸術(美術・音楽) 歴史 歴史学 人間と科学II

インテリアデザイン

図学 造形・意匠

建築製図I 建築製図II 建築設計I 建築設計II

建築実験 卒業研究

建築材料

基礎数学A 微分積分学 解析学 応用数学

基礎数学B 代数学・幾何学 線形代数学

物理 物理 応用物理 応用物理

化学I 化学II

一般理科

英語I 英語I 英語I

英語II

建築構造力学演習I

建築構造力学I 建築構造力学II 建築構造力学III

建築計画I 建築計画II 建築計画III

建築概論 建築一般構造 建築測量

建築構造計画

建築応用力学

鋼構造 木構造

鉄筋コンクリート構造 建築耐震構造

建築施工

建築法規

建築環境工学 建築設備

都市・地区計画

空間計画原論

建築ゼミナール

情報処理I 情報処理II

国語 国語 国語 文学

英会話 英会話 英語演習I 英語演習II●

ドイツ語I

ドイツ語II ドイツ語演習●

保健・体育I 保健・体育I 保健・体育I 保健・体育I 保健・体育I

保健・体育II

建築史 ─ 現代建築論

学習
・

教
育

目
標

①
豊
か
な
人
間

性
の
涵
養

②
豊
か
な
感
性
と
創
造
力

の
育
成

③
自
然
科
学
・
英
語
・
専
門
基
礎
学
力

の
向
上

④
各
専
門
分
野
に
関
す
る
高
度

な
知
識
と
豊
か
な
感
性
の
育
成

⑤
情

報
技

術
の

向
上

⑥
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

能
力
と
国
際
感
覚
の
育
成
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（２）専攻科課程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子システム工学専攻

日本語概説（選択） 技術者倫理（必修）

環境技術（必修）

 システムデザイン（必修） 経営工学（必修）

工学システム概論
（選択必修）

ゼミナール（必修） ゼミナール（必修）

電子システム工学専攻実験
（必修）

実務研修（必修） 特別研究（必修） 特別研究（必修） 特別研究（必修）

応用英語１（選択） 応用英語２（選択）

複素関数論（選択） 応用解析学（選択）

応用科学（選択）

計算力学（選択）

CAD/CAE演習（選択）

電子システム工学演習Ａ
（選択）

電子システム工学演習Ａ
（選択）

電子システム工学演習B
（選択）

電子システム工学演習B
（選択）

流体力学（選択）

熱移動論（選択） エネルギー工学（選択）

塑性加工学（選択）

機構設計論（選択） 機械システム制御（選択）

力学特論（選択） 現代制御理論（選択）

シーケンス制御（選択）

電子回路特論（選択）

電気磁気学特論（選択）

電磁エネルギー工学（選択）

計測システム論（選択） 生体情報解析学（選択）

計算機応用論（選択） 画像情報解析学（選択）

情報伝送工学（選択）

電子工学特論（選択）

光制御工学（選択） 光デバイス工学（選択）

固体電子論（選択） 光波応用工学（選択）

電気材料特論（選択）

システム制御論（選択） パワーエレクトロニクス（選択）

電機システム制御（選択）

生産システム工学（選択）

システム同定論（選択）

情報科学（選択）

ネットワーク構成論（選択）

応用英語１（選択） 応用英語２（選択）

１年 ２年

前期 後期 前期 後期

プレゼンテーション論
（選択）

②豊かな
感性と創
造力の育
成

学習・教育
目標

エネルギー変換応用工学
（選択）

電子情報通信概論
（選択必修）

⑥コミュニ
ケーション
能力と国
際感覚の
育成

⑤情報技
術の向上

④各専門
分野に関
する高度
な知識と
豊かな感
性の育成

③自然科
学・英語・
専門基礎
学力の向
上

①豊かな
人間性の
涵養



- 19 -

 

物質工学専攻

日本語概説(選択) 技術者倫理（必修）
環境技術(必修)

システムデザイン(必修) 経営工学(必修)
工学システム概論
(選択必修)

物質工学専攻実験(必修) 物質工学専攻実験(必修)
実務研修(必修) 特別研究(必修） 特別研究(必修） 特別研究(必修）

応用英語１(選択) 応用英語２(選択)
複素関数論(選択) 応用解析学(選択)
化学数学I(選択)

応用科学(選択)

物質工学演習(必修) 物質工学演習(必修)

金属化学特論(選択) 腐食工学(選択)
複合材料(選択)

有機合成化学(選択) 有機材料(選択) 有機金属化学(選択)

生体エネルギー論(選択) 免疫工学(選択) 代謝生理学(選択) 生物機能化学(選択)

分子構造論(選択) 機器分析特論(選択)
生物化学工学(選択)
分離工学(選択)

電子情報通信概論
(選択必修)

応用英語１(選択) 応用英語２(選択)

ゼミナールI(必修) ゼミナールI(必修) ゼミナールII(選択) ゼミナールIII(選択)

①豊かな
人間性の
涵養

②豊かな
感性と創
造力の育
成

前期

学習・教
育目標

１年

前期

２年

後期後期

③自然科
学・英語・
専門基礎
学力の向
上

⑤情報技
術の向上

④各専門
分野に関
する高度
な知識と
豊かな感
性の育成

⑥コミュニ
ケーション
能力と国
際感覚の
育成  

 

 

建築学専攻

日本語概説（選択） 技術者倫理（必修）
環境技術（必修）

 システムデザイン（必修） 経営工学（必修）
工学システム概論
（選択必修）

計画システム論（選択）

地域施設計画論（選択） まちづくり論（選択） 居住地計画論（選択）

地域設計1（選択） 地域設計2（選択）
建築高機能材料工学
（選択）

実務研修（選択） 特別研究(必修） 特別研究(必修） 特別研究(必修）

応用英語１（選択） 応用英語２（選択）

複素関数論（選択） 応用解析学（選択）

応用科学（選択） 建築数学（選択）

建築弾塑性力学（選択） 建築構造解析学（選択）
合成構造論（選択）

都市防災論（選択） 建築耐震設計論（選択）

建築CAD・CG（選択）

応用英語１（選択） 応用英語２（選択）

文化財保存論（選択）

⑤情報技
術の向上

⑥コミュニ
ケーション
能力と国
際感覚の
育成

２年

前期 後期

学習・教
育目標

１年

前期 後期

電子情報通信概論
（選択必修）

バリアフリー・デザイン論
（選択）

④各専門
分野に関
する高度
な知識と
豊かな感
性の育成

①豊かな
人間性の
涵養

②豊かな
感性と創
造力の育
成

③自然科
学・英語・
専門基礎
学力の向
上
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（３）技術者教育プログラムへの対応  
４年制大学工学部の各学科等が明確な教育目標を設定し、それに相応しい教育

を実施し、卒業生がそれに相応しい能力や技術を身につけていることを保証する

JABEE（ Japan Accreditation Board for Engineering Education：  日本工学教育認定機

構）認定制度が 2001 年度（平成 13 年度）開始された。2005 年度（平成 17 年度）

には JABEE のワシントン協定への加盟が認定され、JABEE 認定されたプログラム

およびその修了生は国際的に通用する資格を得ることになった。  
本校は、準学士課程の４年、５年と専攻科課程の２年間、計４年間の教育課程

をもって工学（融合複合・新領域）関連分野で JABEE 受審することを 2003 年３

月に決定し、2005年度（平成 17年度）の受審に向けて準備することになった。JABEE
委員会を中心に、6 つの審査基準（基準１：学習・教育目標の設定と公開、基準２

：学習・教育の量、基準３：教育手段、基準４：教育環境、基準５：学習・教育

目標の達成、基準６：教育改善）に照合して自己点検書の作成に着手した。 

2003 年 12 月にはプログラム名を「複合工学系プログラム」とし、学習・教育目標を 

（Ａ）技術者に必要な基礎知識と応用力を身につける。 

（Ｂ）技術者としての素養を身につける。 

（Ｃ）技術と自然や社会とのかかわりを理解する。 

（Ｄ）コミュニケーション能力を身につける。 

（Ｅ）国際的な感覚を身につける。 

の５つとすることを教職員ならびに学生に周知した。 

2005 年 4 月、 JABEE にプログラム認定申請の手続きを開始し、7 月に自己点検

書を完成させ、10 月に実地審査をうけた。審査結果は 2006 年 5 月に通知され、2006

年 5 月 18 日付でプログラムの認定証の交付をうけた。これをうけ 2006 年 11 月 4

日には修了生 21 名に本校初のプログラム修了認定書を渡した。審査結果は概ね良

好であったが、一部については要改善の指摘をうけた。これらについては JABEE
委員会を中心に分析し、逐次、善処している。これらの改善事項を取り入れて自

己点検書を修正し、2007 年度に中間審査をうける予定である。 

 
２．各学科の教育内容と教育方法 

（１）一般科  

実践的技術者として備えるべき人文・社会系、体育並びに理数系を含む教養や外

国語能力の内容・水準  

１）日本語は、認識と思考を深め、伝達と表現を展開する母国語であるから、教

科教育においては読・書・聞・話の四分野にバランスの取れた学習活動をする。

座学だけでなく読書体験発表会やディベートなどの実践的な方法をも取り入れ

る。また、言語を介して文化理解を促し、文化と技術との関係について一定の

理解力を育てる。  

２）人文・社会系の分野では、人間が社会的歴史的存在である事の認識を養い、

社会や文化が相対的多元的であることを学ぶ。また、歴史、哲学、政経などの

基礎的な学力を身につけ、社会の成り立ちや仕組みを理解し、現代社会の諸問

題に関する理解力を育てる。  

３）体育では、幸福な生活の基盤となる健康や体力や、体育の歴史についての理

解を深め、合理的で適切な運動の実践を通して心身の発達を促し、健康で安全

な生活を営む能力や態度を育成する。  

４）数学は、低学年においては基礎的な数学的素養を育成し、高学年においては
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実践的・創造的技術者に必要な、応用可能な高等数学の内容を含む数学的知識

を習得させる。具体的な対応としては、全学科共通の試験を課すなどして学習

の動機付けを高め、学年個々の指導については、数学教員全員が担当学科や学

年にかか わらず個別対応する。  

５）物理学、化学、生物学を全員必修とし、各専門科目との連携を十分に図り、

一貫したカリキュラムによる基礎力の充実を目指す。また、三教科に限ること

なくその他の理科の分野にも配慮し、できるだけ新しい話題も取り入れる。教

員から一方的に講義する形態だけでなく、実験や野外での実習活動も取り入れ、

科学的思考力の涵養を重視した授業にする。  

６）外国語については、基礎的な学力の更なる充実と、学生の自己学習能力の向

上につながる指導を検討する。中学校の学習内容を踏まえ、総合的な能力の向

上を目指す。その際には、辞書の活用法、基本的な文法項目の理解、語彙の増

強に配慮する。また、指導にあたっては様々な文化的背景を持つ人々とコミュ

ニケーションする能力の向上につながるよう、多様性を容認する事ができる精

神の涵養を心がけるものとする。  

 

（２）機械工学科 

学年という「縦の糸」と教科目という「横の糸」を絡み合わせて強固な技術者と

いう「布」を織り上げることを目指している。 

１学年では、様々な工学的現象や工業技術に興味・関心を持つことに重点を置き、

そのための専門への導入教育の充実を図るため、2006 年度から前期に「機械工学

基礎」の科目を新設し、「工作実習」の科目に２足歩行モデルの製作を取り入れた。 

２学年では、工学的現象や工業技術と授業科目との関連を見いだすことに重点を

置き、「工作実習」の科目の授業内容の検討を行い、2005 年度に CNC フライスの

プログラミングと加工を取り入れた。また、文字情報や数値情報の処理のため、３

年生で実施していた「情報処理」の科目を２年生で実施するようにした。さらに、

主に、静力学を内容とした「工業力学Ⅰ」を新設して、力学教育の充実を図った。 

３学年では、工学的現象や工業技術の原理を理解し、該当する法則が適用できる

基礎力が身に付くことに重点を置き、従来どおり「材料力学」をはじめ、2005 年

度から導入した「工業力学Ⅱ」などを通して、目的の達成を目指している。 

４学年では、工学的現象や工業技術に課題を見いだし、解決するための基礎力を

持つことに重点を置き、「機械設計製図」や「機械工学実験Ⅰ，Ⅱ」、「輪講」な

どの科目のなかで、実際の製品を意識した教育を充実させる。 

５学年では、工学的現象や工業技術に関する問題の発見とその解決能力の獲得に

重点を置き、「卒業研究」のなかで達成することを目指す。特に、「卒業研究」で

は、まとめる能力、表現力の養成のために、３回の発表会を設けて、能力向上を目

指している。 

教科目については、 

「数学」「物理」では、教養として全般について学ぶとともに、専門科目の基礎能

力を養う。 

「力学」では、「工業力学」「材料力学」「水力学」「熱力学」「機械力学」など、

機械の強度設計や性能設計に必要な力学各分野の基礎知識に精通する。 

「エネルギーと機械」では、エネルギーに関する科目を学び、エネルギーを有効利

用した機械について習熟する。 

「設計」では、製図の基本および機械要素の基本を理解し、機械工学全般の知識を
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統合、発展させて、機械の設計を行うことができるようにする。 

「工作」では、切削加工、塑性加工、機械材料、熱処理など、工作・加工に関する

基礎的な知識を学び、部品図面の要求を満たしながら、経済的に製造できる加工法

や材料を選択できるようにする。 

「実験」では、実験的に工学的諸問題を解決するために、実験方法を計画し、実験

を行い、解析・分析、評価する能力を養う。 

「計測・制御」では、機械工学全般に関わる計測工学および制御について学ぶ。 

「電気・電子」では、電気工学や電子工学の基礎を学び、機械工学分野への有効利

用を試みる。 

「情報」では、工学的な諸問題をコンピュータを用いて解決することができるよう

にする。 

「卒業研究」では、機械工学全般に渡る研究活動を通じて問題解決能力を養う。 

「工学教育」では、技術者として必要な教養を身につける。 

 

（３）電気情報工学科 

Ａ）授業科目編成と授業実施状況 

＜カリキュラム概要＞ 

本学科では、以下のような特色を有する教育を実施している。  
ａ）スパイラル的な学習による導入教育の充実 

  電気・電子系の基礎概念は数学的に体系化されているために、低学年において

はイメージとして捉え難く充分興味を引き出すことが難しい。そこで専門知識の

導入教育として、従来の基礎学力強化を中心とした教育に加え、比較的理解しや

すい技術的事柄を講義に織りまぜることにより、基礎→応用の繰り返しにより電

気・情報系学問の魅力を理解させる。例として、１学年の導入科目「電気情報工

学大系」により、本学科における授業内容の基礎から応用技術までを概観し、２

・３学年に電気・電子工学の基礎学問である「電気磁気学」と「電気回路学」を

学ぶ。一方、２学年にそれら基礎理論の演習と、「情報工学」の基礎と応用的内

容を含む「電子情報工学」を配し、基礎・応用の連携を密にしてスパイラル的に

学べるようにしている。 

ｂ）情報関連教育の体系化 

     高度情報化技術の重要性が高まる中、電気系学科においても、情報通信関連分

野の教育を整備し、従来の情報処理技術中心の教育に加え、体系化された情報工

学・情報科学の基礎についての教育を導入する。情報関連教科の開講科目単位数

は、選択科目数の約半数に達し、情報工学・情報理論を体系的に学べるようにし

ている。 

ｃ）高学年におけるコース制教育と授業科目の系統的配置 

     電気情報工学科で学修する内容は、エネルギー系・情報コンピュータ・エレク

トロニクス系の広範囲な分野に及んでいるため、３つのコース教育体制を採用し

ている。各コースの内容は次の通り。 

α．電磁環境工学コース：電磁エネルギーの発生・輸送・貯蔵とその環境技術

に関する分野と、生体・超音波に関する技術とその環境工学に関する分野。 

β．情報計測工学コース：コンピュータソフトウェア、情報ネットワーク技術、

画像・音響信号処理技術、情報伝送技術に関する分野。 

γ．電気物性工学コース：超伝導・半導体の材料科学とそのデバイス応用に関

する分野、レーザを中心としたオプトエレクトロニクス分野およびプラズマ



- 23 -

エレクトロニクスに関する分野。  
コース制の長所は、広範囲に亘る電気情報工学分野における専門性を明確にし、学

生の個性に適合する得意な分野を選択できることである。そのために３つの分野の５

年間の授業科目を系統的に配置し、しかも各分野での「Key となる科目」を設定し、

学生が現在受講している講義が専門分野のどの位置にあるかを把握できるようにす

る。一方、多岐に亘る電気電子工学の分野では、３つのコースとも互いに共通とされ

る重要な科目を多く含んでいることから、他コースの授業科目を比較的自由に選択出

来るように配慮している。 

   また電気主任技術者認定校を堅持するため、αコースの学生を対象として資格認定

に関する授業科目の学年配当を割り当てている。 

ｄ）創造力を養う実験・実習・研究の充実 

平成 15 年度から、創造性育成のためのものづくり教育を実践するため、３学年後期

にものづくり授業「プロジェクトワーク」を導入している。この授業の目的は、製作

技術の習得だけでなく、学生自らが設計・製作した作品の問題点を明らかにし、その

問題を解決するために必要な知識を調べ、作品の改良を行うことによって問題解決能

力を身に付けることである。また、この授業は１学年から 3 学年前期までの実験内容

を総括し、高学年次における実験および卒業研究等に活用できる内容として位置づけ

られている。高学年（４・５年次）では実験においても、各コースに重要であるテー

マを独自に設定できるようにコース別実験を配置している。これらの実験実習授業と、

５学年における高専教育の集大成科目と位置づけている卒業研究を通じて、創造力に

加えコミュニケーション能力・国際感覚など実践的技術者としての資質を養う教育を

実施している。 

 

＜カリキュラムの変更（学修単位化を含む）＞ 

電気工学の基盤であるベクトル電磁気学は、ベクトル解析の学力が身に付いたよ

り高学年での履修が習得度を高めるには効果的であるため、これに関連する「電気

磁気学 II」、「電磁波工学」を従来の４年次開講から５年次開講へ移動した。ま

た共通性、専門性の高さを考慮し、「電磁波工学」をコース科目から共通科目へ、

「電磁伝送工学」を共通科目からコース科目へ移動した。また、講義内容と科目名

との整合化を図るため、「生体情報工学」を「生体工学」へ名称変更した。 

情報・物性系科目については、世の中の急激な変化に対応し社会のニーズに合わ

せたものとするため、「データベース」、「コンパイラ」、「集積回路工学」を廃

止し、各々、インターネット関連の主流な開発プログラム言語である Java 言語の

学習を中心とする「情報工学 III」、昨今急激に利用、需要の高まったネットワー

ク関連技術を学習する「情報ネットワーク論」、および CPLD、 FPGA などプログ

ラマブルデバイス設計の基礎を学習する「集積回路設計」へ変更した。変更の概要

を下表に示す。 

変更前 変更後 

「電気磁気学ＩＩ」 ４年次開講 「電気磁気学ＩＩ」   ５年次開講 

「電磁波工学」  ４年次開講（コース科目） 「電磁波工学」 ５年次開講(共通科目) 

「電磁伝送工学」５年次開講(共通科目) 「電磁伝送工学」４年次開講(コース科目)

「生体情報工学」 「生体工学」 

「データベース」 「情報工学ＩＩＩ」 

「コンパイラ」 「情報ネットワーク論」 

「集積回路工学」 「集積回路設計」 
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平成 20 年度の学修単位化本格導入に向け、平成 18 年度には、講義４科目（「人

工知能」、「光応用計測」、「工業英語」、「マルチメディア工学」：全５年次開

講）、実験２科目（「電気情報工学実験」、「コース別実験」：共に４年次開講）

を学修単位科目として試行開講した。 

 

＜選択科目（並列授業）の状況＞ 

３コース各々の多種多様な特徴的科目を一定の時間枠内のカリキュラムとして

編成するため、４年、５年次にコース科目を中心に２科目同時開講とする並列授業

を設置した。４年次では電磁環境工学コース科目として「電磁伝送工学」、「電気

機器」、情報計測工学コース科目として「電子計算機」、「メカトロニクス」、電

気物性工学コース科目として「電子物性」、「電子デバイス」を、また５年次では、

電磁環境工学コース科目として「電力システム工学」、「電磁エネルギー工学」、

「電磁環境工学」、「生体工学」（共通科目）、情報計測工学コース科目として「マ

ルチメディア工学」、「情報理論」、電気物性工学コース科目として「情報デバイ

ス工学」、「ディジタル回路」を並列授業とした。並列授業の組み合わせには、電

磁環境工学コースの電気主任技術者資格の取得に配慮している。 

 

＜授業のハード面の整備＞ 

視覚に訴えた学習効果の向上を狙いに、ディジタルプロジェクタを増設し、各種

授業で活用した。学生実験において実験テーマの見直しを図り、これに伴う実験教

材の整備を進めた。特に低学年の実験においては専門科目への導入効果を高めるた

め、学生の興味を引くよう「LEGO MINDSTORM」、「大人の科学（音実験、鉱石

ラジオ、電池実験）」などの教材を整備し、これらを活用した実験テーマを新設し

た。また、講義、学生実験を通じ、学科内実験室、研究室に加え、製図室（「電気

電子製図」）、コンピュータ演習室（「電気電子製図」、「情報工学 I, II, III」、

「集積回路設計」、「情報ネットワーク論」、「数値計算法」、「電子計算機」、

「信号処理」、「ディジタル回路」、「制御工学」、「電気情報工学実験」、「コ

ース別実験」）、ものづくりセンター（「電気情報工学実験」）などを積極的に利

用した実習性の高い授業とした。 

 

Ｂ）一般科目との連携 

電気情報系専門科目を学ぶ上での基礎科目である物理系、数学系科目について、

一般科教員と適宜打合せを持ち連絡を密にするよう努めた。物理学習について授業

内容の分担を議論し、力学、熱学、波動学は低学年での一般科目（「物理」、「応

用物理」）の中での学習とし、電磁気学については専門科目の中での学習とするこ

とが確認された。また、数学科から平成 19 年度分について４年次開講の「確率統

計」を機械工学科との合併授業とする計画の提案があり，協議した結果、基本的に

授業内容を従来通り維持する方針を確認し、新しい試みとしての期待を込めて受諾

した。  

 

Ｃ）実験・実習(専門研修を含む)の実施方法・問題点と改善点 

＜電気情報工学実験＞ 

中学校教育における実験時間の減少に起因する学生の実験・実習能力、報告書作

成能力の低下と、学修単位の導入とに対応するため、平成 18 年度に実験内容・時

間配分を大幅に見直した。単位数は、第１学年から第４学年までの電気情報工学実
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験は合計８単位、第４・５学年のコース別実験は合計４単位とした合計 12 単位で

実施し、第３学年後期に PBJ として、プロジェクトワーク２単位を設定した。実験

内容は継続性を重視し、第１学年の導入教育から始まり、徐々に専門性を高め、第

５学年の専門性の高いコース別実験へと連続させ、最終的に卒業研究へと昇華させ

る。２年次前期では、実験テーマの一部に機械工作実習を導入し、工作技術の習得

を目指している。改善の効果については、今後時間をかけて検証する必要がある。 
 実験を指導する教員側の問題としては、実験時間・実験室の確保、テーマの配分、

負担の均等化などが依然として残っている。これらの問題点については、時間割分

担を議論する過程で、毎年是正していく。設備も毎年徐々に更新してきた。  
平成 18 年度の詳細な内容を以下に示す。 

 
第１学年  
電気情報工学実験  通期 ２履修単位  

目標  

１ . 実験目的とその内容が説明できる。  

２ . 実験機器の適切な操作が出来る。  

３ . 実験結果を適切な方法で処理できる。  

４ . 学生個人の実力に合わせて、実験結果より発展させた考察が出来る。  

前 期  

テーマ  

１. 電気工作 （工具の取り扱い、ケーブル製作） 

２. LEGO MINDSTORMS によるロボティクス導入教育Ⅰ 

３. 観測実験：ａ．電磁誘導、b.ジュール熱の実験、c.ベルリナー式円盤 

蓄音機、d.ビー玉スターリングエンジン    

後 期  

テーマ  

１. テスター製作 

２. LEGO MINDSTORMS によるロボティクス導入教育 Ⅱ 

３. 観測実験 Ⅱ ： a.電流磁界、b.電磁誘導、c.マルコーニ式電波カー 

         d.光の特性 

 
第２学年  
電気情報工学実験  通期 ２履修単位  

目標  

１．実験内容が説明できる。  

２．実験機器の適切な操作が出来る。  

３．実験結果を適切な方法で処理できる。  

４．座学の内容と実験を関連付けられる。  

前 期  

テーマ  

・電気情報工学実験  

１．一次電池の製作、２．クリップモータの製作、３．鉱石ラジオの製作  

・機械工作実習  

１．工作入門、２．旋盤の操作実習  

後 期  

テーマ  

１．指示電気計器の取扱い  

２．直流電源装置の取扱い  

３．オシロスコープ・発振器の取扱い（１）  

４．オシロスコープ・発振器の取扱い（２）  

５．電力計の取扱い  

６． LCR 測定器の取扱い  
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第３学年  
電気情報工学実験  前期 ２履修単位  

目標  

１ . 実験内容が理解できる。  

２ . 実験機器の適切な操作が出来る。  

３ . 実験結果を適切な方法で処理できる。  

個々人の実力に合わせて、実験結果より発展させた考察が出来る。  

テーマ  

１ . 論理回路Ⅰ  

２ . 波形整形・整流回路  

３ . トランジスタの動特性  

４ . エレベータのシーケンス制御  

５ . オペアンプⅠ  

６ . PWＭ制御の基礎  

７ . ＤＴＬの基礎  

８ . 共振回路の特性  

９ . ループアンテナの指向性  

１０．ｉｃｅによるシミュレーションの基礎  

プロジェクトワーク  後期 ２履修単位  

目標  

１ . 機械工作、電子回路工作に関する基本的な製作技術を習得する。  

２ . ディジタル回路の動作を理解できる。  

３ . プログラミング技術を習得する。  

内容  

１ . ガイダンス  

２ . 設計  

３ . 台車の製作  

４ . 基盤の製作  

５ . 回路製作  

６ . プログラミング実習  

７ . トレースカー・プログラム作成  

８ . シャーシ調整  

９ . 競技会  

１０．アンケート調査  

 
第４学年  
電気情報工学実験  前期 ２学修単位  

目標  

１ . 実験内容が説明できる。  

２ . 実験機器の適切な操作が出来る。  

３ . 実験結果を適切な方法で処理できる。  

４. 個々人の実力に合わせて、実験結果より発展させた考察が出来る。 

テーマ  

１ . 変圧器の特性測定  

２ . 誘導電動機の特性測定  

３ . 高電圧実験  

４ . 論理回路Ⅱ  

５ . １石トランジスタアンプの設計  

６ . 変調・復調回路の特性  

７ . ＡＤ／ＤＡ変換の特性測定  
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８ . 光電変換素子の静特性の測定  

９ . ホール効果による磁界の測定  

コース別実験  後期 ２学修単位  

（電磁工学実験，情報工学実験，物性工学実験）  

目標  

１ . 各コースの基本的実験・計測・評価法の内容を説明し，実行できること． 

２ . 与えられた実験・実習テーマが実際の科学技術の何処に応用されている

か説明できること．  

３. 得られた結果を評価して，問題点並びに解決策を指摘できること． 

テーマ  

電磁工学実験  

１ . ディジタルフィルタ  

２ . 円形平面音源の放射音場解析  

３ . 騒音測定  

情報工学実験  

４ . オペアンプⅡ（応用回路）  

５ . 受動フィルタの周波数特性測定  

６ . パソコンによる自動計測装置の構築  

物性工学実験  

７ . 光の回折・干渉実験  

８ . 半導体の熱電特性に関する実験  

９ . 超伝導体の臨界電流に関する実験  

 
第５学年  
コース別実験  前期 ２履修単位  

目標  

１ . 各研究室の基本的実験・計測・評価法の内容を説明し、実行できる。  

２ . 与えられた実験・実習テーマが実際の科学技術の何処に応用されている

か説明できる。  

３ . 得られた結果を評価して、問題点並びに解決策を指摘できる。  

電磁工学

実験  

テーマ  

１ . アコースティックエミッションに関する実験  

２ . EMTP（ Electro-Magnetic Transients  Program）による電力系統  

とパワーエレクトロニクス回路の過渡現象解析  

３ . エネルギー変換システムに関する実験  

情報ネットワーク構築実験  

情報工学

実験  

テーマ  

E ラーニングによるネットワーク学習  

１．ネットワーク構築  

２． LINUX 

３．ネットワークプログラミング  

物性工学

実験  

テーマ  

１．Ｘ線回折測定による物質の構造解析  

２．ビスマス系高温超伝導体の特性実験  

３．超伝導臨界電流密度の測定  

４．半導体薄膜の作成と特性評価  

 
＜専門研修＞ 

毎年度３年生から５年生を対象に校外専門研修の機会を設け、学内では学ぶ

ことのできないものに触れる場を提供し、学生を啓蒙している。例年３年生は日
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帰り、４年生は２泊３日程度の日程で計画している。見学先の選定は担任に委任

されており、各年度の担任の考えが反映されているといえる。 

  平成 16 年度～18 年度に実施した専門研修先を以下に示す。 

 
実施年度 学年 見学先 

３年 ツイリンクもてぎ（ＡＳＩＭＯ館） 
平成 16 年度 

４年 松下技術館，京都仏閣（大阪・京都） 

３年 愛知万博（名古屋） 
平成 17 年度 

４年 豊田自動車・愛知万博（愛知） 

３年 東芝科学館（川崎） 
平成 18 年度 

４年 江差風力発電所（札幌・函館） 

 
Ｄ）各種カイダンス  
＜コース分けガイダンス（３年終了時）＞  

本科では広範囲な電気情報工学分野を次の３つに分類し、学生の個性に合った

得意な分野を学べるような「３コース制」の教育を導入している。各コースの特

色は以下の通りである。  
 

（実施状況）  
①電磁環境工学コース  

電磁伝送工学，電磁エネルギー工学および環境工学に関する教科  
②情報計測工学コース  

情報技術と計測技術のソフトウェア･ハードウェアに関する教科  
③電気物性工学コース  

新機能性電気材料とその材料物性工学に関する教科  
コース制は第４学年から行われるため、例年２月上旬に３年生を対象として、

コース分けガイダンスを実施している。ガイダンスでは、コースの特色、選択授

業科目等について 10 分程度で教員から説明をし、学生と質疑を行う。コース定員

は、各コースの所属する教員数の比率にしたがって設定される。ガイダンス後、

クラス担任は、コース希望のアンケート調査を行い、その結果を学生に開示する。

各年度によってコース希望の状況は異なり、希望が均等に分かれることもあれば、

１つのコースに集中することもある。コース定員がオーバーしている場合、その

コースを希望している学生に再検討してもらう、あるいは学生とクラス担任の間

での話し合いにより各コースの人数調整を行っている。  
 

（問題点と改善策）  
５年次の研究室配属において、所属コースと関係なく自由に研究室を選択でき

ることから、約２～３割の学生が研究室の配属時にコース変更している。その場

合、卒業研究に必要とされる専門科目を受講していないケースも生じている。各

コースの専門性を継続するためにも４年次に所属しているコースに関連する研究

室を選択することが望ましい。今後のコース分けガイダンスについては、５年次

の各コースの研究内容も含めたコース分けガイダンスを行う必要があるだろう。  
 

＜卒業研究ガイダンス（４年終了時）＞  
（実施状況）  
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本科４年生を対象に例年２月上旬に研究室配属ガイダンスを実施している。ガ

イダンスの内容については、各教員から研究テーマの概要について１０分程度の説明が

行われる。 
また、クラス担任からは、各コースの授業内容の継続性を考慮し、なるべく４

年次に学生自身が所属しているコースに含まれる研究室を選択するように指導を

行っている。研究室の定員は、学生定員：40 人に対し、教員数：13 人であること

から一つの研究室につき３から４人である。ガイダンス終了後、研究室配属のた

めのアンケート調査を行う。学生は第１から第３希望まで研究室名を用紙に記入

し提出する。クラス担任はアンケート結果をまとめ学生に開示する。希望者が多

い研究室については、学生間の話し合い、あるいは指導教員の意見を参考にし、

クラス担任が研究室の配属人数を調整する。 

   平成 17 年度では９割以上の学生が、平成 18 年度においては８割程度の学生が第

１希望の研究室に配属されている。 

 
（問題点と改善策） 

例年、希望者が集中してしまう研究室がある。学生の研究意欲を優先するため

にも、第１希望の研究室への配属が望ましいと考えられるが、指導教員への負担

も大きいと思われる。一方、希望通りの研究室に配属されたとしても、研究に対

する意欲が、今ひとつ感じられない学生も見受けられる。これは、各研究室の専

門分野によって研究の進め方や内容が異なることから、その点について良く理解

せずに研究室を選択してしまった可能性がある。ガイダンスにおける教員からの

研究概要説明だけでなく、各研究室に訪問して所属学生のアドバイスを受けるこ

とや、実験の様子を見学させてもらうなど、研究内容をしっかり把握した上で、

研究室を選択してもらうよう指導を行う必要がある。 

 

Ｅ）インターンシップ 

夏休みの長期休業期間中を利用して、主に４年生の希望者が１～２週間程度、

企業・大学に赴き実習・研究を行っている。当学科では事前のガイダンス受講と

事後の研修発表（３年生向け）を義務づけており、参加者にも３年生にも好評で

ある。以前は各年度１～２名程度の参加者であったが、担任教員による積極的な

参加指導と、平成 12 年度の“インターンシップ（体験学習）に係わる単位認定に

関する規程”の制定により、参加者は年々増加傾向にあり、５年次の進路活動に

も効果的に働いていると思われる。 

   今後は、４年生の参加率の更なる向上を目指すと同時に、この時期に就職・進学

活動で多忙な５年生はともかくとして、３年生の参加を積極的に進めて４年次に

おけるコースわけの判断材料の一つとして与えるべきと考える。 以下に平成 16

年度～18 年度の参加者のべ人数を記す。 

 
 

年度  3 年生  4 年生  5 年生  

平成 16 年度  ０  ４名 (10%) ０  

平成 17 年度  ０  １５名 (38%) ２名（ 5％）  

平成 18 年度  ０  ２１名 (53%) ０  

 
 



- 30 -

Ｆ）ロボコン・プロコンの活動状況 

電気情報工学科では、毎年、全国高専におけるプログラミングコンテストとロ

ボットコンテストへの参加に積極的に取り組んでいる。最近における活動状況を

以下の表に示す。 

 

平成１６年度の結果 

学科名 学生名 コンテスト名 表彰名・受賞名 備考 

電気情報 

工学科 

 

 

愛甲英寿 

櫻庭靖尚 

須賀祐介 

間中佑一 

全 国 高 等 専 門 学 校

プログラミング 

コンテスト 

全国大会：敢闘賞 

（課題部門） 

指導教員：

石原 学 

電気情報 

工学科 

 

根岸敦彦 

出井秀明 

鈴木拓也 

高専ロボット 

コンテスト 2004 

関東甲信越地区大会：

優勝 

指導教員：

田中昭雄 

 

平成１７年度の結果 

学科名 学生名 コンテスト名 表彰名・受賞名 備考 

電 気 情 報

工学科 

 

根岸敦彦 

出井秀明 

ズン 

全 国 高 等 専 門 学 校

プログラミング 

コンテスト 

全国大会：敢闘賞 

（課題部門） 

指 導 教 員 ：

石原 学 

電 気 情 報

工学科 

 

横島英明 

鈴木拓也 

森 雄生 

高専ロボット 

コンテスト 2005 

全国大会： 

アイデア賞入賞 

指 導 教 員 ：

田中昭雄 

電 気 情 報

工学科 

 

原 拓弥 

椎名 誠 

古口英己 

高専ロボット 

コンテスト 2005 

関東甲信越地区大会：

技術賞入賞 

指 導 教 員 ：

田中昭雄 

 

平成１８年度の結果 

学科名 学生名 コンテスト名 表彰名・受賞名 備考 

電 気 情 報

工学科 

 

 

 

金子真尚 

見目真一 

椎名 誠 

鈴木脩平 

中村壮弥 

全 国 高 等 専 門 学 校

プ ロ グ ラ ミ ン グ コ

ンテスト 

ＢＣＮ主催 

 BCN AWORD2007 

全国大会： 

審査委員特別賞 

（課題部門） 

ＢＣＮ「ＩＴジュニア

賞」受賞 

指 導 教 員 ：

石原 学 

電 気 情 報

工学科 

 

鈴木拓也 

久保知洋 

阿部雄平 

高専ロボット 

コンテスト 2006 

関東甲信越地区大会：

アイデア賞入賞 

全国大会：特別賞 

指 導 教 員 ：

田中昭雄 

 
Ｇ）資格関係  

電気情報工学科取得資格調査結果 

学科名： 

電気情報工学科 
取得資格名 

取 得 学 年

・年・月 
人数 

1 学年 ０件 該当無し   

2 学年 １件 第二種電気工事士 １年 H18 １ 



- 31 -

3 学年 ９件 実用英語技能検定２級 １年 H16 １ 

 実用英語技能検定２級 ２年 H17 １ 

 ＴＯＥＩＣ ５５０点以上 ２年 H17 １ 

 ＴＯＥＩＣ ５５０点以上 ３年 H18 １ 

 ＴＯＥＩＣ ４２０点以上 ３年 H18 ３ 

 情報処理技術者 基本情報技術者 ３年 H18 １ 

 情報処理技術者 初級ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ ３年 H18 １ 

4 学年 14 件  情報処理技術者 基本情報技術者 ３年 H17 １ 

 情報処理技術者 初級ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ ３年 H17 １ 

 ＴＯＥＩＣ ４２０点以上 ４年 H18 ２ 

 第三種電気主任技術者 ４年 H18 １ 

 第二種電気工事士 ４年 H18 ６ 

 情報処理技術者 基本情報技術者 ４年 H18 ２ 

 情報処理技術者 ソフトウェア開発技術者 ４年 H18 １ 

5 学年 15 件  第二種電気工事士 ３年 H16 １ 

 ＴＯＥＩＣ ４２０点以上 ４年 H17 ２ 

 第二種電気工事士 ４年 H17 ２ 

 ラジオ・音響技能検定 ４年 H17 １ 

 情報処理技術者 初級ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ ４年 H17 ２ 

 ＴＯＥＩＣ ５５０点以上 ５年 H18 １ 

 第三種電気主任技術者 ５年 H18 １ 

 情報処理技術者 基本情報技術者 ５年 H18 ５ 

 
Ｈ）教員の教育に関する業績 

教

員

名 

発表集会名ｏｒ論文誌名 発表題目 発表年月日 

小

林

幸

夫 

平成 16 年度独立行政法人

国立高等専門学校機構教員

研究集会（関東信越地区）

プロジェクトワークについて 2005/1/31 

石

原 

学 

日本機械学会関東支部大会 車両型ロボット教材の開発 2004/10 

石

原 

学 

日本教育工学会論文誌 
音声情報を利用した WBT と映像情報を

利用した WBT の比較 
2005/3 

石

原 

学 

第 25 回高等専門学校情報

処理研究教育発表会 

組み立て式ロボットを用いたプログ

ラム教育 
2005/8 

石

原 

学 

日本機械学会関東支部 

ブロック合同講演会 

レゴ教材を用いた作業学習システム

の開発 
2005/9 
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石

原  

学 

International Journal of 

Computer Science and 

Network Security 

The Communication Method of 

Distance Education  System and 

Sound Control Characteristics 

2006/7 

石

原 

学 

電子情報通信学会教育工学 

研究会 

高度センサ機能を付加する簡易ロボ

ットの教材化 
2006/7 

田

中

昭

雄 

平成１６年度独立行政法人

国立高等専門学校機構主催

教育教員研究集会 

ロボットを用いた技術支援活動 

－映画製作への協力についてー 
2004/8 

田

中

昭

雄 

平成１６年度ロボット学会
ロボコンのアイデアを利用した教材

の製作 
2004/9 

田

中

昭

雄 

平成１７年度独立行政法人

国立高等専門学校機構主催

教育教員研究集会 

学生運営によるロボットコンテスト

の開催 
2005/8 

田

中

昭

雄 

日本機械学会関東支部・ブ

ロック合同講演会２００５

足利 

ロボコンのアイデアを利用した教材

の開発例 
2005/9 

田

中

昭

雄 

平成１８年度独立行政法人

国立高等専門学校機構主催

教育教員研究集会 

ロボコン 2005 における吸引式壁登り

ロボットの製作 
2006/8 

田

中

昭

雄 

第 26 回高専情報処理教育

研究発表会 

PIC マイコンを用いたライン 

トレースカーの製作実習 
2006/8 

田

中

昭

雄 

日台技術者教育と国際交流

に関する国際会議２００６

高専ロボットコンテスト 2005 におけ

る壁登りロボットの製作 
2006/12 

鈴

木

真

ノ

介 

平成１７年度独立行政法人

国立高等専門学校機構主催

教育教員研究集会 

小山高専電気情報工学科における“も

のづくり教育”とその効果 
2005/2/14 

鈴

木

真

ノ

介 

第２６回高等専門学校情報

処理教育研究発表会 

LEGO MINDSTORMSTM を用いた新入生向

けロボティクス導入教育 
2006/8 
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鈴

木

真

ノ

介 

平成１８年度独立行政法人

国立高等専門学校機構主催

教育教員研究集会 

学習意欲の向上を目指した電気情報

工学実験の改変 
2006/8 

鈴

木

真

ノ

介 

2006 Japan-Taiwan 

International Conference 

on Engineering Education 

and International 

Exchange 

Improvements of the Experiment in 

Electrical and Information 

Engineering Aimed at the 

Encouraging of Study Motivation  

2006/12 

鈴

木

真

ノ

介 

高専教育 第３０号 
学習意欲の向上を目指した電気情報

工学実験の改変 
2007/3 

鈴

木

真

ノ

介 

高専教育 第３０号 

寮生会主導の学寮運営における諸取

組－朝点呼方法の改正を中心として

－ 

2007/3 

 
（４）電子制御工学科 

電子・計測・制御・情報などの工学分野で活躍できる技術者を育成することを教

育目標として、  
１）低学年で開講する専門基礎科目の授業および実験・実習を通じて、電子制御

工学科への興味を育成しつつ本学科への導入教育を行う。特に基礎学力の充実

を図り、専門応用科目の習得への基礎を確立する。  
２）中学年で開講する専門科目では、繰り返し復習を行うことで基礎学力の補完

および更なる向上に努めながら、専門応用科目の導入教育を行う。  
３）高学年で開講する専門応用科目では、目標とする技術者として必要な電子制

御工学分野に関する既存知識のみならず最新知識をも習得させる。  
また、自立能力、解決能力、発表能力、創造能力、実践能力、倫理能力等の

育成を卒業研究、輪講、専門座学を通じて達成していく。  
 
（５）物質工学科  

物質工学科の授業科目構成を以下にまとめる。 

物質工学科では，１年から３年次までに無機化学・有機化学・物理化学・生物化学

・化学工学などの基礎教育を修得させ，４年次以降の高度な専門的内容に対応でき

る基礎力を付ける。４年次では物質(材料化学)コース(必修科目：材料工学・化学

装置工学・高分子材料・表面工学・工業材料・材料化学実験)と生物(生物工学コー

ス)(必修科目：微生物工学・酵素工学・生物有機化学・生物反応工学・細胞･遺伝

子工学・生物工学実験)にコース分けされており，学生の希望に応じてコース選択

できるように配慮されている．しかし，コース分けにより学生の専門知識が極端に

偏らないように４年～５年次には，コース共通の選択科目が設けられており，各コ

ースの学生が材料化学系科目及び生物工学系科目を自由に選択できるように設定

されている。 
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（６）建築学科  
１）建築学科の教育内容 

建築学科における専門科目の教育内容は、｢計画｣、｢歴史・意匠｣、｢構造・材

料｣、｢環境・設備｣、｢生産・人間工学｣、｢工学基礎｣の六つの分野と、これらの

知識を総合化し建築空間としてまとめあげる｢設計・製図｣の合計七つの柱から成

り立っており、それぞれを段階的に配列している。 

本科では現在、開設されている専門科目の単位数は 90 単位であり、かつての

必修・選択制度は廃止された。また卒業の認定には全開設単位数 173 単位のうち、

第５学年時には 167 単位以上修得（一般科目：75 単位以上、専門科目 82 単位以

上）しなければならない。 

また、平成 18 年度からは 4 年次の開講科目｢建築計画 II｣、｢建築計画 III｣、｢都

市・地区計画｣を学修単位化した。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２）各学年における教育方法 

ａ）１年次 

    １年次には、建築概論・建築製図 I・図学が専門科目として導入される。 

建築概論では、建築のデザインから構造までと異なる専門分野の４人の教員に

よるオムニバス形式の講義が行われる。この講義によって、建築学に対する興

味を促す役割を持っている。建築製図 I では製図の基礎として、線による立体の

表現や造形演習など自らの手を動かして作品を完成させる演習であり、毎週出

題される課題を決められた時間内で完成させることを目的としている。また、

この演習は教員が学生一人一人に対して指導することで、学生が自分の理解度

を確認することが可能である。図学では、点・線・面から立体、透視図の作成
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などの理論的な部分を学ぶ。 

 

ｂ）２年次 

２年次では、建築構造・建築材料の基礎やワークショップ的な内容を含んだ

授業が展開される。建築構造・建築一般構造では建築構造の基礎や建築を構成

している様々な部材名称などを学ぶ。建築製図では、建築を構成している部材

の仕組みを図面化、木造住宅の軸組模型作成など建築がどのような仕組みで建

っているかを視覚的に理解する。また、段ボールでいすを作成する、ロゴマー

クを考えるといった素材の特性やデザインのバランスを養うことを行ってい

る。 

 

ｃ）３年次 

３年次には、建築材料、建築構造、建築計画、建築設計といった、より専門

的な内容の科目が配される。ここでは、座学を主体とした建築における工学的

な分野のさらなる理解を深める講義を行うとともに、住宅を主体とした計画学、

設計手法を学び、企画力やデザイン力を養うための設計演習にそれらの知識がフィー

ドバックされるよう努めている。 

また、CAD 演習もこの学年で行われ、CAD による製図、コンピュータを用い

たプレゼンテーション手法も学ぶことになる。以前は４年次に行われていた

CAD 演習を３年次に導入することで、建築設計課題におけるプレゼンテーショ

ン力は格段に向上しているといえよう。さらに、インテリアデザインの講義で

は、その歴史から現代のインテリアデザイン、それを構成する様々な要素につ

いて、実際の作品を見て、触れることで、学生の感性を養う。 

 

ｄ）４年次 

以前は４年次に選択コース制を設けて、学生が自らコースを選択していたが、

現在はコース制を廃止するとともに、計画・意匠・構造・設備に関する、より

広範な知識を習得させ、建築士の資格取得に役立つような教育を行っている。 

建築設計・計画では、住宅よりもスケールの大きい公共施設に関する設計・

計画手法を学ぶ。特に設計演習では、学生の企画力が設計建物に反映されるか

といった能力を問われ、教員と学生が１対１で話し合いながら、作品の質を高

めていく。また、作品提出時には講評会が開催され、視聴覚機器を用いながら、

作品を発表する場が与えられる。ここでは、プレゼンテーション力を試される

場となり、学生の発表に対して教員が作品の評価だけでなく、プレゼンテーシ

ョンの仕方も指導する。 

建築構造系科目では、鉄筋コンクリート造や鋼構造といった、建築構造各論

の講義が開講され、それぞれの構造の特徴を学ぶことで、実務への知識を身に

つける。また、４年次には建築実験が開講されており、建築構造材料の強度試

験を経験することで、実際の建築材料にふれ、その理解を深めるとともに、鉄

筋コンクリート造や鋼構造の基礎知識及び測定値の解析、結果の考察によりレ

ポート作成の基礎を学ぶ。 

さらには、専門研修旅行を実施することにより、伝統建築物のみならず現代

建築物を見学することで、地域の風土と建築のあり方を学ぶ。また、インター

ンシップを推奨することで、実務現場を経験している学生も年々増えつつある。 
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ｅ）５年次 

    卒業研究を中心としながら、建築計画系・構造系科目ともにより専門性を高め

ていく。  

建築学科の卒業研究の方針は、問題把握から提案に至る一連の科学的思想・

問題解決方法を養うことを目的としている。以前までは、前期：卒業設計・後

期：卒業研究のＡコース、通年：卒業設計のＢコース、通年：卒業研究のＣコ

ースといった３つのコース制を設けて学生の希望と適性によって指導してきた

が、現在ではこのコース制を廃止し、学生が配属している研究室の教員と相談

の上、１年間で設計、研究のどちらかを選択するスタイルになっている。ただ

し、半期に一度ポスターセッションによる中間発表、最終審査会における口頭

発表および梗概提出が義務づけられている。 

また、研究室によっては研究成果を学会など公の場での口頭発表を行ってい

る場合や地域との連携活動に関連して、口頭発表もしくはポスターセッション

などの形式で参加し、高い評価を得ている。 

卒業設計では学生の設計意欲を高めるため、毎年、日本建築学会主催「全国

大学・高専卒業設計展」には１名、日本建築家協会関東甲信越支部栃木クラブ

主催「 JIA 栃木クラブ賞」２名、栃木県設計事務所協会主催「AP 展」には卒業

設計優秀作品や各学年課題での優秀作品を推薦している。卒業設計以外にも、

まちづくりや主要な建築誌が主催する様々なコンペにおいても多数入賞するな

ど、学外での活躍もめざましい。 

これらの学生の活躍からも、設計教育の効果が十分に現れているといえよう。 

 

専門研修 

実際の建築物や風土との関係性を学ぶために、建築・都市の視察などを毎年

行っている。第 4 学年では、２泊３日程度の研修旅行を実施しており、平成 16

年度から 18 年度まで沖縄を研修旅行先として、その地方の伝統建築、および現

代建築の見学を行った。 

 

特別講演 

教授内容の充実と新しい知識を修得させるために、学会や建設業界、本学科

の卒業生を招き、毎年特別講演を行っている。この講演は、学外から有識者を

招いて知識を深めるだけではなく、学生が直接講師と対話することにも教育的

効果があると考えている。 

 

講演実施年度 講演者名およびタイトル 

平成 16 年度 反オブジェクト 

隈 研吾（隈研吾建築都市設計事務所）

平成 17 年度 日光田母沢御用邸の保存修復とその意義

河東義之（千葉工業大学教授） 

平成 18 年度 建築構造漫談 

笹谷真通（アラップジャパン） 

 

３．専攻科の教育内容と教育方法 

授業科目は、一般科目と専門科目（専門基礎科目、専門科目）で構成され、合計
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62 単位が修了要件である。専攻以外に専門科目として他専攻の専門科目を選択で

き、課程修了単位に４単位まで繰り入れることができる。また、「学外単位」とし

て学外で修得した単位を申請により 16 単位を上限として組み入れることができ

る。 

技術者教育プログラムと密接に関係しており、同プログラムに沿った受講科目を

選択する必要がある。そのため、専攻科の全専攻において共通科目（システムデザ

イン、他）を開設し、修得できるようにしてある。 

専攻科の授業は講義・演習・実験のいずれか、またはこれらの併用により行われ

る。これらの科目は、１単位の履修時間が教室および教室外を合わせて 45 単位時

間として次の規準により計算される学修単位である。 

１）講義：（１単位時間の教室内講義＋教室外の学習２単位時間）＊15 週 

２）演習：（２単位時間の教室内授業＋教室外の学習１単位時間）＊15 週 

３）実験および特別研究：（３単位時間の教室内授業）＊15 週 

 
４．学生のニーズ、社会の要請に配慮した教育課程 

・ e-learning 
平成 16 年度は e-learning のための教育プログラムと実施方法の具体的検討を行

った。それを受け、平成 17 年度には、学校全体としての e-learning 推進を図るこ

とを目的に校長直属の諮問機関として「 e-learning 推進検討会」を立ち上げた。こ

の e-learning 推進検討会において、小山高専としての e-learning システム構築の基

本構想を検討した。その結果、まず e-learning の教材作成をするためのソフトウエ

アや機器基盤整備を行うことを決定し、予算化した。平成 18 年度には e-learning
の教材作成に関わる学内の基盤整備が終了したことを受け、「 e-learning 推進検討

会」を発展的に解消し、e-learning の活用と推進を図る目的で「 e-learning 運営委員

会」を立ち上げ、現在に至っている。今後は各学科で e-learning 対応教科を選定し、

資料づくりを推進していく必要がある。  
また、学生の TOEIC 受験対策として、 e-learning の利用、活用を考慮し、ソフ

トウエアの整備も行った。 

その他、平成 18 年度現在、長岡技科大を中心に 13 の大学・高専が加盟し、

e-learning での単位互換を行っている e ラーニング高等教育連携（ eHELP）に、本

校も平成 19 年度から加盟し、 e-learning を推進していく予定である。  
 
・インタ－ンシップ 

本校ではインターンシップ推進のため、インターンシップに関わる単位認定制度

を平成 12 年度に創設した。国立高専機構としてインターンシップ推進を掲げてい

ることもあり、平成 16 年度からは機会あるごとに学生に対しインターンシップへ

の参加を呼びかけてきた。そのかいもあり、準学士課程では、平成 16 年度の 27

件から平成 17 年度には 60 件に、平成 18 年度には 80 件と急激に参加学生が増えて

きている。来年度は、学生の半数以上がインターンシップを経験するよう、一層の

努力をする必要がある。また、専攻科課程における実施状況も同様に表に示す。 
                        

平成１６～１８年度インターンシップ実施状況（準学士課程）  
 

16 年度 大学  企業  計   17年度 大学 企業 計 18年度 大学  企業  計  

Ｍ 5 0 5  Ｍ 3 14 17 Ｍ 4 10 14 

Ｅ  1 0 1  Ｅ 5 10 15 Ｅ 9 12 21 

Ｄ  2 0 2  Ｄ 0 0 0 Ｄ 2 16 18 

４年 

Ｃ 7 1 8  

4年 

Ｃ 6 11 17

4 年

Ｃ 0 6 6 
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Ａ 4 0 4  Ａ 0 3 3 Ａ 5 12 17 

計  19 1 20  計 14 38 52 計 20 56 76 

Ｍ  0 0 0  Ｍ 0 0 0 Ｍ 0 1 1 

Ｅ  2 0 2  Ｅ 2 0 2 Ｅ 2 0 2 

Ｄ  5 0 5  Ｄ 5 0 5 Ｄ 0 0 0 

Ｃ  0 0 0  Ｃ 0 1 1 Ｃ 0 0 0 

Ａ  0 0 0  Ａ 0 0 0 Ａ 0 1 1 

５年 

計 7 0 7  

5年 

計 7 1 8 

5 年

計 2 2 4 

計  26 1 27  計 21 39 60 計  22 58  80 

 
 

平成１６～１８年度インターシップ実施状況（専攻科課程）  
 

16 年度  大学 企業 計   17 年度  大学 企業 計 18 年度  大学  企業  計

SS ２ ８ 10  SS １ 12 13 SS ０  ９ ９

SC １ ５ ６  SC ０ ６ ６ SC ０ ５ ５

SA ０ ６ ６  SA ０ ６ ６ SA ０ ５ ５
１年 

計 ３ 19 22  

１年 

計 １ 24 25

１年

計 ０ 19 19

 
・PBL 

PBL 教科としては、電気情報工学科で平成 15 年度から３年生を対象に「プロジ

ェクトワーク」が、平成 18 年度から５年生を対象に「集積回路設計」が開講され

ている。他の学科では教科の一部で PBL を実施しているのが現状である。平成 19

年度から学修単位の本格的導入もあり、平成 18 年度において各学科のカリキュラ

ムの大幅な見直しを行っており、平成 19 年度からは各学科最低でも１科目、PBL
教科の導入が決定している。 

 
・学修単位 

平成 17 年９月に高等専門学校の設置基準が一部改正され、「学修単位」（新単

位）の導入が可能になった。従来の「履修単位」は 30 時間の教室での勉学で１単

位である。これに対し「学修単位」は、教室での勉学と自学自習を合わせ 45 時間

の勉学で１単位である。いいかえれば、これは従来の大学の単位である。しかし、

我が国の大学はこの自学自習の部分の勉強を保証していない。欧米の大学では自学

自習をしてこなければ講義について行けず、単位を取れないのが当たり前である。 

本校ではこの学修単位の導入にあたっては、欧米の大学同様、必ず学生に自学自

習を保証することを義務としている。技術は日進月歩であり、学校で覚えた知識は

すぐに陳腐なものと化してしまう。特に今後は、専門知識もさることながら、問題

解決能力や創造力を兼ね備えた技術者でなければならない。その対応の一つとして

本校ではこの学修単位の導入を決定した。ちなみに、本校での学修単位は第４学年、

第５学年の科目に限定している。 

 

・単位互換 

単位互換については、平成 15 年９月に小山高専と宇都宮大学との間で単位互換

協定を締結し、10 月から実施したのが最初である。今後の予定としては、放送大

学との単位互換、更には e-learning で行う e ラーニング高等教育連携（ eHELP）加

盟校との単位互換を平成 19 年度より実施予定である。また、県内の高等教育機関

で構成する「大学コンソーシアムとちぎ」の大学間連携事業の一環として、単位互
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換協定の締結を検討中である。  
 

・TOEIC 

グローバル化する世界に対応していく上で、コミュニケーション能力としての英

語力の向上は不可欠の課題である。本校では、平成 13 年度から TOEIC IP テスト

を実施している。受験対象者は準学士課程の第４学年，第５学年の学生および専攻

科生を対象に、希望者を募り実施している。初年度は年１回の実施であったが、翌

年からは年２回実施している。毎回 50 人～100 人が受験している。平成 18 年度か

らは、 JABEE の目標に TOEIC400 点が明確化された。それへの対応も含め、平成

17 年度より専攻科生の TOEIC 受験に当たっては、小山高専後援会より受験料の一

部補助を行っている。 

また、学生の TOEIC 受験対策としてその便宜を図るため、 e-learning の活用を

考慮し、平成 18 年度にはソフトウエアの整備を行った。 

現在は希望者の TOEIC 受験であるが、今後は、全学生の TOEIC 受験を義務化す

る方向で検討していく必要がある。   
                                              

ＴＯＥＩＣ ＩＰ受験状況  
平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 

区 分
７月 １２月 ７月 １２月 ７月 １２月 

本 科 ５４ ８１ ４３ ８３ １０２ １０９ 

専攻科  ０  ５  ５  ８   ８   ４ 

計 ５４ ８６ ４８ ９１ １１０ １１３ 

 
・人間の素養の涵養など 

「技術者である前に人間であれ」という本校の校是は、技術者として非常に重

要な素養を説いたものである。一般教養科目である芸術や歴史、倫理社会、哲学等

は、正に豊かな人間性の涵養にその目的がある。また、本校では第５学年において

「人間と科学（Ⅰ、Ⅱ）」を開講している。これは人文系の５~６分野の内容の講

義を用意し、学生はそれらの中から興味ある分野を選択し、履修するものであり、

これも豊かな人間性の涵養に資するためのものである。 

また、本校では開校記念日を休日とせず、開校記念特別講演を毎年実施している。

会場は学外（小山市文化センター）におき、講演内容も専門にとらわれることなく、

様々な分野の方をお招きし、全学生に聴講させている。その他では、第１学年、第

２学年を対象に各学科ごとに校外研修を実施するとともに、第３学年～第５学年に

おいては専門研修を実施している。これらの講演や研修を通じ、教養を深め、視野

を広め、技術者として必要な豊かな人間性を育んでいけるよう、努力している。 

 

・海外教育機関との交流 

グローバル化する世界に対応していくための一つとして、本校では平成 18 年 11

月に中国の重慶大学自動化学院と教育・学術に関する交流協定を締結した。本協定

は学生の交流を中心に、教職員の交流、両校の教員による共同研究、その他教育・

学術の交流に関するものである。今後は教員の共同研究と本校学生の重慶大学訪問

を近々に企画し、交流を促進していく予定である。 

その他としては、学生の海外研修を平成９年度より開始した。研修はオーストラ

リアの大学等での語学研修とホームステイが中心で、教職員１～２名が引率し、学

年末の春休みに年一回実施している。平成９年度開始以来、東南アジアでサーズが
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流行する等し、２回だけ実施を中止したが、それ以外は毎回 20 名前後の参加があ

り、参加学生の評価は非常によい。  
 

５．各学科における特徴的な教育実践 

（１）一般科 

一般物理では、授業は一方的に説明するだけでなく必ず演習を行い、学生が自ら

努力して理解するようにしている。また出来るだけ演示実験を多く入れ、また学生

実験は授業内容に沿ったものを行い、実験と講義の両方から理解できるよう努めて

いる。 

 専攻科応用科学物理学において「ブーメランの科学」を開講している。理論だけ

でなく実際に飛行できるブーメランをつくる。初めに理論と設計方法を講義する。

次に学生は自分で設計したブーメランを工作するが、３週ほど試行錯誤を繰り返

し、大抵は数機目でやっと飛べる作品が出来る。工作時間は授業では足りないので、

多くの自学自習の時間が必要となる。成績評価は実際の飛行状況による点数が

1/3、1/2 は設計図や計算、改良過程などを記述したレポートで評価している。  

国語科では、学生が主体的に読書をし、その体験を文章にまとめ、さらに口頭発

表をするプログラムを授業のなかにとりいれている。読書体験文のうち優れたもの

は全国規模のコンクールに提出しており、これまでにも数々の受賞歴がある。(2002

年には学校ぐるみの読書指導の実践が評価され、全国高等学校長協会会長賞を受賞

した。) 

2005 年以降、本校生の優秀読書体験記を収録した冊子「読書体験ガイダンス」

と名づけた小冊子を刊行し、これを新一年生に配布している。この冊子には、多く

の教員が学生向けに推薦した図書のリストが載っている。推薦図書はいずれも図書

情報センターの新刊コーナーに並べられ、学生に貸し出される。毎年秋には、教務

委員会・図書情報センター・国語科の共催による「読書体験発表会」を実施してい

る。この行事は各クラスから選抜された学生が、同学年の全員の前で自らの読書体

験を口頭発表するもので、発表者には学校長より賞状が与えられる。 

このような各部署の連携のもとに推進されるプログラムは、自らすすんで読書に

親しむ態度を育成し、発表や表現への関心を高めるとみられる。これらの効果は、

学生を対象にしたアンケート調査で確認している。以上のような実践は今後も継続

してゆきたい。 

 

（２）機械工学科 

○１年生前期「機械工学基礎」 

機械工学科１年生に対する機械工学への導入教育を目的とする。単位数は前期１

単位（週２時間）。機械工学を①工作，②材料・材力，③機械のしくみ、機構、設

計，④熱、流体、エネルギー，⑤機械操作・制御の 5 分野に大別し分野毎にテーマ

設定を行なう。座学的な教科書による知識学習とは違う形で、より具体的な教材（実

験や工作等を含む）を取り入れてその中で必要な知識を教える。 

  2006 年度の内容は以下の通り。 

 

回  日  程  内  容  分  野  担  当  

1  4 / 1 3  機 械 工 学 と は  全 般 ・ 導 入 伊 澤  

2  4 / 2 0  機 械 の 工 作 方 法  工 作 法  田 中  

3  4 / 2 7  鋳 造 に よ る 工 作  工 作 法  田 中 他  
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4  5 / 1 1  機 械 に 使 う 材 料 と 強 さ  材 料 ・ 材 力 伊 澤  

5  5 / 1 8  は り の た わ み 実 験  材 料 ・ 材 力 伊 澤 他  

6  5 / 2 5  機 械 の 仕 組 み  機 構 ・ 設 計 川 村  

7  6 / 1  機 構 を 学 ぼ う  機 構 ・ 設 計 川 村 他  

8  6 / 1 5  機 械 と 知 能  制 御  朱  

9  6 / 2 2  コ ン ピ ュ ー タ ー と プ ロ グ ラ ム 制 御  朱 他  

1 0  6 / 2 9  エ ネ ル ギ ー  エ ネ ル ギ ー 菊 地  

1 1  7 / 6  坂 登 り 自 動 車 の 製 作 1  全 般 ・ 総 合 各 教 員  

1 2  7 / 1 3  坂 登 り 自 動 車 の 製 作 2  全 般 ・ 総 合 各 教 員  

1 3  9 / 7  坂 登 り 自 動 車 の 製 作 3  全 般 ・ 総 合 各 教 員  

1 4  9 / 1 4  坂 登 り 自 動 車 の 製 作 4  全 般 ・ 総 合 各 教 員  

 

○４年生後期「輪講」 

研究室毎に輪講を行ない、12 月 22 日に発表会を実施した。取り纏め・発表・質

疑応答を通して、プレゼンテーション能力の向上を図った。また、ＴＯＥＩＣ受験

を通して、英語によるコミュニケーション能力の向上を図った。夏休み前に各研究

室への配属を決定し、取り組むテーマを定め、夏休み中に調査を行うようにする。

結果をレポートとしてまとめる。後期には、各研究室で、実験や数値的な解析を行

い、「卒業研究」につなげる準備を行う。12 月末に結果をまとめてプレゼンテー

ションを行う。最後に、取り組みをまとめてレポートを作成する。 

・主なテーマとその内容 

2004 年度 ターボ型流体機械に関する学習と、ポンプの性能試験，気液２相媒

体中の音速について，銅スラグの可能性，など 

2005 年度 管内流に関する英文教科書の輪読，Excel のマクロを用いた流量計 

算，塑性加工，残留応力，破壊，など 

2006 年度 流体実験に関する英文教科書の輪読，抗力測定実験，メッキ，非破

壊検査，接着，など 

○５年生前期「工学演習」 

演習や実技を伴う専門科目について、指導を受けながら、学生自らが学習計画を

立て、演習や実技を繰り返し、深く学び、知識と技能を習得する。これを通じて、

学生自らの学習態度や方法に気づかせ、主体的に学習する意欲を喚起することを、

目的に卒研の研究室でまなぶ。 

○補習授業 

授業の補習、学生の疑問に答える、各教員の研究内容の紹介、など、学生の授業

の理解を補うことや学生と教員とのふれ合いの機会を設けることなどを目的とし

て、各教員が自主的に計画して実施している。  
 

2 0 0 4 年度実施実績 

回  内  容  実 施 日 時  間  担当者 場  所  対 象 学 年

１  
二 級 ボ イ ラ ー 技 士 資 格  

試 験 に つ い て  

７／７

（水）

１４：００から

１ ６：３ ０ ま で
伊澤 ３ＭＨＲ ３ 
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２  

地 球 環 境 は ど う な る ？  

① 地 球 は 持 続 で き る か ？  

② エ ネ ル ギ ー と 省 エ ネ  

③ 省 エ ネ 技 術  

④ リ サ イ ク ル と 自 然 エ ネ ル ギ ー

⑤ 地球を持続させるために 

（ ま た は 英 文 輪 講 ）  

７／１２

（月）
１７：００から 高島

３０１ 

ゼミ 
全 

３  
Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ タ グ 講 座  ７／１４ 

（水） 

１５：００から

１ ７：０ ０ ま で
川村

情報 

セ ン タ ー  
１，２ 

４  
振 動 工 学 演 習  ７／２０

（火） 

９ ： ３ ０ か ら

１ ２：０ ０ ま で
増淵 ５ＭＨＲ ５ 

５  

Ｐ 検 対 策 講 座  

（ そ の １ ： タ イ ピ ン グ と パ ソ コ

ン 基 礎 知 識 ）  

９／１１

（土） 

  ９：３０から

１ １：３ ０ ま で

１ ３：０ ０ か ら

１ ５：０ ０ ま で

山下
情報 

センター 
２～４ 

  

2 0 0 5 年度実施実績 

回  内  容  日  時  場  所  学  年  担  当  

１  
２ 級 ボ イ ラ ー 技 士  

資 格 試 験 に つ い て  

６月２２日（水）

１ ４ ： ０ ０  
３ＭＨＲ ３年生 伊澤 

２  
機 械 製 図 の 復 習  

(２ 次 元 Ｃ Ａ Ｄ 操 作 )  

７月７日（木） 

１ ７ ： ０ ０  
情報センター

１年生 

２ 年 生  
川村 

３  

英 文 輪 講  ７ 月 ２ １ 日 （ 木 ）

９ ： ０ ０ ～  

１ ２ ： ０ ０  

専攻科棟 

４階 

講 義 室 １  

全学年 高島 

 

パソコン検定補習授業 

回  月   日  時   間  内   容  

１  ７ ／  ４ （ 月 ）  １ ７ ： ０ ０ － １ ９ ： ０ ０ タ イ ピ ン グ ・ パ ソ コ ン 基 礎  

２  ７ ／  ６ （ 水 ）  １ ５ ： ０ ０ － １ ７ ： ３ ０ Ｏ Ｓ ・ イ ン タ ー ネ ッ ト  

３  ７ ／ １ ３ （ 水 ） １ ５ ： ０ ０ － １ ７ ： ３ ０
情 報 モ ラ ル と 情 報 セ キ ュ リ テ ィ  

ワ ー プ ロ 基 礎  

４  ７ ／ １ ９ （ 火 ） １ ０ ： ０ ０ － １ ２ ： ３ ０ 表 計 算  

５  ７ ／ ２ ６ （ 火 ） １ ３ ： ３ ０ － １ ５ ： ０ ０ 模 擬 試 験  

６  ７ ／ ２ ９ （ 金 ） １ ３ ： ３ ０ － １ ４ ： ３ ０ 本 試 験  

   

2006 年度実施実績 

    機械工学 Q＆A              担当 高島 

ボイラー技士資格試験について      担当 伊澤 

    勉強会（大学編入学希望者を対象に実施） 担当 山下 
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2004,2005,2006 年度実施実績 

回  内   容  回  内   容  

1  行 列 の 演 算  2  極 限  

3  行 列 式  4  微 分 法  

5  逆 行 列  6  関 数 の 展 開  

7  連 立 １ 次 方 程 式  8  微 分 の 応 用  

9  １ 次 変 換  1 0 積 分 法 １  

1 1 固 有 値 と 固 有 ベ ク ト ル 1 2 積 分 法 ２  

1 3 ２ 次 形 式 と 標 準 形  1 4 微 分 方 程 式 １  

1 5 い ろ い ろ な 行 列  1 6 微 分 方 程 式 ２  

1 7 ベ ク ト ル の 内 積 ・ 外 積 1 8 複 素 関 数  

1 9 補 足 問 題  2 0 補 足 問 題  

2 1 総 合 演 習 １  2 2 総 合 演 習 １  

2 3 総 合 演 習 ２  2 4 総 合 演 習 ２  

予備1 予 備 日  予備2 予 備 日  

 
○特別講演会  

   2004 年度 

    日時：2004 年 10 月 22 日（金）13:00～15:00 
    講師：上村靖司氏（長岡技術科学大学 機械系 講師） 

    講演題目：雪ってなんだろう？ 「雪と工学，技術科学大学について」 

    対象：３，４，５年生 

   2005 年度 

    日時：2005 年９月 14 日（水） 

    講師：景山一郎氏（日本大学教授） 

    講演題目：自動車の運動と制御に関する日本大学の取り組み 

    対象：４，５年、専攻科生 

   2006 年度 

    日時：2006 年 10 月 25 日（水）13:05～15:00 
    講師：古谷正裕氏（電力中央研究所原子力技術研究所 主任研究員） 

    講演題目：蒸気爆発の機構と応用 

    対象：４，５年生，専攻科生 

 

○専門研修旅行 

対象 ４年生 

2004 年度 

    日時：2004 年 12 月 9 日（木）～12 月 11 日（土） 

研修先： JAXA 沖縄宇宙通信所，首里城 

2005 年度 

    日時：2005 年 10 月５日（水）～10 月８日（土） 

    研修先：北海道大学総合博物館，札幌農学校第２農場（重要文化財） 

2006 年度 

日時：2006 年 11 月 9 日（木）～11 日（土） 
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    研修先：パナソニックセンター大阪、大阪方面  
 
（３）電気情報工学科 

１）コース制の現状・問題点と改善方法 

＜コース人数＞ 

４年進級時における電磁環境工学、情報計測工学、電気物性工学の３つのコース

分けについては、基本的に学生の希望に沿って実施している。コース間学生数の極

端な不均衡が生じた場合は、以前は学生間の話し合いを基に最終的にほぼ同人数と

なるよう調整していたが、平成 18 年度からは３年終了時の成績順に優先的に希望

コースを選択とする方法を採用している。平成 16 年度から平成 18 年度についての

各コース人数内訳は下表の通りであった。なお、５年進級時に強いコース変更希望

の学生が発生した場合は、これに伴う微調整を行った。 

 
コース名 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 

電磁環境工学（α）コース １１名 １５名 １５名 

情報計測工学（β）コース １５名 １８名 １３名 

電気物性工学（γ）コース １２名 １３名 １０名 

    計 ３８名 ４６名 ３８名 

 
＜科目選択状況＞ 

４年次では所属コース科目から２科目、他コース科目から１科目を履修、また、

５年次では４組の並列授業から所属コース科目を中心に選択履修としていた。 ４

年次に所属していたコースと対応しない研究室への配属を５年次に希望する学生

が毎年５・６人あり、これに応えた場合、卒業研究テーマに関連したコース科目を

４年次に必ずしも履修していないという問題が生じた。改善策として、平成 19 年

度からは配属研究室とコースとの対応に柔軟性を持たせ、配属研究室は、４年次に

１科目以上を選択履修したコースに対応した研究室の中からの選択という制約を

設けることとした。コースと配属研究室の選択法については、引き続き検討を行っ

ていく予定である。 

 

２）PBL（創造力を育む教育）の状況  
電気情報工学科におけるＰＢＬ教育の実践例として、モノづくり教育の授業科

目として「プロジェクトワーク」を実施している。 

＜授業の目的＞ 

平成 15 年度から、創造性育成のためのモノづくり教育を実践するため、本科 3 

学年後期に物作り授業「プロジェクトワーク」を導入した。この授業の目的は、

製作技術の習得だけでなく、学生自らが設計・製作した作品の問題点を明らかに

し、その問題を解決するために必要な知識を調べ、作品の改良を行うことによっ

て問題解決能力を身に付けることである。また、この授業は１学年から３学年前

期までの実験内容を総括し、高学年次における実験および卒業研究等に活用でき

る内容として位置づけられている。 

＜「プロジェクトワーク」の授業内容＞ 

製作課題は、基本的な機械・電子工作およびプログラミング実習を取り入れた

内容として、PIC マイコンを用いたライントレースカーの製作とした。トレースカ

ーは以下の表の規定に従うものとし、台車の形状や部品配置については制限がな
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く、できるだけ設計に自由度を与えている。 

製作は１班４人のグループに分かれ、毎週４時間×15 週で行う。以下の表に授

業スケジュールを示す。第６週目までに台車の設計および電子回路の製作（エッ

チング、ハンダ付け作業）、組立などハードウェア部分を完成させる。第７週目

以降は、PIC マイコンのアセンブリ言語について説明した後、例題演習を行う。そ

の例題内容は、LED の点滅制御、モーターの PWM 制御、光センサ信号の入力制御

等である。最終的に各例題のプログラムを組み合わせることによって、基本的な

トレース用プログラムを作成することができる。授業の最終日には、規定コース

の走行時間を計測し、トレースカーの性能を評価している。競技形式にすること

で、学生自らが、トレースカーの走行時間を短縮するため、どのようにプログラ

ムを改良すれば良いかを考え、問題解決能力の向上につながる。 

＜授業の効果（授業アンケート調査）＞ 

以下の右側の表は、過去 3 年間の授業アンケートを示したものである。各問は

以下の通りである。 

（問１）あなたはこの授業に意欲的に（予習、リポート提出等を含め）取り組みましたか。 

（問２）利用する施設、設備、機器は良く整備されていましたか。 

（問３）課題の内容に関して、与えられた時間は適切でしたか。 

（問４）この授業を受講して、関連分野への興味と関心は深まりましたか。 

（問５）今回の経験を生かし、また、ものづくり（機械工作、電子回路工作、プロ 

グラミングなど）に挑戦したいと思いますか。 

問１の回答から、各年度とも多くの学生が授業に対して意欲的であったことが

うかがえる。設計段階から各班共に活発な議論が行われ、製作においては、互い

協力して作業を進めることで加工技術に関する知識を共有し、加工方法に対する

工夫が見られる。問２の作業環境に対する学生の印象は良好である。プロジェク

トワーク導入の際に、ボール盤、エッチング装置の工作機器等を購入し、作業時

間を要する台車部および回路基板等のハードウェア製作も効率良く行える環境が

整備されたことによる。問３の授業時間の配分については、各年度とも「ちょう

どよい」の回答が多い。特にプログラミング作業においては、学生の理解度に合

わせて例題演習を進め、トレース用プログラムの改良に十分な時間を設けている。

問４、問５は、モノづくりに対する意欲の継続性、発展性に関する質問である。

各年度とも半数以上の学生がモノづくりに対して意欲を示していることが明らか

となった。 

今後については、アンケート結果をもとに自己学習能力、問題解決能力を重視

した製作課題を設定し、また高学年次における電気情報工学実験、卒業研究に役

立つ製作技術を取り入れた授業内容へと改善していく予定である。 

 

 

   表 トレースカーの仕様           表 授業アンケートの結果 

単位：［%］サ イ ズ 

 

幅：180 mm 以下，全長：250 mm以下 

高さ：制限無し   回      答  H15 H16 H17

セ ン サ 赤外線センサ          ４個以内 大変意欲的だった 31 32 58

ギヤボックス ﾀﾐﾔﾊｲﾊﾟﾜｰギヤボックス    １個 意欲的だった 41 45 32

 

 

 

 

 電   源 単三乾電池   ４本（6V） 

 

 

 

 

 

 

 

問１ どちらでもない 23 14 10

あまり意欲的でなかった 5 7 0  

 

 

全く意欲的ではなかった 0 2 0 
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大変良く整備されていた 26 18 42表 授業スケジュール    

 良く整備されていた  54 45 35

  授 業 内 容 どちらともいえない  13 16 13

第１週 ガイダンス 整備不充分だった  5 16 10

第２週 台車の設計 

問２

整備されていなかった 2 5 0 

第３～４週 台車の設計、プリント基板の製作 かなり余裕があった  8 7 3 

第５～６週 基板ハンダ付け、組立 少し余裕があった  10 7 3 

第７～８週 アセンブリ言語の説明、例題演習 ちょうどよかった 41 41 55

第９～１４週 トレースカー用プログラムの作成 少し足りなかった  36 41 39

 

 

 

 

 

 

 

 第１５週 競技会、授業アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３

 

 いつも不充分だった 5 4 0 

大変深まった   15 36 52

深まった  56 45 39

どちらともいえない 23 17 9 

あまり深まらなかった 3 0 0 

 

 

問４

 

ほとんど深まらなかった 3 2 0 

是非、やってみたい  31 45 61

やってみたい 46 32 32

どちらともいえない 15 21 7 

あまりやりたくない 8 0 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５

 

 やりたくない 0 2 0 

 

（４）電子制御工学科 

・特徴的な教育実践の一つとして、工学実験の担当指導教員数を増加させた。実験

授業中に、個々の学生へのきめ細かい指導が行えるようにはなった。当分この実践  
体制を継続していくことになっている。  
 

（５）物質工学科  
物質工学科の学習指導の特徴を以下にまとめる。  

１，２年生には将来の目的や目標を継続，維持させるため，ホームルームや２

年次の「物質工学入門」の授業を通して専門教員が学生の将来を踏まえた講話や

ガイダンスを行う。実験実習科目では学生の自主的テーマの導入を図り，その発

表の機会を積極的に導入する。３年生までの基礎科目および専門基礎科目習得の

重要性を強く認識させ，１～２年生の復習になるような授業を導入し基礎学力習

得の指導を行い，専門基礎学力の一層の向上を目指す。４年生に対しては実務研

修への積極的参加を推奨する。５年生に対しては「化学英語」について習熟度別

授業を実施する。「卒業研究」を通じて，コミュニケーション能力・プレゼンテ

ーション能力・報告書作成能力修得を指導する。  
 

（６）建築学科 

平成 16 年度 

学生の基礎学力の向上と実践的な創造力を養うために大幅なカリキュラムの改

変を実施した。建築設計では設計初期段階のエスキス発表、建築実験では実験レポ

ートの作成を課すなどプレゼンテーション能力向上に重きをおいた。  
建築学科の学生には資格試験に積極的に挑戦するよう指導し、特に専攻科の学生
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は２級建築士を取得できるように特別授業で指導した。  
 

建築学専攻科学生による２級建築士 合格者数  

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度  

学科試験の合格者数  6  2  7  

合格者(製図のみ受験含む) 3  5  2  

建築学専攻学生数  10  12  11  

 
学外の活動にも積極的に取り組み、建築設計コンペ等や高専デザインコンペティ

ションに多くの学生が参加した。  
 

学科名 学生名 コンペティション名 
表彰 

受賞名 
備考 

平成 16 年度 

建築学 

専攻１年 
大橋文彦 

ベストパネル賞  

建築学科５年 鈴木甫 審査員奨励賞  

建築学科５年 大塚真由美 

校内アイデアコンテスト 

審査員奨励賞  

建築学 

専攻１年 
大橋文彦 

社団法人総合デザイン協会(毎日

新聞 DAS)学生デザイン賞 
入選 LIFE STAGE 

建築学 

専攻１年 

大橋文彦 

桜井隆行 

永島隆行 

他３名 

全 国 高 専 デ ザ コ ン

2004inISHIKAWA/地域交流 

シンポジウム 
佳作 わらの家 

建築学 

専攻１年 
大橋文彦 

全 国 高 専 デ ザ コ ン

2004inISHIKAWA/複合住居 
最優秀賞 思川 cafe 

建築学 

専攻１年 
永島隆行 

全 国 高 専 デ ザ コ ン

2004inISHIKAWA/複合住居 
佳作 （無題） 

建築学科２年 

柳田晴哉 

村上祐太 

宮田瞬 

全 国 高 専 デ ザ コ ン

2004inISHIKAWA/構造ブリッジ 

コンテスト 

佳作 
ブリッジ 

コンテスト 

建築学科３年 

増子奈津美 

柏崎亜紀 

土方和歩 

海老原裕子 

菅野晃 

塚田友行 

中嶋芳樹 

上野智章 

  

建築学科３年 三浦愛   

建築学科３年 
田部井尚美 

岡絢子 

  

建築学科３年 大塚裕紀   

建築学科３年 

赤塚啓明 

柏卓興 

柏木善生 

直井優季 

  

建築学科３年 

寺岡俊太郎 

篠原綱一 

寺内剛敏 

相原純平 

  

建築学科５年 小平雄亮   

建築学科５年 中嶋邦夫 優秀賞 Continue 

建築学 

専攻１年 
桜井隆行 

小山市/思川アプローチデザイン

コンペ 

小 山 商 工 会 議 所

会頭賞 
CITY×GATE 
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建築学 

専攻１年 

大橋文彦 

永島隆行 

  

建築学科３年 三浦愛   

建築学科３年 増子奈津美 

株 式 会 社 ナ ム ラ コ ン チ ネ ン タ ル

ホーム事業本部/住まいのデザイ

ンコンテスト 

 
奨励賞 どーむ 

建築学科５年 小平雄亮 

日本電気硝子株式会社/第 11 回

空 間 デ ザ イ ン コ ン ペ テ ィ シ ョ ン

「ガラス質の生きた住まい」 

  

建築学科５年 小平雄亮 

2004 年度日本建築学会設計競技

支部共通事業/建築の転生・都市

の転生 

  

建築学科５年 小平雄亮 

(株 )シェルター/シェルター学生

設計競技 2004「 1000m３・木・住

宅」 

  

建築学科５年 相馬淳志   

建築学科５年 大塚新也 

JIA 栃木クラブ卒業設計・学生賞

・公募 
  

平成 17 年度 

建築学科３年 

柳田晴哉 

村上裕太 

宮田瞬 

米澤直泰 

本選出場 

 

建築学科５年 
長友彦 

片桐昌洋 

全国高専デザコン 2005inAKASHI/

構造ブリッジコンテスト本選 

本選出場 
 

建築学 

専攻１年 
金子慎太郎  

 

建築学 

専攻１年 
小平雄亮 

全国高専デザコン 2005inAKASHI/

構 造 ブ リ ッ ジ コ ン テ ス ト 学 内 予

選 
 

 

建築学科５年 羽下準嗣 

全国高専デザコン 2005inAKASHI/

環 境 デ ザ イ ン コ ン ペ テ ィ シ ョ ン

予選 

 

 

建築学科５年 

松下陽 

鈴木誠  

長友彦 

全国高専デザコン 2005inAKASHI/

プ ロ ポ ー ザ ル コ ン ペ テ ィ シ ョ ン

本選 

本選出場９位 

 

建築学科５年 

長友彦 

秋山隆紀 

岡野佑亮 

影山昌宏 

  

建築学科５年 

金田渉 

金谷理弘 

藤原健二 

森田達也 

セントラル硝子株式会社/ 

まちのランドマーク 

 
  

建築学科５年 
長友彦 

森田達也 

  

建築学科５年 金田渉   

建築学科５年 
鈴木誠 

藤川諒 

  

建築学科５年 片桐昌洋   

建築学 

専攻１年 
小平雄亮 

  

建築学 

専攻２年 

大橋文彦 

桜井隆行 
最優秀賞 

結婚式の 

できる家 

建築学 

専攻２年 
永島隆行 

有限会社 家・スタイル/ 

結婚式の出来る家コンペ 

  

建築学 

専攻２年 
永島隆行 

 

建 築 学 科

３ 年 ・ ２

年 

對馬光沙子 

伊東由里子 

 

建築学科４年 柏木良平  

建築学科４年 三浦愛 

株式会社コムデザイン/９坪ハウ

スコンペ 2005 

「こどもと暮らす９坪ハウス」 

プロ部門 
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建築学科５年 長友彦  

建築学科５年 岡野佑亮  

建築学科５年 森田達也  

建築学科５年 金田渉  

建築学科５年 岡野佑亮 

大和ハウス工業株式会社/第１回

ダイワハウス住宅設計コンペ 

「21 世紀住宅」 

  

建築学科５年 岡野佑亮 

株式会社新建築社/新建築住宅設

計 競 技 2005 、 ACTION  for 

SUSTAINABILITY 

  

建築学 

専攻１年 
鈴木甫 

習 志 野 市 /spot,NARASHINO 

AWARDS 2005。都市アイデアの部

審査員賞 

(柘植喜治賞) 
Cart Town 

建築学 

専攻１年 

渡辺太一 

小平雄亮 

増山道子 

有限会社 家・スタイル/団塊の

世代に送るこれからの街：宅地造

成計画の実施設計案 

優秀賞 

団塊の世代に

送るこれから

の街 

建築学 

専攻１年 

渡辺太一 

小平雄亮 

増山道子 

 

 

建築学 

専攻２年 

大橋文彦 

桜井隆行 

永島隆行 

京都建築青年経済協議会/京の町

家学生設計コンペティション 

  

平成 18 年度 

建築学科４年 
小島康太郎 

柳田 晴哉 
本選出場 

 

建築学 

専攻２年/ 

建築学科４年 

金子慎太郎 

鈴木甫 

菱沼健二 

小林加奈 

全国高専デザコン 2006in 都城 /

構造ブリッジコンテスト本選 
本選出場 

 

建築学 

専攻１年 
影山昌宏 

全国高専デザコン 2006in 都城 /

構 造 ブ リ ッ ジ コ ン テ ス ト 学 内 予

選 

  

建築学科５年 
寺岡俊太郎 

川崎有紀 

全国高専デザコン 2006in 都城 /

環 境 デ ザ イ ン コ ン ペ テ ィ シ ョ ン

予選 

  

建築学科５年 伊藤歩 

全国高専デザコン 2006in 都城 /

環 境 デ ザ イ ン コ ン ペ テ ィ シ ョ ン

予選 

  

建築学 

専攻１年 

長友彦 

松下陽 

鈴木誠 

全国高専デザコン 2006in 都城 /

プ ロ ポ ー ザ ル コ ン ペ テ ィ シ ョ ン

予選 

  

建築学 

専攻１年 

松下陽 

鈴木誠 

  

建築学 

専攻２年 

小平雄亮 

増山道子 

  

建築学科５年 
三浦愛 

石澤知子 

日 本 た ば こ 産 業 株 式 会 社

/SMOKERS'  

STYLE COMPETITION 2006 
  

建築学科５年 柏卓興  

建築学科５年 三浦愛 

株式会社コムデザイン/９坪ハウ

スコンペ 2006「電 9 と暮らす。

“セカンドハウス”」プロ部門 

 

 

建築学科５年 三浦愛 選外佳作 合コンハウス

建築学 

専攻２年 

小平雄亮 

増山道子 

大和ハウス工業株式会社/第２回

ダイワハウス住宅設計コンペ「21

世紀住宅Ⅱ」 
  

建築学 

専攻２年 
鈴木甫 

  

建築学科４年 布川奈津美 

小山市/祇園城通りまちづくりア

イデアコンペ： 

一般の部Ⅰ 論文の部   

建築学 

専攻２年 
鈴木甫 

  

建築学 

専攻２年 
上野悠 

  

建築学 

専攻２年 
増山道子 

小山市/祇園城通りまちづくりア

イデアコンペ：一般の部Ⅰ  

街並みデザインの部 
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建築学 

専攻１年 
松下陽 

小 山 市 商 工 会 議

所会頭賞 

（特別賞） 

エレベータ・

歩道橋で繋ぐ

現在と過去 

建築学科５年 寺岡俊太郎 

アイデア 

コンペ特別賞 

（特別賞） 

Omoigawa 

Street 

建築学科５年 川崎有紀   

建築学科５年 大塚裕紀   

建築学科５年 柏卓興   

建築学科５年 
石澤知子 

毛利由希乃 

  

建築学科４年 板谷麻理恵 
アイデア賞 

（佳作） 

GIONJO-DORI 

NEW PLAN 

建築学科４年 
平山智則 

村上裕太 

  

建築学科４年 
瀧村夏美 

羽場崎恵 

  

建築学科３年 甘利未来   

建築学科３年 松本ひとみ   

建築学科３年 高松加奈   

建築学科３年 

イ ン タ ン 

ノライラ 

ブ イ  テ ィ

エン キム 

  

建築学科３年 

袖山悟志 

坪野谷美穂 

小森達也 

  

建築学科３年 小野真由美   

建築学科３年 
岡田美紀子 

牛久麻実 

  

建築学科３年 

阿部真理 

岩渕恵子 

高岩佑圭 

  

建築学科３年 

伊東由里子 

野川春香 

平野有良 

  

建築学科３年 

河野勇也 

松村洋考 

川岸雄一郎 

  

建築学科３年 

加藤博史 

齋川佳孝 

兼子恵市 

  

建築学科３年 
木村京介 

吉田徹郎 

  

建築学科３年 

片柳諒 

石川桂太 

海藤歩 

  

建築学科３年 伊東由里子 
ラ イ ト ら い と コ ン ペ テ ィ シ ョ ン

2006 

  

 
専攻科の学生には学会発表を課し、研究の方法、まとめ方を学ばせ、プレゼンテ

ーション能力向上を図った（Ⅶ .研究活動と社会との連携、１ .各学科の研究体制、・

建築学科の卒業研究、特別研究、教員研究の状況 参照）。  
 

平成 17 年度 

継続実施している。また専門基礎科目の力学系の授業（２年：構造力学Ⅰ、構造

力学演習、３年：構造力学Ⅱ、４年：構造力学Ⅲ、鉄筋コンクリート構造、鋼構造、
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５年：応用力学）の相互補完と連携を強化した。  
 

平成 18 年度 

継続実施している。デザインコンペテションに参加する学生を積極的にサポート

できるよう教員の体制を整えた。力学系の連携をより綿密にし、学生が各授業科目

の必要性と目的を把握し易いようにした。そのため次年度に向けた５年次への「構

造設計」開設を準備し基礎科目の役割分担を明確に把握できるようにしている。  
建築学科の学生の資質を向上させるため、16 年度に続いてカリキュラムの改変を

実施した。  
 
（７）専攻科  

・平成 16 年度：JABEE プログラム修了要件を明文化して学生・教職員に周知徹底を

図った。 

・平成 17 年度：JABEE プログラムでは対面式の学習保証時間を確保する必要がある

ため、従前、読み替え科目として取り扱っていた放送大学科目はこれを満たさな

いため、専攻科の単位認定科目から外した。専攻科修了要件に JABEE プログラム

修了が必須となり、履修科目について制約が生じたため、履修学生に遺漏のない

ように、専攻科修了要件、履修方法および手続き要領、カリキュラム表、受講届

様式などを記載した「履修の手引き」を渡すことにした。 

・実務研修については、報告書の作成と報告会での発表が義務付けられている。 

（電子システム工学専攻） 

準学士課程の機械系、電気・情報・電子系履修生が力学系、情報系科目を中心

に融合・複合学際領域の開設科目を選択履修できるように時間割上、配慮してい

る。このことは、特別研究にも活かされ、研究の動機づけと意欲次第ではあるが、

準学士課程での学科枠に制限されない研究が実現している。  
 

（物質工学専攻） 

全ての化学関連分野から講義が選択できることを目的に、可能な限り講義は隔

年で開講している。また、専攻実験では、本科で選択したものと異なるコースの

テーマを実習している。即ち、本科４年次に生物工学実験を修了した学生は、専

攻実験では材料化学実験と同様なテーマを実習する。  
 

（建築学専攻）  
準学士課程で学んだ専門技術を深め、さらに幅広い応用力を養成するために、

計画系と構造系それぞれの学生の志望分野に応じた選択科目を配している。また、

地域に密着したまちづくり活動などに参加させて実践的な技術習得を行なわせて

いる。 

平成 18 年度より、新設科目として障害者施設の設計を目標とした「バリアフリ

ー･デザイン論」を配した。 

 

６．センターにおける教育 

（１）図書情報センター  
図書情報センターでは、毎年４月に図書情報センター利用案内と図書情報センタ

ーカレンダーを配布して、新入生ガイダンスを行っている。このガイダンスでは図

書情報センターの概要説明および利用方法等を説明し、高専での学生生活において
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有意義な学生生活を送れるようにするため、施設の利用を呼びかけている。一方、

図書情報センターでは、一般科目国語科が行っている読書体験感想文発表会に協力

して作品の図書情報センター内への掲示や優秀作品を図書館のホームページに掲載

している。  
 

（２）情報科学教育研究センター  
情報科学教育研究センターは、本校の情報処理教育の拠点として全学科にわたり、

低学年から高学年までさらに専攻科の学生まで利用されている。低学年においては

主にワープロ、表計算ソフト、メールやインターネットの利用法に関する情報リテ

ラシー教育及びプログラミングの基礎教育に利用されている。高学年になると応用

プログラミングや機械系の CAD、電気電子系の CAD や建築系の CAD 及び情報ネッ

トワーク教育等に利用されている。また、授業のない時間帯や放課後においては、

学生は自主的に、実験実習のデータ整理や報告書の作成などに利用している。  
情報関連の授業の増加に伴い、演習室の利用率が増え、カリキュラムを組むこと

が難しくなってきていた。この問題を解決するために、平成 17 年度からは電気情報

工学科の「多目的マルチメディア教育室」を情報センターの「第３演習室」として

学内全体で共同利用するようになった。  
平成 18 年度末には教育用計算機システムの全面的な更新が行われ、第１演習室に

48 台、第２演習室に 48 台、第３演習室には 20 台の最新 PC が設置された。最新のハ

ードウェアとソフトウェアの組み合わせにより情報処理教育に大きく貢献してい

る。このシステムの特徴は Windows と Linux のデュアルブートシステムであること

と、クライアントにディスクレス PC を採用したことにより、故障が少なく、セキュ

リティや運用管理の面で優れていることである。また、より専門性の高い Linux や情

報ネットワークに関する教育に対応できるように、組み立て PC や実習用ルータ等の

整備も行ってきた。  
 

情報科学教育研究センター利用状況（平成 16 年度～平成 18 年度）  
第 1 演習室  第 2 演習室  第 3 演習室  

年 度  
週当たり  年間  週当たり  年間  週当たり  年間  

延べ時間

平成 16 年度 
31 時間（前期） 

35 時間（後期） 
990 時間  

24 時間（前期）

25 時間（後期）
735 時間 ※  ※  1725 時間

平成 17 年度  
35 時間（前期） 

38 時間（後期） 
1095 時間  

29 時間（前期）

36 時間（後期）
975 時間

15 時間（前期） 

10 時間（後期） 
375 時間  2445 時間

平成 18 年度  
32 時間（前期） 

33 時間（後期） 
975 時間  

33 時間（前期）

30 時間（後期）
945 時間

20 時間（前期） 

9 時間（後期） 
435 時間  2355 時間

※第 3 演習室は平成 17 年度より利用可能  

 
  □平成 16 年度  

第１演習室  
【前期】  
 月曜日  火曜日  水曜日  木曜日  金曜日  

１  ３ E 情報工学Ⅱ  ３Ａ情報処理Ⅱ １Ｃ 製図  ４ E 制御工学  １Ｅ電気電子製図

2           

3  ５Ｅ自動制御  ３ M 情報処理  ２Ａ情報処理Ⅰ ２Ｃ 電子計算機   

4          １Ｅ情報工学Ⅰ  
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5 ３Ｍ  ２ E 情報工学Ⅰ    ４ E   

6  工作実習      電気情報工学実験   

7    ５ M 数値解析      ５ E 情報処理Ⅱ  

8            

 
【後期】  
 月曜日  火曜日  水曜日  木曜日    金曜日  

１  ３Ｅ情報工学Ⅱ  ３Ａ情報処理Ⅱ １Ｃ 製図  ２Ａ情報 処理Ⅰ  １Ｅ電気電子製図

2             

3  ５Ｅ自動制御  ５Ｍ数値解析  ５Ａ建築演習 ２Ｃ電子計算機演習    

4            １ E 情報工学Ⅰ  

5  ３Ｍ      ５Ｍ  （４Ｅ） ３Ｍ情報処理  

6  工作実習      

機械設計

製図Ⅲ  

（コース

別実験）   

7    ４Ｍ機械設計    大藪    ２Ｅ情報工学Ⅰ  

8  ４Ｅ制御工学  製図Ⅱ          

 
第２演習室  
【前期】  
 月曜日  火曜日   水曜日   木曜日  金曜日  

１          ２ D １ C 情報処理実習

2         プログラムⅠ    

3  

５ D システム工学

Ⅰ  

４ D 

ソフト  

５Ｄ

輪講    ５ D １Ｄシステム演習Ⅰ 

4    

ウェア

工学Ⅰ      

ソフトウェア工学  

  

5  

１ D コンピュータ

基礎  ５ D      ５ A 建築演習  

6    工学実験         

7  ３ D プログラムⅢ          

8             

 
【後期】  
 月曜日  火曜日    水曜日   木曜日  金曜日  

１  １ＳＳ        ３Ｄ  １Ｃ  

2  計算機応用論        コンピュータⅣ  情報処理実習  

3  ２Ｄ  

３ D 

システム 

５ D

輪講    ２Ｄ  １Ｄ  

4  システム演習Ⅳ  演習Ⅵ      プログラムⅡ  システム演習Ⅱ  

5    ４Ｄ      ４Ｄ    

6    

ソフトウェア  

工学Ⅱ    工学実験    

7  

３Ｄプログラム

Ⅳ     

 

   ４Ｅ  
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8    

 

   

データベース  

 
□平成 17 年度  
第１演習室  

【前期】  
 月曜日  火曜日  水曜日   木曜日  金曜日  

１  ３ E 情報工学Ⅱ  ３Ａ情報処理Ⅱ  １Ｃ 製図  ２Ｃ    １Ｅ電気電子製図

2       電子計算 機実習   

3    ３ M 情報処理    ２Ａ情報 処理Ⅰ ４Ｅ電気回路学Ⅱ

4           １Ｅ情報工学Ⅰ  

5    ５Ｅ  ４ E 制御工学      ５ A 建築演習  

6  ３Ｍ  ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学    ３Ｅ／４ Ｅ    

7  工作実習  ５ M 数値解析    

電気情報

工学実験

４Ｄ

工学  ２ E 情報工学Ⅰ  

8          実験    

        

 
【後期】  
 月曜日  火曜日  水曜日  木曜日   金曜日  

１  ３Ｅ情報工学Ⅱ  

３Ａ情報処理

Ⅱ  １Ｃ 製図  

２Ａ情報

処理Ⅰ    １Ｅ電気電子製図

2             

3  ４Ｅデータベース ５Ｍ数値解析  ５Ａ建築演習  ２Ｃ    ３Ｍ 情報処理  

4        

電子計算

機実習      

5    ５Ｅﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ  １ E 情報工学Ⅰ ５Ｍ    ５Ｅ 数値計算法

6 ３Ｍ  工学    

機械設計

製図Ⅲ     

7  工作実習  ４Ｍ機械設計      ４Ｄ  ２Ｅ 情報工学Ⅰ

8   製図Ⅱ     工学 実験    

         

 
第２演習室  
【前期】  
 月曜日  火曜日   水曜日   木曜日  金曜日  

１        ２ D   １ C 情報処理実習  

2        プログラムⅠ      

3  ５ D 

４ D 

ソフト  

５Ｄ

輪講       

4  

ソフトウェア工学

Ⅲ  

ウ ェ ア

工学Ⅰ  ５Ｄ      

5        卒業研究    

6    ５ D       １D コンピュータ基礎
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7 ３ D プログラムⅢ 工学実  験   ４Ｄ  ５ D システム工学Ⅰ

8         工学実験    

        

 
【後期】  

 月曜日  火曜日  水曜日   木曜日  金曜日  

１  ５Ｄ  １Ｃ    ３Ｄ    ２Ｄ  

2  

ソフトウェア工学

Ⅳ  情報処理実習  ５Ｄ  

コンピュ ータⅣ 

プログラムⅡ  

3    ５ D 卒業研究  ２Ｄ    １Ｄ  

4    

輪講Ⅱ  

  

システム

演習Ⅳ    システム演習Ⅱ  

5  ４Ｄ      ４Ｅ      

6  

ソフトウェア工学

Ⅱ     

コース別 実験

  

7  ３Ｄ  ４Ｅ 制御工学   ４Ｄ   ４Ｅ電気回路学Ⅱ  

8  プログラムⅣ      工学実験     

        

 

第３演習室  
【前期】  

 月曜日／火曜日／水曜日          木曜日  金曜日  

１              

2              

3        ２Ｅ      

4        電気情報工学実験 ＳＳ１（電気系）   

5          専攻実験    

6        ３Ｅ      

7      ４Ｄ  電気情報工学実験     

8      工学実験       

        

 
【後期】  

 月曜日  火曜日  水曜日  木曜日  金曜日  

１            

2            

3  ４Ｅデータベース     5E ディジタル回路   

4            

5            

6        ４Ｅ    

7    SS 情報伝送工学   コース別実験    

8            
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□平成 18 年度  
第１演習室  
【前期】  
 月曜日  火曜日  水曜日  木曜日  金曜日  

１  ３E 情報工学Ⅱ ３Ａ情報処理Ⅱ １Ｅ電気電子製図 ２ E 情報工学Ⅰ  ２Ｃ電子計算機実習

2           

3  １Ｃ 製図  ３M 情報処理   ２Ａ情報処理Ⅰ   

4          １Ｅ情報工学Ⅰ  

5    

５M  

数値 

解析    5E 集積回路設計

2M 情報処理  

6      ５Ｅ        

7  ３Ｍ工作実習  

コース  

  

別実験

  

５ E 情報ネット  

ワーク論  
  

8              

 
【後期】  

 月曜日  火曜日  水曜日  木曜日  金曜日  

１  ３ E 情報工学Ⅱ  ３Ａ情報処理Ⅱ  １Ｅ電気電子製図 

2        
２ E 情報工学Ⅰ  

２Ｃ電子計算機実

習  

3  １Ｃ 製図  ３ M 情報処理    ２Ａ情報処理Ⅰ    

4          １Ｅ情報工学Ⅰ  

5    ５ M 数値解析    ５ E 数値計算法  

6      4E 情報工学Ⅲ   

7  ３Ｍ工作実習    

8    

4M 機械設計製図

Ⅱ    

５Ｍ機械設計製図

Ⅲ  2Mj 情報処理  

 
第２演習室  
【前期】  
 月曜日  火曜日  水曜日   木曜日  金曜日  

１      ２Ｍ情報処理  

2    

２ D プログラ

ムⅠ      
５ D 工学実験  

3  ５ D ソフトウェア ５Ｄ輪講    

4  工学Ⅲ    ５Ｄ  
１D コンピュータ基礎 ４ E 制御工学  

5    卒業研究    ５ D システム工学Ⅰ

6 

４ D ソフトウェア

工学Ⅰ  ５ D   ４Ｄ工学実験   

7  ３ D プログラムⅢ 工学実験        

8            

 
【後期】  
 月曜日  火曜日  水曜日   木曜日  金曜日  

１ 5D 情報工学 II    ３ D コンピュータ   

2          
２ＤプログラムⅡ

3 ５D ソフトウェア工 ５Ｄ輪講    １ＳＳ計算機応用 ４ E 制御工学  
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4 工学Ⅳ    ５Ｄ  論  

5  2D 電子制御基礎 IV   卒業研究  5E 集積回路設計    

6            

7      

8  
１Ｄシステム演習Ⅱ

４ D ソフトウ

ェア工学Ⅱ    

５ E 情報ネットワ

ーク論    

 
第３演習室  
【前期】  
 月曜日  火曜日  水曜日   木曜日   金曜日  

１              

2              

3      ２Ｅ      

4  
4E 電子計算機  

    

電気情報

工学実験

ＳＳ１  

（電気系）   

5  ５Ｅコース別実験     専攻実験    

6  
5E 信号処理  

    ３Ｅ      

7  
      

電気情報

工学実験     

8              

 
【後期】  
 月曜日  火曜日  水曜日          木曜日  金曜日  

１            

2            

3          

4        
5E ディジタル回路

  

5          

6  

1SS ネットワーク

構成論        

7        

8  
4E 電子計算機  

    

４Ｄ工学実験  

  

 
評価と問題点 

平成 16 年度から平成 17 年度（特に平成 17 年度）は教育用計算機システムの老

朽化による障害が頻発して教育にも支障を来すような状況であったが、平成 17 年

度末（平成 18 年 3 月）に教育用計算機システムが更新されこの問題は解決された。

現在は大変快適な環境で教育が行えるようになった。上記のカリキュラムからもわ

かるように情報科学教育研究センター（以下、情報センターという）の利用率は非

常に高い。現在、情報センター内には 1 クラス分（最大 48 人）の授業が行える演

習室は「第 1 演習室」しかない。このため、電子制御工学科の「電子計算機実習室」

と電気情報工学科の「多目的マルチメディア教育室」を借用し、それぞれ第 2 演習

室（最大 48 人）、第 3 演習室（最大 20 人）と称して、学校全体で共同利用してい

る。このため、それぞれの演習室が地理的に分散しており、運用・管理の面から大

きな負担となっている。将来的には情報センターを拡張し、40 人規模の演習室を 3

教室確保し、一元管理できることが望ましい。また、現在主として技術職員 1 名で
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教育支援と教育計算機システムの運用管理を行っているが、これらの業務に加え、

学内ネットワークの運用管理やウィルス対策さらにソフトウェアアップデート等

の業務が日々増加している。これらの業務はインターネットやメールの利用が増え

れば増えるほど増加することは明白である。今後、技術職員の増員を望みたい。 

 
（３）地域共同開発センター 

平成 15 年度に、共同利用施設である「工業安全教育研究センター」の組織を５学

科の専門分野が実践的技術者教育活動や研究活動しやすい環境や共同利用設備を整

備するため改革し、「地域共同開発センター」と改称した。改組後のセンターは、地

域社会の多様化したニーズに応えるための、工業安全、ＩＴ、環境・リサイクル、防

災・福祉分野の技術問題まで広げた研究センターである。 

このセンターでの教育的な役割は、本科の高学年生や専攻科生の実験・実習、卒業

研究、特別研究等の教科を通して、種々の高度な測定装置の取り扱い方やそれらの分

析データからの解析力、考察力、創造力を育成する教育である。さらに、高専教育の

目標である実践的技術者教育を効果的に行うためにも、企業との共同研究、受託研究

等に学生を積極的に参加させている。 

平成 16，17，18 年度は産学連携による共同研究、受託研究が増加してきており、

それに伴って卒業研究、特別研究で教員を通して学生と企業の技術者との技術的な打

ち合わせの機会が増す傾向にある。 

 
（４）ものづくり教育研究センター  

ものづくり教育研究センターは、平成 15 年度より旧実習工場から学内共同利用施

設として、ものづくり教育研究センターと改称された。ものづくり教育研究センタ

ーの教育面での役割は、技術室第一グループを中心とした４人体制で、①工作実習

や工学実験等の実習教育を基本とし、②５年生の卒業研究、専攻科生の特別研究で

の研究活動支援（実験装置製作の指導や製作依頼）を行い、③課外活動やロボコン

等の加工依頼、初心者への技術講習会を行っている。 

 
実習教育①を中心に内容を整理すると、  

   機械工学科  １～３年（工作実習） 前期後期  
          各学年３時間／週（計 270 時間／年）  
   機械工学科  ４年（機械工学実験）前期後期  

  ４時間／週（計 120 時間／年）  
   電気情報学科 ２年（電気情報工学実験）前期  
          ２時間／週（計 30 時間／年）  
 

また、各学年における具体的な実習及び実験内容を、平成 16、17、18 年の３年間

を年度別に整理すると、  
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【平成１６年度】  
（機械工学科・工作実習）前期・後期  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（機械工学科・機械工学実験）前期  

 
 
 

 
（電気情報工学科・電気情報工学実験）前期  

 
 

 
 
【平成１７年度】  

（機械工学科）前期・後期  
 

 
 
 

（機械工学科・機械工学実験）前期  

 
（機械工学科・機械工学実験）後期     （電気情報工学科）前期  

学  年  実 験 内 容   学  年  実 習 内 容  

４年  硬さ試験   ２年  旋盤加工  簡易工作  

 

学  年  実 習 内 容  

１年  旋盤加工  仕上げ作業  溶接作業 鍛造作業
計測 及び  

工作入門  

２年  旋盤加工  
形 削 り 及 び 横 フ

ライス盤作業  
溶接作業 鋳造作業 熱処理  

３年  CNC 旋盤加工  
平面及び円筒  

研削盤作業  

CNC 立フ

ライス盤
簡易工作 電気工作  

学  年             実 験 内 容  

４年  旋盤による切削抵抗の測定  表面粗さの測定 ガソリン機関の性能試験  

学  年  実 習 内 容  

２年  旋盤加工  平面加工  簡易工作  計測  メカニズム  

学  年                実 習 内 容  

１年  旋盤作業  仕上げ作業  溶接作業 鍛造作業
計測 及び

工作入門  

２年  旋盤作業  
形削り及び横フ

ライス盤作業  
溶接作業 鋳造作業

CNC の基礎  

(立フライス盤 )

３年  CNC 旋盤作業  

平面及び円筒  

研削作業  

CNC 平面研削  

CNC 立フラ

イス盤作業
簡易工作  電気工作  

学  年                実 験 内 容  

４年  
旋盤による切削

抵抗の測定  

ドリルによる切削抵抗の

測定  

表面粗さの測定 ガソリン機関の性能試験  
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【平成１８年度】  
（機械工学科）前期・後期  

 
（機械工学科・機械工学実験）前期  

 
（機械工学科・機械工学実験）後期     （電気情報工学科）前期  
学 年  実 験 内 容   学 年 実 習 内 容  

４年  硬さ試験   ２年  旋盤加工  簡易工作  
 

  この３年間で工作実習や実験内容は、教職員の人事異動や定年退職によって、多少

の変更があるものの、継続的な内容を堅持している。  
 

３ヵ年の好評価な点と問題点 

平成 15 年と 16 年度にわたり、定年退職を迎える技術職員が２名いた。小山高専

の教育に長年尽力された功績に感謝する共に、先輩方からものづくり教育研究セン

ターを引き続く我々としては、ものづくりセンターの更なる発展に力を注いでいく

思いである。ものづくり教育研究センターが“安全”で“快適”な環境のもと教育

の場として学生を迎えるためには、技術職員の定員（最低でも４名）確保は必要で

あり、先輩が培ってきた技術の伝承と我々教職員の更なる教育力、技術力の向上が

不可欠となる。 

１年から３年生までの工作実習の内容は、主に部品加工が中心であるが、将来の

技術者として最低限の工作方法と操作方法の実習は網羅されており、今後もその授

業形態は継続していきたい。なお、ものづくり教育研究センターでは、これら実習

内容の引継ぎを円滑にするため、ベテランの技術職員から若手技術職員への技術伝

承として、平成 15 年度から平成 18 年度にわたり技術指導を計画的に行ってきた。

幸いにして、新規採用の技術職員の技術力も向上し、工作実習の各ショップの持ち

場で学生への技術指導に励んでおり、これまで大きな事故も報告されていない。 

しかし、近年、ロボコンやエコランなどのものづくり競技が盛んに行われ、ものづ

くりセンターとしては非常に喜ばしい傾向であるが、それに伴い技術職員の就業時間

外の技術指導も増える傾向にある。また、組織再編後のセンターは、学内の共同利用

施設として完成時期に入っており、初心者の利用頻度が多くなっている現状を考える

と、今後、技術職員が４名で良いのかは検討の余地がある。 

学  年  実 習 内 容  

１年  旋盤作業  仕上げ作業  溶接作業  鍛造作業  
計測 及び  

工作入門  

２年  旋盤作業  
形 削 及 び 横 フ ラ

イス盤作業  
溶接作業  鋳造作業  

CNC の基礎  

(立フライス盤 )

３年  CNC 旋盤作業  

CNC 平面研削  

及び  

円筒研削作業  

ロボドリル 簡易工作  電気工作  

学  年  実 験 内 容  

４年  
旋盤による切削抵抗

の測定  
ドリルによる切削抵抗の測定 表面粗さの測定 ガソリン機関の性能試験
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Ⅲ 本校における教育の成果とその評価 
 
（１）準学士課程の達成目標と成績評価、進級、卒業認定及びその状況 

・各科目合格点の改正 
  国際化への対応や JABEE 受審等を考慮し、平成 16 年度から学業成績の評価並びに

学年課程修了及び卒業の認定に関する規程を一部改正した。改正内容は科目成績の合
格点（100 点法による評価）を、従来の「50 点以上を合格とする」から「60 点以上
を合格とする」とした。 

 
・準学士課程の達成目標と成績評価 

本校における準学士課程の達成目標は、先に述べた６項目の教育目標に対応した具

体的な育成すべき人材像として明示されている。以下にこの対応を再掲する。  
① 豊かな人間性の涵養 → 社会人となるための素養を身につけ、環境・福祉に配

慮し工業技術が自然や社会に与える影響を認識できること。  
② 豊かな感性と創造力の育成 → 実験実習に自主的に取り組み観察力・解析力を

養い、新しい発想やアイデアを提案する習慣を身につけること。  
③ 自然科学・数学・英語・専門基礎科目の学力向上 → 自然科学・数学・英語の

基礎知識を身につけ、専門分野の基礎知識を修得していること。  
④ 高度な専門知識と問題解決能力の育成 → 実践的技術者としての高度な専門

分野の知識を修得し、与えられた技術的課題を解決できる能力を身につけること。 
⑤ 情報技術力の向上 → 情報技術に関する基礎知識と情報処理能力を有し、コン

ピュータを利用して適切な内容の報告書を作成できること。  
⑥ コミュニケーション能力と国際感覚の育成 → 講義・実験・卒業研究の内容に

ついて日本語で口頭発表・質疑応答ができることと、基本的な技術英語の文章を

理解し国際的視野を身につけること。  
一般科と各専門学科は、これらの目標（学習・教育目標）を達成するために一般

科目と専門科目を適切に配置し、体系的な教育課程の編成に努力している。また、

各専門学科はこれらの目標をその学科に即した形で表現し学生に周知している。  
 成績評価・単位認定は規程が定められており、学生便覧によって周知が図られて

いるほかシラバスには各授業科目ごとに明確に示されている。科目の成績は授業時

数の３分の２以上の出席、かつ 60 点以上を合格としている。成績の評価は、平素の

成績、試験の成績、出席状況、学習報告書、作品等によって担当教員が決定するが、

学生は成績に対して異議を申し立てることが出来る。  
 

・進級認定基準とその状況 

本校の進級基準は第１学年～第３学年の基準、第４学年の基準、第５学年の基準の

３つに分かれている。第１学年～第３学年の進級基準は、該当学年の年齢層が高等学

校に相当することもあり、そのことも考慮し比較的細やかな進級基準を設定してい

る。それに対し、第４学年および第５学年の進級基準は、学年制を基本としているが、

単位制の考え方も加味したものとなっている。高専の設置基準とも関わるが、今後は、

特に高学年はもっと単位制を考慮した進級基準を検討していく必要がある。 

進級状況を５学年全体（定員 1,000 名）でみると、年度により異なるが、留年者は

毎年 40 名前後、休学者は 10 名程度、退学者は 30 名前後となっている。 
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準学士課程の過去 5 年間の休学、留年及び退学者の各数と退学率 

異動事項 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

休学 8 1 9 7 4 

留年 29 37 47 36 32 

退学(ａ) 32 25 29 38 34 

学生総数(ｂ) 1,018 1,019 1,018 1,014 1,012 

退学率（a/b）

（％） 
3.1% 2.5% 2.8% 3.7% 3.4% 

＊学生総数は各年度 5 月 1 日現在、休学者を含まない 

（休学：休学により原級に留まった者の数） 

（留年：成績不振により原級に留まった者の数） 

（退学：退学により学籍を失った者の数） 

 

このように留年者や退学者が多いのが現状である。高専の準学士課程の学生は、精

神的にも肉体的にも成長著しい時期であり、この５年間は長く、目的意識が低下し、

勉学に支障をきたすようになりがちである。そのため、中期の目標、例えば第３学年

終了時に進級試験的なものを設定する等の対応策を現在教務委員会にて検討中であ

る。また、実社会を体験するインターンシップへの参加も勉学へのモチベーションの

向上につながることもあり、機会をみつけてはインターンシップへの参加を促してい

る。 

 

・卒業認定基準とその状況 

本校の卒業認定基準は、第５学年修了基準が満たされれば、卒業が追認される基準

となっている。現規定では、卒業に際して高専の設置基準に基づき 167 単位以上の単

位修得が必要である。しかし、５年間で 167 単位の修得は時間割も非常に過密であり、

問題が多い。 

 
（２）専攻科課程の達成目標と成績評価、修了認定及びその状況 

特別研究は、実験の計画・実施、英語論文の読解、成果の発表等について複数の

教員（専攻によっては全教員）により総合的に評価している。 

修了の認定は、２年以上在学し、所定の授業科目のうち 62 単位以上修得したもの

について、判定会議の議を経て校長が行っている。  
 

修了認定者数  
 平成１６年度 平成１７年度  

電子システム工学専攻 １４  １１  
物質工学専攻   ５   ５  
建築学専攻   ４   ６  
合 計  ２３人  ２２人  
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学位（学士）の取得 

学位は以下の手続きの通り学位授与機構に申請し、合格したものに授与される。 

１）「基礎資格の取得」：高専準学士課程卒業 

２）「積み上げ単位の取得」：専攻科科目 62 単位以上取得 

３）「学習成果」の作成：専攻区分にかかわるレポート作成 

４）申請：４月期と９月期に可能。学生が個々人で申請 

５）試験：「学習成果」に関する小論文試験 

６）審査：修得単位、学習成果・試験により合否が決定 

平成 17 年度までは学位記は各個人に郵送されていたが、平成 18 年度から申請す

れば学校経由で学生に手渡せるようになった。 

  
（３）就職及び進学の状況  

・準学士課程  
平成 16 年度、17 年度、および 18 年度における準学士課程(本科)の卒業生の就職、

進学状況は次表の通りである。 

平成１７年３月卒業者進路調書（本科）  

  平成１７年３月３１日現在 

学科  卒業 進学 就職 自営 求人件数 求人数 求人倍率 内定率

  予定者 希望 決定 未定 希望 内定 未定 その他 （件） （人） （倍） （％）

機械 男 ３９ １７ １７ ０ ２０ ２０ ０ ２

 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

 計 ３９ １７ １７ ０ ２０ ２０ ０ ２ ４１５ ５０４ ２５．２ １００．０

電気 男 ４０ １４ １４ ０ ２５ ２５ ０ １

 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０    

 計 ４０ １４ １４ ０ ２５ ２５ ０ １ ４２０ ４７１ １８．８ １００．０

電子 男 ３０ ２０ １８ ０ １１ １１ ０ １    

 女 ２ １ １ ０ １ １ ０ ０    

 計 ３２ ２１ １９ ０ １２ １２ ０ １ ３６５ ４０８ ３４．０ １００．０

物質 男 ３１ １９ １９ ０ １１ １１ ０ １    

 女 ９ ２ ２ ０ ５ ５ ０ ２    

 計 ４０ ２１ ２１ ０ １６ １６ ０ ３ １８８ １９２ １２．０ １００．０

建築 男 ３０ １０ １０ ０ １４ １４ ０ ６    

 女 １０ ３ ３ ０ ６ ６ ０ １    

 計 ４０ １３ １３ ０ ２０ ２０ ０ ７ １７１ １８３ ９．２ １００．０

合計 男 １７０ ８０ ７８ ０ ８１ ８１ ０ １１    

 女 ２１ ６ ６ ０ １２ １２ ０ ３    

 計 １９１ ８６ ８４ ０ ９３ ９３ ０ １４ １，５５９ １，７５８ １８．９ １００．０

その他の内訳 機械：研究生 電気：自営 電子：自己開拓 物質：自己開拓 建築：研究生、専門学校 

           進路変更、浪人 
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平成１８年３月卒業者進路調書（本科）      平成１８年３月３１日現在 

学科  卒業 進学 就職 自営 求人件数 求人数 求人倍 内定率

  予定者 希望 決定 未定 希望 内定 未定 その他 （件） （人） （倍） （％）

機械 男 ３９ １８ １８ ０ １９ １９ ０ ２   

 女 １ ０ ０ ０ １ １ ０ ０   

 計 ４０ １８ １８ ０ ２０ ２０ ０ ２ ５０２ ５２３ ２６．２ １００．０

電気 男 ３５ １５ １５ ０ ２０ ２０ ０ ０   

 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

 計 ３５ １５ １５ ０ ２０ ２０ ０ ０ ４９９ ５１０ ２５．５ １００．０

電子 男 ４１ １７ １７ ０ ２２ ２２ ０ ２   

 女 ４ １ １ ０ ３ ３ ０ ０   

 計 ４５ １８ １８ ０ ２５ ２５ ０ ２ ４１４ ４１７ １６．７ １００．０

物質 男 ２１ １４ １４ ０ ７ ７ ０ ０   

 女 ９ ６ ６ ０ ３ ３ ０ ０   

 計 ３０ ２０ ２０ ０ １０ １０ ０ ０ ２２５ ２２８ ２２．８ １００．０

建築 男 ２４ ９ ９ ０ １３ １３ ０ ２   

 女 ９ １ １ ０ ７ ７ ０ １   

 計 ３３ １０ １０ ０ ２０ ２０ ０ ３ １９４ ２０６ １０．３ １００．０

合計 男 １６０ ７３ ７３ ０ ８１ ８１ ０ ６   

 女 ２３ ８ ８ ０ １４ １４ ０ １   

 計 １８３ ８１ ８１ ０ ９５ ９５ ０ ７ １，８３４ １，８８４ １９．８ １００．０

  その他の内訳 機械：自己開拓１ 研究生１ 電子：自己開拓１ 建築：家業１ 未定２ 

 

平成１９年３月卒業予定者進路調書（本科）       平成１８年１２月２７日現在 

学科  卒業 進学 就職 求人件数 求人数 求人倍率 内定率

  予定者 希望 決定 未定 希望 内定 未定
その他

（件） （人） （倍） （％） 

機械 男 ３６ １８ １８ ０ １７ １６ １ １   

 女 １ ０ ０ ０ １ １ ０ ０   

 計 ３７ １８ １８ ０ １８ １７ １ １ ６６７ ７５５ ４１．９ ９４．４

電気 男 ４０ １８ １７ １ ２２ ２１ １ ０   

 女 ２ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ０   

 計 ４２ １８ １７ １ ２４ ２３ １ ０ ６６７ ７１９ ３０．０ ９５．８

電子 男 ３１ １４ １３ １ １７ １７ ０ ０   

 女 ４ １ １ ０ ３ ３ ０ ０   

 計 ３５ １５ １４ １ ２０ ２０ ０ ０ ５６５ ６０６ ３０．３ １００．０

物質 男 ２９ ２１ ２１ ０ ８ ７ １ ０   

 女 １１ ６ ６ ０ ５ ５ ０ ０   

 計 ４０ ２７ ２７ ０ １３ １２ １ ０ ３０４ ３１４ ２４．２ ９２．３

建築 男 ２３ ８ ８ ０ １５ １５ ０ ０   

 女 １１ ２ ２ ０ ８ ８ ０ １   

 計 ３４ １０ １０ ０ ２３ ２３ ０ １ ２６９ ２９９ １３．０ １００．０

合計 男 １５ ７９ ７７ ２ ７９ ７６ ３ １   

 女 ２９ ９ ９ ０ １９ １９ ０ １   

 計 １８８ ８８ ８６ ２ ９８ ９５ ３ ２ ２，４７２ ２，６９３ ２７．５ ９６．９

  その他の内訳 機械 研究生 １名  建築 専門学校希望 １名 

 

上表より、準学士課程（本科）における全学科の平均就職希望割合は、平成 16 年

度で約 49％、平成 17、18 年度でそれぞれ約 52％とほぼ一定といえる。また、就職

内定率は平成 18 年度も含めてほとんど 100％である。また、進学率（大学編入学）

は、平成 16、17，18 年度でそれぞれ約 44％、44％、および 46％で推移している。 
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・専攻科課程 

平成 16 年度、17 年度、及び 18 年度における専攻科課程の修了生の就職、進学状

況は次表の通りである。 

 
平成１７年３月修了者進路調書（専攻科）      平成１７年３月３１日現在 

専攻  修了者 進学 就職 自営 求人件数 求人数 求人倍率 内定率

希望 決定 未定 希望 決定 未定 その他 （件） （人） （倍） （％）

電子 男 ６ ０ ０ ０ ６ ６ ０ ０   

システム 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

機械系 計 ６ ０ ０ ０ ６ ６ ０ ０   

〃 男 ７ ２ ２ ０ ５ ５ ０ ０   

 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

電気系 計 ７ ２ ２ ０ ５ ５ ０ ０ １８０ ２０９ １９．０ １００．０

〃 男 １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０   

 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

電子系 計 １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０   

物質 男 ５ ３ ３ ０ １ １ ０ １   

 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

 計 ５ ３ ３ ０ １ １ ０ １ １２０ １２３ １２３． １００．０

建築 男 ２ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ０   

 女 ２ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ０   

 計 ４ ０ ０ ０ ４ ４ ０ ０ １１１ １１７ ２９．３ １００．０

合計 男 ２１ ６ ６ ０ １４ １４ ０ １   

 女 ２ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ０   

 計 ２３ ６ ６ ０ １６ １６ ０ １ ４１１ ４４９ ２８．１ １００．０

     物質：自己開拓 

 

平成１８年３月修了者進路調書（専攻科）  

     平成１８年３月３１日現在 

専攻  修了者 進学 就職 求人件 求人数 求人倍率 内定率

   希望 決定 未定 希望 決定 未定
その他

（件） （人） （倍） （％） 

電子 男 ５ ２ ２ ０ ３ ３ ０ ０   

システム 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

機械系 計 ５ ２ ２ ０ ３ ３ ０ ０   

〃 男 ４ １ １ ０ ２ ２ ０ １   

 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

電気系 計 ４ １ １ ０ ２ ２ ０ １ １５６ １６１ １９．０ １００．０

〃 男 ２ １ １ ０ １ １ ０ ０   

 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

電子系 計 ２ １ １ ０ １ １ ０ ０   

物質 男 ２ １ １ ０ １ １ ０ ０   

 女 ３ １ １ ０ ２ ２ ０ ０   

 計 ５ ２ ２ ０ ３ ３ ０ ０ ７８ ８２ ２７．３ １００．０

建築 男 ５ ０ ０ ０ ５ ５ ０ ０   

 女 １ ０ ０ ０ １ １ ０ ０   

 計 ６ ０ ０ ０ ６ ６ ０ ０ ６３ ６３ １０．５ １００．０

合計 男 １８ ５ ５ ０ １２ １２ ０ １   

   女 ４ １ １ ０ ３ ３ ０ ０   

 計 ２２ ６ ６ ０ １５ １５ ０ １ ２９７ ３０６ ２０．４ １００．０

      電子システム電気系 留学１名 
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平成１９年３月修了予定者進路調書（専攻科）       平成１８年１２月２７日現在 

 

    修了者 進学 就職 求人件数 求人数 求人倍率 内定率

   希望 決定 未定 希望 決定 未定

その他

（件） （人） （倍） （％）

電子 男 ６ ０ ０ ０ ６ ６ ０ ０   

システム 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

機械系 計 ６ ０ ０ ０ ６ ６ ０ ０   

〃 男 ５ ２ ２ ０ ３ ３ ０ ０   

 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

電気系 計 ５ ２ ２ ０ ３ ３ ０ ０ １６９ ３７５ ３７．４ １００．０

〃 男 １ ０ ０ ０ １ １ ０ ０   

 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

電子系 計 １ ０ ０ ０ １ １ ０ ０   

物質 男 ６ ３ ２ １ ３ ３ ０ ０   

 女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   

 計 ６ ３ ２ １ ３ ３ ０ ０ ４６ ４９ １６．３ １００．０

建築 男 ４ ０ ０ ０ ４ ４ ０ ０   

 女 ２ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ０   

 計 ６ ０ ０ ０ ６ ６ ０ ０ ４５ ５４ ９．０ １００．０

合計 男 ２２ ５ ４ １ １７ １７ ０ ０   

 女 ２ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ０   

 計 ２４ ５ ４ １ １９ １９ ０ ０ ２６０ ４７８ ２５．２ １００．０

      物質：自由活動１名（進学） 

 

専攻科課程における全専攻の平均就職希望割合は、平成 16 年度で約 70％、17 年

度で約 69％、18 年度で約 79％と平成 18 年度でやや増加しているが、専攻科は学生

の絶対数が少ないのでほぼ一定と考えることができる。なお、専攻科においても就職

内定率は平成 18 年度も含めて 100％である。また、大学院進学率は、平成 16、17，

18 年度でそれぞれ約 26％、27％、17％であるが、進学希望者の絶対数は５、６人と

毎年あまり変わっていない。ただし、建築学専攻においては進学の希望者はこの３年

間を含めて皆無である。 

      
（４）学生による評価体制 

教育の改善、充実を図っていく上で、授業の受け手である学生がそれぞれの授業

をどのように評価しているかを知ることは非常に重要であり、かつ意味のあることで

ある。近年多くの高等教育機関で学生による授業評価が実施されてきている。ちなみ

に平成 17 年度でみると 97％の高等教育機関で学生による授業評価が実施されたとの

ことである。 

本校においては、機械工学科が独自に先行して学生による授業評価を実施してき

た。平成 14 年度からは教務委員会が、平成 16 年度からは教育改善推進室が中心とな

り、全学的に学生による授業評価を実施してきた。ちなみに、教育改善推進室は、教

育の改善活動への支援や教授方法の改善・向上を図ることを目的に、教務委員会規定

の一部改正を行い、発展的に設置されたものである。学生による授業評価結果は科目

担当教員にフィードバックし、今後の授業に反映させるべく努めてきた。その後、平

成 18 年度には学生の授業評価結果とその評価に対する教員のコメントからなる報告

書の発行に至り、Plan・Do・Check・Action のルーチンができた。これによりらせん

的に教育（授業）の改善、向上の推進が図られることになり、今回の報告書の発行は
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P・D・C・A のルーチンの確立に大きな意味を持っている。  
ただし、現段階の学生による授業評価は、その手法を含め歴史も浅く、まだ試行錯

誤の過程にあることも否めない。従って、その評価結果が必ずしも当該授業の本質的

評価となっていないことも考えられる。今後は、この報告書の発行を毎回行うととも

に、アンケートの設問内容等について継続的検討が必要である。 

 

（５）教育評価システムと FD 活動 

教育の評価に関わるものに、文部科学省が平成 15 年度より始めた「国立高等専門

学校教員顕彰」がある。これは国立高等専門学校の独立行政法人化にともない、平成

16 年度より高専機構本部としての「国立高等専門学校教員顕彰」に移行し、現在に

至っている。表彰基準は、国立高等専門学校における教育活動、学生生活指導、地域

社会への貢献等において顕著な功績があった者であり、賞には「文部科学大臣賞」「独

立行政法人国立高等専門学校機構理事長賞」「独立行政法人国立高等専門学校機構理

事長奨励賞」「独立行政法人国立高等専門学校機構教員顕彰選考委員会委員特別賞」

がある。評価方法は、教員による自己評価、同僚教員による評価、学生による教員評

価を総合評価し、候補者の推薦をしている。 

一方、本校独自の教員顕彰制度もある。本制度は平成 16 年度より始まったもので

あるが、小山高専の教育、学校運営および社会貢献に関して、特に顕著な功績を挙げ

た者を表彰するものである。評価方法は、教員による自己評価、同僚教員による評価、

所属学科学生による教員評価を総合評価し、候補者を選出し、選考委員会で表彰対象

者を決定している。 

教員の表彰については、高専機構が行う教員顕彰の実施結果を基に、本校教職員

表彰規則に基づく教職員表彰選考委員会を開催し、表彰を受ける者を決定している。 

 
（本校教職員表彰規則に基づき表彰を受けた者）  
 平成 16 年度 ２名 伊澤 悟、柴田洋一  
 平成 17 年度 １名 田中昭雄  
 平成 18 年度 １名 新井一道  
 

小山高専の FD 活動としては、平成 16 年度に設置した「教育改善推進室」が中心

となり、学内で授業や教育に関わる各種研修会を年数回開催し、教員の FD 活動を推

進している。また、FD 活動の一環として、全国高専合同、あるいは地区高専合同で

の教員研究集会の開催、あるいは技科大や工学教育協会と連携した研究集会や講演会

等の開催に合わせ、本校教員の参加を促している。 

新任教員に対する FD 活動としては、本校として１日の日程で行う「新任教員ガイ

ダンス」を実施するとともに、２泊３日の日程で行う機構本部実施の「新任教員研修

会」に参加させている。  
これらを通じて学生指導を含む教育、研究等の啓蒙を行うとともに、学校運営や地

域貢献等への啓発、推進を行っている。  
 

 平成１６年度  ＦＤ活動（教員研究集会等一覧）  
       名          称  参加者数  実施時期 

 関信地区国立高等専門学校主事会議 

 高等専門学校教員研究集会（プロジェクト研究集会

 高等専門学校新任教員研修会 

 ３名 

 １名 

 ３名 

16.7.29~30 

16.7.29~30 

16.8.18~20 
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 国立高等専門学校機構教育教員研究集会 

 高専・長岡技科大（機械系）教員交流研究集会 

 関信地区国立工業高等専門学校教員研究集会 

 国立高専機構主催  関信地区国立高専教員研究集会 

 関東信越地区高専教務主事会議 

 関東工学教育協会高専部会 

 第５９回高等専門学校情報処理教育研究委員会 

 ４名 

 １名 

 ２名 

 ２名 

 １名 

 ２名 

 １名 

16.8.26~27 

16.8.30~31 

16.8.30~31 

16.11.9~10 

16.12.4 

16.12.4 

17.3.14 

    平成１７年度  ＦＤ活動（教員研究集会等一覧）  
       名          称  参加者名  実施時期 

 関東信越地区国立高等専門学校教務主事会議 

 高専・長岡技科大（機械系）教員交流研究集会 

 高等専門学校教員研究集会（プロジェクト研究集会

 全国高専・長岡技科大電気系教員交流集会 

 高等専門学校新任教員研修会 

 関東信越地区国立工業高等専門学校教員研究集会 

 国立高等専門学校機構教育教員研究集会 

 関東信越地区高専教務主事会議 

 関東工学教育協会高専部会 

 第６１回高等専門学校情報処理教育研究委員会 

 ３名 

 １名 

 １名 

 １名 

 ３名 

 ２名 

 ４名 

 １名 

 ２名 

 １名 

17.7.28~29 

17.8.4~ 5 

17.8.18~19 

17.8.22~23 

17.8.22~24 

17.8.25~26 

17.8.25~26 

17.12.3 

17.12.3 

18.3.22 

    平成１８年度  ＦＤ活動（教員研究集会等一覧）  
      名          称  参加者名  実施時期 

 関東信越地区国立高等専門学校教務主事会議 

 高専・長岡技科大（機械系）教員交流研究集会 

 高等専門学校教員研究集会（プロジェクト研究集会

 高等専門学校新任教員研修会 

 国立高等専門学校機構教育教員研究集会 

 関東信越地区国立工業高等専門学校教員研究集会 

 国立高専機構主催  関信地区国立高専教員研究集会 

 第６２回高等専門学校情報処理教育研究委員会 

 関東信越地区高専教務主事会議 

 関東工学教育協会高専部会 

 ３名 

 １名 

 １名 

 ４名 

 ５名 

 ２名 

 ２名 

 １名 

 １名 

 ３名 

18.7.25~26 

18.7.31~8.1 

18.8.3~4 

18.8.23~25 

18.8.24~25 

18.8.30~31 

18.9.26~27 

18.12.15 

18.12.16 

18.12.16 

 

教育改善推進室の活動 

教育改善推進室以前 

年月日 曜日 事項 備考 

学
生
に
よ

る
評
価

同
僚
に
よ

る
評
価

自
己
評
価

研
修
会

計
画

 

そ
の
他

H16.9.15 金  

第１回小山高専教育方法改善研修会、JABEE 委員会、

専攻科委員会主催、講師：（１）建築学科松村光太郎、

｢建築構造力学演習における構造模型製作と教育効果

について｣                     

（２）物質工学科胸組虎胤、 

「教育方法の研究と公表のすすめ」 

参加者 

３５名 
     ◎  

H 

16

年

度 

H16.10.20 金  

第２回小山高専教育方法改善研修会、JABEE 委員会、

専攻科委員会主催、  （１）機械工学科高島武雄、

「質問の引き出しと回答を通じての教育効果の向上の

試み」； 

参加者 

３２名  
     ◎  
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（２）一般科小野雄一、「英語教育の事例報告」  

教育改善推進室の活動状況 

年月日 曜日 事項 備考

学
生
に
よ

る 

評
価 

同
僚
に
よ

る 
評
価 

自
己
評
価 

研
修
会 

計
画 

 

そ
の
他 

H16.11.1 木  

校長補佐（教務担当）管轄下に教育改善推進室を設置。

(室長：土田英一（教務担当補佐兼任）、 

井上、石原、胸組）                

      ◎

H16.11.25 木  

＜室員にメール通知＞12 月 15 日（水）FD 研修会開催

予定を通知(講師：電気情報工学科田中（昭）、 

テーマ：ものつくり授業への取り組み 

      ○  

H16.12.1 水  
教務委員会にて上記開催予定、後期公開授業実施予定

を通知 
   ○   

H16.12.13 月  後期公開授業実施 
１２月 

２４日 
  ◎   

H16.12.15 水  上記の研修会を開催 
参加者 

28 名 
     ◎  

H16.12.16 木  
＜室員間でメール連絡＞学年末（後期）学生による授

業評価実施要領について 
 ○     

H17.1.5 水  教務委員会にて上記の授業評価実施予定を通知  ○     

H17.1.28 金  

＜全教員にメール＞・学年末（後期）学生による授業

評価実施要領について；  

 ・後期公開授業実施状況について 

   ○   

H17.1.31 月  
上 記 の 学 生 に よ る 授 業 評 価 実 施

（集計は外部委託、７月までには結果公表の予定） 

２月１７日 

まで 
◎     

H17.2.24 木  
＜ 室 員 間 で メ ー ル 連 絡 ＞ 次 年 度 の FD 取 り 組 み 要 領

（FD ステップアップ 2005）について 
      ◎

H 

16

年

度 

H17.3.2 水  

教務委員会にて上記の FD の取り組みについて説明。教

員の自己評価、授業評価のフィードバックは今後の重

要課題と認識した。 

      ○

H17.4.1 金  
教育改善室長 胸組虎胤、室員：土田、白石、井上が

任命された。 
      ◎

H17.4.25 月  
＜全教員にメール＞FD に関する小冊子（『FD ステップ

アップ 2005』）についての意見を求めた。 
      ○

H17.5.9 水  
教務委員会において、FD ステップアップ 2005 が示され

て、FD の年間計画が承認された。 
      ◎

H17.7.5 火  
＜全教員にメール＞教育改善研修会の開催案について

の意見を求めた。 
      ○  

H17.7.6 水  
全教員に 7.13 開催の教育改善研修会の案内が 

メールで配信された。 
      ○  

H17.7.13 水  
H17 年度第１回教育改善研修会開催、講師：機械工学科

井田晋、テーマ：長きを以って尊しとせず 

参加者 

２９名 
     ◎  

H17.7.15 金  

＜全教員にメール＞平成１６年度授業アンケート集計

結果の連絡、集計結果に対する改善案の提出（７ /29

締め切り）を求めた。 

 ○     

H17.7.21 木  

＜全教員にメール＞平成１６年度授業アンケート集計

結果についての補足説明をメールで全員に対して送信

した。 

 ○     

H 

17 

年

度 

H17.8.2 水  

＜全教員にメール＞平成１６年度授業アンケート集計

結果を受けての授業改善案提出について、再度のお願

いをメールで全教員に対して送信した。 

 ○     
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年月日 曜日 事項 備考

学
生
に
よ

る 

評
価 

同

僚

に

よ

る
評
価 

自
己
評
価 

研
修
会 

計
画 

そ
の
他 

H17.9.1 木  
＜室員にメール＞平成１７年度第１回教育改善推進室

会議（９月２日）に開催を室員に対して送信した。 
       

H17.9.2 金  

平成１７年度第１回教育改善推進室会議を開催し、平

成１７年度校長最良経費、公開授業、海外先進教育実

践支援経費等について話し合った。 

   ○   

H17.11.4 金  

＜全教員にメール＞平成１７年度公開授業（１１月１

８日～１２月１日）の担当者選抜のお願いを通知をし

た。 

   ○   

H17.11.11 金  
＜全教員にメール＞平成１７年度公開授業（１１月１

８日～１２月１日）の実施要綱を送信。 
   ○   

H17.11.18 金  

平成１７年度公開授業を実施した。平成１６年度授業

評価アンケートの上位６０位までの高得点授業をもと

に各学科が選んだ授業を対象とした。 

   ◎   

H17.12.7 水  
＜室員にメール＞平成１７年度第２回教育改善推進室

会議の開催通知を送信した。 
      ○  

H17.12.9 金  

平成１７年度第２回教育改善推進室会議を開催し、授

業アンケートをマークシート化すること、FD ポイント

等について話し合った。 

 ○   ○ ○

H18.1.13 金  

平成１７年度第３回教育改善推進室会議を開催し、授

業アンケート様式、海外先進教育実践プログラムの応

募について話し合った。 

      ○

H18.1.27 金  
＜室員にメール＞授業アンケートの初校を送信し、 

意見を求めた。 
 ○     

H18.1.30 月  
専攻科長に授業アンケート用専攻科科目一覧を送り、

誤りのないことの確認を要請した。 
 ○     

H18.2.3 金  

＜室員にメール＞平成１７年度後期、通年分の学生に

よる授業 

アンケート実施（２月６日～２月１０日）についての

通知を行なった。 

 ○     

H 

17 

年

度 

H18.2.6 月  
平成１７年度後期、通年分の学生による授業アンケー

ト実施 

２月１０

日まで 
◎     

H18.4.3 月  
平成１８年度教育改善推進室長胸組虎胤、白石、田中

（昭）、渡邉 
      ◎

H18.5.19 金  
＜室員にメール＞平成１８年度第１回教育改善推進室

会議（５月２３日）の通知 
      ○  

H18.5.23 水  

平成１８年度第１回教育改善推進室会議が開催。授業

評価アンケートの公表につき、担当者名、非常勤の結

果は公表しないことが決定。FD ステップアップ、ホー

ムページについて話し合った。 

 ○    ○

H18.8.28 月  
平成１８年度前期授業評価アンケートの対象科目一覧

を専攻科長、各科教務委員に送り、修正を求めた。 
 ○     

H18.9.11 月  平成１８年度前期授業評価アンケート実施  ◎     

H18.11.29 水  

平成１８年度教育改善研修会を開催。テーマ：学修単

位についての各学科の実施状況。機械工学科（高島）、

電気情報工学科（小林（幸）、北野）、電子制御工学

科（笠原）、物質工学科（渥美、田中（孝））、建築

学科（瀧澤） 

参加者 

３２名 
  ◎  ◎  

H18.12.26 火  

<教務委員にメール連絡＞平成１８年度後期、通年科目

授業評価アンケートの実施計画、対象授業科目の確認

を各科教務委員に要請。 

 ○     

H 

18 

年

度 

H19.1.26 金  

平成１８年度授業評価アンケートの実施について、要

綱、担当表を掲示、連絡。ホームルームにも実施案内

を掲示。 

 ○     
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H19.1.28 月  
平成１７年度分授業評価アンケート報告書の冊子２０

冊が到着。各科教務委員に配布。 
 ◎     

H19.1.29 月  平成１８年度授業評価アンケートを実施 
２月８日

まで 
◎     

＊ ◎：強い関連、○：やや関連  
 
（６）小山高専の教育に関するアンケート集計結果  

１）本校関係者へのアンケート 

   これは、本校の在学生、卒業生、教員（非常勤含む）及び職員を対象に実施したも

ので、教育目標、入学者受入方針、シラバス、学習到達度、施設満足度とニーズ、コ

ンピュータについて問うたものである。集計結果は様式１の図に示す。 

   以下、その調査結果の概要を記す。  
 

①本校の教育目標の認知度 

   まず、本校の校是である「技術者である前に人間であれ」はよく認知されており、

知らない者は僅かである。しかし、この校是を受け、より具体化した教育目標の認知

度は低下し、中でもかなり具体的に提示している６項目の教育目標となると知ってい

る者より知らない者の方が多くなっている。 

②本校の入学者受入方針（アドミッションポリシー）の認知度 

   上記「Ⅰ．本校の教育目標の認知度」に比し、入学者受入方針の認知度はやや低い。

また、学科よりも専攻科の入学者受入方針の認知度が若干低い。ただし、新入学生の

みへのアンケートでないことを考慮すれば必ずしも認知度が低いとは言えない。 

③シラバスの活用 

   シラバスの活用状況はまだまだ低い状況にある。特に学生にとってシラバスは授業

の予習等には非常に有効であり、各教科担当者は必ず最初の授業時間にシラバスの活

用を学生に伝え、周知を図っていく必要がある。 

④学習達成度状況 

   本校で学んで身についた能力は、「専門知識」「専門基礎科目」「自然科学系（数

学・物理等）」「情報技術力」等があげられており、専門分野やその基礎科目につい

ては評価されている。一方、「英語力」と「国際感覚」については非常に評価が低い。

グローバル化する社会において英語や国際感覚は非常に重要であり、現在本校の大き

な課題となっている。今後は TOEIC 等を含めた生きた英語教育の方策を検討するとと

もに、国際感覚については、平成 18 年 11 月に中国の重慶大学と交流協定を締結した

が、今後も海外の教育機関との連携・交流の拡大を図り、学生の交流機会を増やして

いくことが必要と考える。  
⑤施設満足度とニーズ 

   本校の施設では「図書センター」の評価が最も高く、それ以外はそれ程評価に差は

ない。ちなみに最も低いのは「食堂」である。総じて言えばまずまずといった評価と

思われる。 

⑥コンピュータについて 

   授業において学生に一人一台のコンピュータが整備されていることが、突出して評

価されている。しかし、授業時間以外のそれらコンピュータの利用、ソフトウエアレ

ベル、処理能力についての評価は低い。これらは予算との絡みがあるが、学生の情報

処理能力の向上に向け、可能な限り充実を図っていく必要がある。 
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２）外部関係者へのアンケート 

   これは、本校の卒業生及びインターンシップ受入学生の資質・能力について、外

部関係者へ問うたものである。アンケート集計結果は様式２の図に示す。 

①小山高専卒業生の資質・能力について 

   ここでは、本校卒業生が入社・進学等した企業、大学及び大学院の関係者への調

査結果の概要を記す。 

   本校卒業生の資質・能力の中で、「御社・貴学にふさわしい人間性を有している」

と多くのところから評価を得ている。これを除くと本校の具体的教育目標に示され

ている項目であるが、評価の高い資質・能力としては「専門領域の基礎知識」「専

門領域の問題解決能力」「コミュニケーション能力」「情報技術力」「感性や創造

力が豊か」「自然科学系学力」があげられている。逆に突出して評価の低いものは

「英語能力」と「国際感覚」である。このことは前記１）の「④学習達成度状況」

で述べた本校関係者の意識とほぼ一致している。今後の技術者を考える上で、英語

能力と国際感覚の素養の欠如は致命傷ともなりかねない。これらは本校の具体的教

育目標の６項目の中にも含まれているものでもあり、早急に対応していかなければ

ならない課題である。 

②インターンシップ受入学生の資質・能力について 

   ここではインターンシップ受入企業、大学及び大学院の関係者への調査結果を記

す。分析結果は、上記「①小山高専卒業生の資質・能力について」で述べたと同

様である。 

 

■平成１８年度　　小山高専の教育に関するアンケート集計結果■ 《全体　集計》 様式１：在校生、卒業生、教職員対象 １/２

Ｍ科生 Ｅ科生 Ｄ科生 C科生 Ａ科生
ＳＳ
科生

ＳＣ
科生

ＳＡ
科生

常勤
職員

非常勤
講師

職員
無効
回答

合計

196 206 206 191 191 24 12 14 68 43 47 4 1,202

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生
専攻　　１
年生

専攻
２年生

卒業生
無効
回答

合計

199 187 181 172 165 18 22 100 158 1,202

全くその通
りである

かなりそう
である

普通

あまり
そうではな

い
ない

無効
回答

合計
全体
平均

1 560 213 313 54 62 0 1 ,202 3 .96

2 245 202 453 181 121 0 1 ,202 3 .22

3 163 150 413 288 185 3 1 ,202 2 .85

4 162 206 371 231 228 4 1 ,202 2 .87

5 131 170 364 249 278 10 1 ,202 2 .69

6 95 122 295 213 306 171 1 ,202 2 .50

小山工業高等専門学校

シラバスを良く活用した。

専攻科の入学者受入方針のキーワードを良く知っている。
  ①専門の基礎学力と自ら学ぶ意欲

　②モノづくりへの関心と経験

　③日本語の表現力と英語の基礎学力

「技術者である前に人間であれ」を良く知っている。

「健やかな心身」「豊かな人間性」「科学技術の研鑽と創造」を
良く知っている。

以下の目標を良く知っている。
　①豊かな人間性の涵養　　②豊かな感性と創造力の育成
　③自然科学・英語・専門基礎科目の学力向上

　④高度な専門知識と問題解決能力の育成

　⑤情報技術力の向上　　⑥コミュニケーショ ン能力と国際感覚の育成

小山高専の入学者受入方針（アドミッションポリシー）を知っていますか。

Ⅱ．入学者受入方針

1,202アンケート回答数

学科

Ⅲ．シラバス

学年

設問内容

学科（準学士課程）の入学者受入方針の次のキーワードを良く知っている。
　①科学技術への興味と基礎的学力

　②モノづくりや実験への積極性

　③課外活動と協調性

小山高専の教育目標を知っていますか。

Ⅰ．教育目標

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■あまりそうでない　　　　　　　 ■全くそうではない

■全くその通りである　　　　　　■かなりそうである　　　 ■普通

0

1

2

3

4

5

「技術者である前に人間であれ」

を良く知っている。

「健やかな心身」「豊かな人間性」「科学

技術の研鑽と創造」を良く知っている。

以下の目標を良く知っている。

学科（準学士課程）の入学者受入方針の次の

キーワードを良く知っている。

専攻科の入学者受入方針の

キーワードを良く知っている。

シラバスを良く活用した。

Ⅰ．教育目標　　Ⅱ．入学者受入方針　　Ⅲ．シラバス

― 全体集計平均
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■平成１８年度　　小山高専の教育に関するアンケート集計結果■ 《全体集計》 様式２：企業、大学、大学院対象

全くその通
りである

かなりそう
である

普通

あまり
そうではな

い
ない

無効
回答

合計 全体平均

1 7 42 53 0 0 9 111 3 .55

2 7 30 59 4 0 11 111 3 .40

3 3 6 62 26 4 10 111 2 .78

4 18 54 30 0 0 9 111 3 .88

5 12 50 38 2 0 9 111 3 .71

6 9 42 50 0 1 9 111 3 .57

7 10 42 40 8 1 10 111 3 .51

8 2 12 73 12 3 9 111 2 .98

9 21 53 25 0 0 12 111 3 .96

11 6 20 19 0 0 66 111 3 .71

12 4 14 21 5 1 66 111 3 .33

13 0 8 28 7 3 65 111 2 .89

14 13 22 9 1 0 66 111 4 .04

15 8 24 12 1 0 66 111 3 .87

16 5 19 20 1 0 66 111 3 .62

17 13 25 8 0 0 65 111 4 .11

18 1 6 32 5 1 66 111 3 .02

19 13 22 10 0 0 66 111 4 .07

小山工業高等専門学校

国際感覚が豊かである。

英語の能力が高い

感性や創造力が豊かである。

情報技術力が高い。

情報技術力が高い。

専門領域における基礎的能力が高い。

自然科学系の学力が高い。

御社・貴学にふさわしい人間性を有している。

Ⅱ．インターンシップ受入学生の資質・能力

専門領域における問題解決能力が高い。

御社にふさわしい人間性を有している。

調査対象となる機関
企業 大学、大学院

82 29

インターンシップを受け入れる際に期待する学生の資質・能力についてご質問致します。

設問内容

0

コミュニケーション能力が高い。

111

入社あるいは入学している小山高専の卒業生（修了生）の資質・能力についてご質問致します。

国際感覚が豊かである。

コミュニケーション能力が高い。

対象となる卒業生（在校生）

111

準学士課程（学科）
卒業生（在校生）

専門領域における基礎的能力が高い。

Ⅰ．小山高専卒業生の資質・能力

アンケート回答数

無効回答 合計

合計

62 18 31 111

専攻科課程修了生
（在校生）

無効回答

感性や創造力が豊かである。

自然科学系の学力が高い。

英語の能力が高い。

専門領域における問題解決能力が高い。

■あまりそうでない　　　　　　　 ■全くそうではない

■全くその通りである　　　　　　■かなりそうである　　　 ■普通

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0

1

2

3

4

5
感性や創造力が豊かである。

自然科学系の学力が高い。

英語の能力が高い。

専門領域における基礎的

能力が高い。

専門領域における問題解決

能力が高い。
情報技術力が高い。

コミュニケーショ ン能力が高い。

国際感覚が豊かである。

御社・貴学にふさわしい人間性

を有している。

0

1

2

3

4

5
感性や創造力が豊かである。

自然科学系の学力が高い。

英語の能力が高い

専門領域における基礎的

能力が高い。

専門領域における問題解決

能力が高い。
情報技術力が高い。

コミュニケーショ ン能力が高い。

国際感覚が豊かである。

御社にふさわしい人間性

を有している。

Ⅰ．小山高専卒業生の資質・能力 Ⅱ．インターンシップ受入学生の資質・能力
― 全体集計平均

■平成１８年度　　小山高専の教育に関するアンケート集計結果■ 《全体　集計》 様式１：在校生、卒業生、教職員対象 ２/２

全くその通
りである

かなりそう
である 普通

あまり
そうではな

い
ない

無効
回答 合計

全体
平均

7 125 219 444 136 116 162 1 ,202 3 .10

8 163 247 420 120 89 163 1 ,202 3 .26

9 163 316 394 95 71 163 1 ,202 3 .39

10 202 323 362 89 63 163 1 ,202 3 .49

11 64 120 337 286 229 166 1 ,202 2 .52

12 201 363 356 82 37 163 1 ,202 3 .59

13 246 397 300 68 28 163 1 ,202 3 .74

14 128 269 478 109 54 164 1 ,202 3 .30

15 146 311 417 113 52 163 1 ,202 3 .37

16 132 251 422 147 87 163 1 ,202 3 .19

17 70 122 375 268 203 164 1 ,202 2 .60

18 137 179 395 121 96 274 1 ,202 3 .15

19 184 264 355 77 50 272 1 ,202 3 .49

20 121 190 422 126 69 274 1 ,202 3 .18

21 133 215 431 104 46 273 1 ,202 3 .31

22 138 211 472 76 33 272 1 ,202 3 .37

23 129 199 425 110 67 272 1 ,202 3 .23

24 119 142 441 122 101 277 1 ,202 3 .06

26 595 109 165 16 37 280 1 ,202 4 .31

27 79 113 255 203 272 280 1 ,202 2 .48

28 112 188 416 111 93 282 1 ,202 3 .13

29 229 169 311 96 118 279 1 ,202 3 .32

30 123 167 513 60 54 285 1 ,202 3 .27

小山工業高等専門学校

設問内容

演習室のコンピュータに入っているソフトウェアは十分である。

Ⅳ．学習達成度

Ⅴ．施設満足度とニーズ

Ⅵ．コンピュータについて

授業でコンピュータを使用する時に、１人１台で使用している。

授業時間以外にコンピュータ演習室のコンピュータを良く使う。

コンピュータの利用状況などについて答えてください。

「特別教室（視聴覚・メディアホール等」に満足している。

「自然科学系（数学・物理など）」の学力が身についた。

「国際感覚」が身についた。

演習室のコンピュータの処理能力（性能）は十分である。

使用に満足できるコンピュータを自分で所有している。

小山高専の次の施設に満足していますか。

「体育施設」に満足している。

「食堂」に満足している。

「教室（ＨＲ）」に満足している。

「実験・実習室」に満足している。

「情報センター」に満足している。

「図書センター」に満足している。

「コミュニケーション能力」が身についた。

「豊かな人間性」が身についた。

「豊かな感性」が身についた。

「創造力」が身についた。

「英語」の学力が身についた。

「専門基礎科目」の学力が身についた。

「専門知識」が身についた。

「問題解決能力」が身についた。

「情報技術力」が身についた。

小山高専に学んで次の能力等が身についたと思いますか。

■あまりそうでない　　　　　　　 ■全くそうではない

■全くその通りである　　　　　　■かなりそうである　　　 ■普通
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5
「豊かな人間性」が身についた。

「豊かな感性」が身についた。

「創造力」が身についた。

「自然科学系（数学・物理など）」

の学力が身についた。

「英語」の学力が身についた。

「専門基礎科目」の学力が身についた。「専門知識」が身についた。

「問題解決能力」が身についた。

「情報技術力」が身についた。

「コミュニケーショ ン能力」が

身についた。

「国際感覚」が身についた。
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5
「情報センター」に満足している。

「図書センター」に満足している。

「教室（ＨＲ）」に満足している。

「実験・実習室」に満足している。
「特別教室（視聴覚・メディアホール等）

に満足している。

「体育施設」に満足している。

「食堂」に満足している。
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5

授業でコンピュータを使用する時に、

１人１台で使用している。

授業時間以外にコンピュータ演習室

のコンピュータを良く使う。

演習室のコンピュータの処理能力

（性能）は十分である。

使用に満足できるコンピュータ

を自分で所有している。

演習室のコンピュータに入っている

ソフトウェ アは十分である。

当該集計平均

Ⅳ．学習達成度 Ⅴ．施設満足度とニーズ Ⅵ．コンピュータについて
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  なお、各区分毎のアンケート集計結果については、巻末資料に示す。  
 
（７）教育点検システムの存在  
  教育の達成度評価の結果に基づき、学習教育目標の設定やカリキュラム、教育方法、

教育環境等の改善向上を図るための本校の教育点検システムおよび改善システムの

概略は下図のように示される。  
 

小山高専の教育点検システム（平成 18 年度版） 
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なお、図は JABEE の自己点検書（基準６）に示した平成 17 年度版をさらに修正し

て「点検評価委員会の位置付け」と Plan における「ニーズの反映」を加えたもので

ある（小山高専の教育点検システム（平成 18 年度版））。この図は JABEE の審査対

象となった４，５年生と専攻科のみならず ,１年から３年生までを含んだ課程にもそ

のまま適用できる。つまり、準学士課程と専攻科課程に共通して用いることができる。 
  教育点検システム全体は基本的に会議や室、委員会群から構成されており、主に七

つの機能に大別される。  
①企画室による全体の中期計画の策定を行う機能  
②運営会議、教職員会議、各学科会議が果たす機能  
③教務委員会、専攻科委員会、技術者教育プログラム検討委員会、地域連携室、機

関別認証評価専門委員会、機関評価対応委員会等が果たす機能  
④教育改善推進室と入学者対策室が果たす機能  
⑤教員、技術職員および学生全体が果たす機能  
⑥点検評価委員会が果たす機能  
⑦外部評価委員会が果たす機能  
以下にそれぞれの具体的な役割を示す。  

 
１）企画室  

企画室は、学校の運営、改善および教育・研究の目標や評価方法など学校全体の教

育研究活動の将来計画を立案する。その計画に基づいて、学校全体の組織構成、すな

わち教員や技術および事務職員で構成される各種会議や委員会、室および共同利用施

設である各種センター等の運営委員会などが教育研究活動を実施、推進する。  
各学科の教員および技術職員の教育研究活動による結果は、各学科、各種会議や委

員会、室、および各センター等の運営委員会において審議、取りまとめられて学校全

体に報告される。その結果に基づいて企画室は教育研究活動の計画、方針および改善

方法などを考慮することになる。  
 

２）運営会議・教職員会議・各学科会議  
  運営会議においては、各学科の会議で検討された意見や提案事項を考慮、反映した

教務委員会や専攻科委員会、技術者教育プログラム検討委員会などからの報告事項や

検討結果、問題点などの提示，並びに教育改善推進室や入学者対策室からの報告事項

や提案等を勘案し、プログラム全体の水準の向上や改善のための計画や方針を審議し

て最終的に決定する。そして、その決定結果に基づく具体策の立案を教務委員会、専

攻科委員会、および技術者教育プログラム検討委員会等に検討を指示する。  
教職員会議においては学校全体に係わる教育研究活動に関する重要な決定事項や

報告事項を全教職員が共有するようにしている。また、教員はその決定事項や報告事

項などに基づいてより効果的な教育活動を実施するように努めている。  
 

３）教務委員会・専攻科委員会・技術者教育プログラム検討委員会・地域連携室・機

関別認証評価専門委員会・機関評価対応委員会  
教務委員会は、公開授業による情報交換，教員の自己評価，および学生による授業

評価などの開示を実施し，教育研究活動に対する問題点や改善点を把握、整理し、そ

の結果を運営会議や各学科、全体の教職員会議に提示、報告する。それと同時に，技

術者教育プログラム検討委員会や教育改善推進室などの関係部署へも結果を報告す
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る。また、具体的な改善方針を立案することもある。  
専攻科委員会では専攻科の入学者対策、アドミッションポリシーやカリキュラム、

および専攻科広報用パンフレット等の検討や作成を行っている。また、入学者対策室

と協調して、本科の受検者や編入学者とともに専攻科受検者の受け入れ方針を提案、

決定しており、その決定結果は専攻科入学生に対する本校の基本的な考え方となり、

技術者教育プログラム策定の背景ともなっている。  
教務委員会および専攻科委員会で検討、整理された教育活動の点検結果を受けて教

育プログラムの検討を行い，各学科を通して運営会議，教職員会議へプログラムの提

案を行う。技術者教育プログラム検討委員会の下には、技術者教育プログラム検討委

員会での検討結果を実行するために、次の６つのワーキンググループが“分科会”と

して設けられている。なお、平成 17 年度については、JABEE 基準１～６に対する分

科会組織として改変している。 

①学習教育目標分科会： 

学習・教育目標の設定、学習・教育の量、教育改善のための教育点検 

②教育改善支援分科会： 

学習・教育目標、学生への支援体制、学習・教育目標の達成、教育点検 

③アドミッション分科会： 

学生受け入れ方法、プログラム履修者決定、編入方法 

④教育方法分科会： 

カリキュラム、授業計画(シラバス)、目標に対する達成度評価、学生への支援

体制 

⑤教育組織分科会： 

教員の数量と能力、教員の質的向上、教育貢献の評価、教員間ネットワーク 

⑥教育環境分科会： 

施設・設備、財源 

  教育環境分科会は主に事務職員で構成され、他の分科会の教員と情報交換しながら

作業分担を行っている。各分科会では、学習・教育の目標設定、カリキュラムの編成、

達成度の評価、教育改善などをとりまとめて、技術者教育プログラム検討委員会に報

告するとともに、不定期に委員会との合同の連絡会議を行っている。 

なお、学外に対しては、地域連携室も含めた各委員会が企業や卒業（修了）生等に

アンケートを実施し、プログラムの学習・教育目標に関する要望や社会の要請する水

準に関する情報を収集し，教職員全体に提示、周知する。また、在校生、保護者に対

してもホームルームや保護者懇談会等を通して随時得られる情報を公開して周知す

る。また、外部評価委員会による教育活動に対する指摘に対しては教務委員会と専攻

科委員会が中心となって各学科で検討し、自己点検評価報告書を作成、改善している。 
  機関別認証評価専門委員会では機関別認証評価に基づく必要資料の収集、自己評

価、自己評価書の作成とそれを改善に結びつけるための提案を行う。  
機関評価対応委員会では、第三者による各種評価（技術者教育認定機構による評価、

機関別認証評価、専攻科認定、外部評価）および自己点検評価の横断的な調整と資料

収集の規格化と効率化を行う。  
 
４）教育改善推進室・入学者対策室 

教務委員会と密接に関係する室として教育改善推進室と入学者対策室があり、学習

・教育目標に基づいて教育改善方法や対策を提案し、実施している。教育改善推進室

は教務委員会とともに教員研修会や講演会等を計画し、FD 活動を推進、実施する。
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また、公開授業と学生による全体的な教科に対する授業評価を実施している。その結

果は各教員にフィードバックしている。 

入学者対策室では、本科の受検者確保のための広報活動、すなわち、具体的にはア

ドミッションポリシーの作成、学校案内パンフレットの作成、県内外の中学校、高校

の学校訪問や学校説明会の計画・実施するとともに、本校の学習・教育目標や方針、

社会に対する役割と位置付けなどの情報公開を行って教育活動の理解と周知を図っ

ている。入学者対策室で立案されたことは教務委員会の委員を通じて各学科で討議さ

れ、その結果が対策室にフィードバックされて計画や方針が決定すると実行されるこ

とになる。また、入学者対策室で作成されたアドミッションポリシーはどのような学

生を受け入れるかについての基本方針であり、アドミッションポリシーにしたがって

学生の選抜方法が検討、決定されている。  
 
５）教員・技術職員・学生 

教員はプログラムの学習・教育目標や学校全体の中期目標を踏まえて各自の教育研

究活動を自己点検評価する。また、公開授業や教員研修会などを通して授業内容や評

価方法の検討、授業方法の改善などに努める。また、教員はこれらの結果と普段の授

業等における学生とのコミュニケーションから得られる評価をもとに、自己の教育方

法の改善に取り組んでいる。 

学生は、授業内容や方法、学習環境、自己の学習・教育目標の達成等の評価を行う。

これらの自己点検・評価結果は各学科を通じて、あるいは直接に教務委員会や専攻科

委員会に報告される。そして、各教員にその自己評価結果が報告され、個々の教員の

教育改善に資している。  
 

６）教育点検システムにおける点検評価委員会の役割  

点検評価委員会は教育点検システムが十分働いているかを含めて、学校の目標が達

成され、社会的役割が果たされているかを自己点検する機能をもっている。  
 

７）外部評価委員会  
  本校では、平成４（1992）年、平成７（1995）年、平成 10（1998）年の３年ごと

に教育・研究全般にわたって自己点検評価を行って報告してきた。また、平成 12

（2000）年には外部評価委員会による点検、評価を受けた。外部評価委員会による外

部評価報告書の指摘事項に対して改善計画書を提出し、平成 15（2003）年には自己

点検を行って平成 16 年３月にその結果を報告している。  
 

８）教育点検システムの活動の実施と教員に対する開示 

  教育点検システムの流れ図において、主として教員が係わる中心的機能を果たす会

議や委員会活動は恒常的に実施されており、日頃の教育研究活動の中で教員全体が教

育点検システムについて考慮し、向上を図る努力をしている。また、教員相互および

学生による内部点検評価、並びに卒業生や保護者への外部アンケート調査や懇談会、

高校、中学校への説明会、および外部評価委員会等からの外部評価などさまざまな意

見や指摘情報を合わせて教育点検システム自体が点検、検討される。すなわち、学内

外の点検評価に基づいて、再度、教務委員会や専攻科委員会と各学科との間の報告や

提案を踏まえて、運営会議で審議され、新たな方針や計画が決定される。そして、技

術者教育プログラム検討委員会や教育改善推進室において具体的な改善内容が検討

され，システムの再点検および改善策の決定がなされる。なお、これらの教育改善活
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動は日常的に実施されており、点検結果を継続的に改善へつなげていく機能を併せ持

っている。  
教育点検システムの流れ図は現状の組織構成を表わしている。各会議や委員会等の

規程、名簿および議事要録などもほとんどすべて学内で開示されている。流れ図に示

されるように，会議や室、委員会の提案や意見、報告事項などは各学科会議や教職員

会議を通して全教職員に報告、周知されている。また、運営会議や主要な委員会の議

事要録は学内 LAN の掲示板上でも開示されており、いつでも確認、利用することが

できる。 
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Ⅳ 学生支援と学生生活への配慮 

１．心身の健康への配慮 

学校全体での心身の健康相談等には学生支援室、保健室、およびカウンセリング

で対応している。 

学生支援室は、学生のさまざまな悩みに応えることにより、学生が本校において

円滑な学生生活を送ることができるように、適切な助言及び援助等を行うことを目

的として設置されている（小山工業高等専門学校学生支援室規則）。この学生支援

室は、平成 13 年度から設置されているが、その活動は外来カウンセラーと本校教員

によるカウンセリングおよび学生相談を中心としている。 

平成 18 年度のカウンセラーの活動は次の通りである。 

４月～９月：二人のカウンセラーが各２時間ずつ担当。月曜と水曜の 12 時～14 時。 

10 月～11 月：カウンセラーの一人を６時間体制に変更(10 時～16 時 30 分)。 

12 月～  ：カウンセラー３日体制に増強。 

月曜(12 時～14 時)と水曜・金曜（いずれも 10 時～16 時 30 分）。 

学生の相談件数は２月までに約 90 件で、くり返し来訪するものが多いため学生数

は 20 人である。 

学生支援室担当教員(平成 18 年度は４名)による相談は、昼休みに支援室にその日

の担当教員がつめているが、相談に訪れる学生はほとんどいないのが実状である。

また、カウンセリングを受けるまでに到らなくても、保健室を訪れる学生は多く、

一日平均約 50 人である。そのうち身体の不具合を訴える者は１／３で、あとはよろ

ず悩み事相談などである。その傾向としては、春先はクラスのことが多く、夏休み

過ぎは恋愛問題、秋の工陵祭以降は留年を含めた進路の悩み、不登校の悩みが顕著

になる。また、通年で見られるのは、うつ症状、漠然とした不安感、勉学の悩みな

どである。 

以上が、学生支援室関連の現状であるが、今後、学生の勉学・生活に関すること

がらでもいっそうこまやかな手を差し伸べていく事が求められている。平成１９年

度に向けての改善点としては、 

（１）学生支援室を強化し、学生が気軽に相談できる体制を整えること、そのために

各学科から室員を出すこと、 

（２）昼休みの教員による相談ではなく、各学科の教員に相談しに行く形をつくるこ

と、 

などがあげられる。また、留年・退学などの進路にかかわる相談には、学級担任教

員や室員がさらに積極的にかかわっていくことが必要であろう。 

 
２．進路決定への配慮 

・進路支援室の活動 

進路支援室は、平成 16 年 4 月に、学生の就職および進学に関連する事項の検討と

方針を決定し、学生に対する適切な指導、助言、援助等および就職先の開拓を行う

ことを目的に設置された。学生担当補佐を室長に、各学科および各専攻科進路担当

教員を構成員に組織されている。 

例年、１月に進路担当教員に対し就職指導打合会を開催し、就職に関する事務手

続きや、推薦基準、就職協定の遵守等についての確認を行っている。進路がほぼ内

定した 10 月頃に、新年度の進路担当教員に対する引き継ぎを目的に、進路支援室会

議を開催する。 

その間、支援室として、文部科学省、就職問題懇談会、日本学生支援機構主催の
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全国就職ガイダンスや、日本学生支援機構主催の北関東・甲信越地区メンタルヘル

ス研究協議会分科会（就職支援について）などに参加し、全国の就職状況や近隣地

区の大学・高専の進路状況について情報収集を行っている。また、進学に関しては

大学・大学院からのガイダンスの受け入れを随時行っている。 

平成 17 年 11 月には、北陸先端科学技術大学院大学と推薦入学に関する協定を締

結した。（この協定は、小山高専が人物および学力ともに優秀と認め推薦する学生

を、北陸先端科学技術大学院大学が無試験で入学を許可するもので、推薦された学

生は大学寄宿舎に優先的に入居することができるものである。） 

学生に対する進路ガイダンスとして、12 月の後期中間試験最終日に本科 4 年生、

専攻科１年生を対象に就職・進学ガイダンスを開催している。就職ガイダンスとし

ては、栃木県内の主要企業から採用担当者を招き、産業界の動向や採用状況に関し

て講演を行っていただき、栃木県職員により「とちぎ就職支援センター」について

紹介していただいている。進学ガイダンスに関しては、豊橋技術科学大学から講師

を招き、教育研究内容や編入学制度、大学院入学制度について説明していただいて

いる。  

このような取り組みにより、就職率、進学率ともに 100％近い実績を毎年残してい

る。また、平成 18 年度には、学生に対する情報提供サービスを迅速に効率的に行え

るよう、求人票や編入学募集要項などの書類を電子化し、Web 上で（学内のみアク

セス可能）閲覧できるシステムを構築した。（電気情報工学科と電子制御工学科の進

路担当教員が作成し一部利用していたものを全学科に適用） 

  今後、新規就職先の開拓や就職・進学に関する情報収集・提供をより一層推進する

予定である。 

 
・各学科の進路ガイダンスの状況 

（機械工学科） 

・機械工学科の進路ガイダンスの状況は、担任が中心に実施している。就職進学希

望がそれぞれ約 50％となっている。きめ細かい進路指導により、就職、進学ともほ

ぼ 100％を達成している。特に、就職については、社会の好不況の影響を受けること

なく、非常に高い求人数を背景に、学校推薦制度をとることで、過度の就職活動を

行う必要がないので、授業へ影響も少なく、ほぼ希望どおりの職種に就職すること

ができた。 

2005 年度 

・３、４年次の保護者説明会の前に進路に関する希望調査を実施 

・学校主催の進学説明会(11/17) 

・各学期開始・終了時の HR を利用して簡単な状況説明を実施 

・基本的には個別指導が中心 

・工場見学、入社試験、大学編入試験を受けた際には報告を徹底させた 

2006 年度 

・就職活動シート（希望職種、勤務地、受験したい会社など）に必要事項を記

入してもらい、それを元に学生へ会社を紹介。 

・保護者を交えた面談を行い、適切な進路を相談。 

・個人面談を行い、適切な進路を相談。 

・就職活動に関する新聞記事を集め、印刷して配布。 

・春休みを中心に一人２，３社の工場見学を実施。 

・ＳＰＩに関する参考書や履歴書などの書き方を説明した書籍をＨＲに設置。 
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・希望の学生に対する模擬面接の実施。 

 

（電気情報工学科） 

＜実施状況＞ 

４年次の 10 月～12 月中に学生個人と進路面談を行っている。この面談の際に就職

希望の学生に対しては、過去の求人企業、卒業生の内定企業の状況を参考にしなが

ら、希望業種について検討しておくよう指導を行っている。進学希望の学生に対し

ては、卒業生の進学状況、各大学の学力レベルと現在の成績を比較検討し、志望す

る大学を決めてもらう。 

昨年から求人件数が増加傾向にあり、各企業の求人活動が１月下旬から開始され、

例年に比べ１ヶ月ほど早まっている状況である。その時期に合わせ、学生の積極的

な就職活動を促すため、２月下旬から就職希望の学生に対して会社説明会・見学会

に参加するよう指導を行っている。また、今年度から求人情報を速やかに提示する

ための試みとして、学科内に進路情報の Web ページを開設し、学生は学内のパソコ

ンから自由に求人票を閲覧することがきるようにした。就職試験は４月下旬から６

月に集中し、７月末には約９割の学生が内定を決めている。大学編入試験について

は、６月から８月に行われる。進学希望の学生に対しては、大学試験の準備として

４年生の後半から試験科目に関連する教員の協力を得ながら、受験勉強に取り組む

よう指導を行っている。 

 
学生の進路状況（平成１５年度～１７年度）     

就職 進学 自営 求人件数 求人数 求人倍率 内定率
  

（人） （人） （人） （件） （人） （倍） （％）

平成１５年度 卒業生４１人 23 17 0 415 498 20.8 100

平成１６年度 卒業生４０人 14 25 1 420 471 18.8 100

平成１７年度 卒業生３５人 20 15 0 499 510 25.5 100

 
＜問題点と対策＞ 

本格的な就職活動は、４年次２月中旬の学年末試験終了後からとなる。４月に入

り授業が開始されると、授業出席日数の確保、勉学の遅れを生じさせないためにも、

就職活動による授業欠席は、最小限にとどめる必要がある。また、年々、求人時期

が早まっていることからも、就職希望の学生に対しては、３月から企業説明会・見

学会等に積極性を持って参加するよう指導を行うことが重要である。 

平成 18 年度においては、就職希望の学生全員が３月中に企業見学を行っている。

学生は、複数の企業を見学することにより、仕事内容を十分に把握した上で採用試

験に望むことができている。 

 

（電子制御工学科） 

  電子制御工学科の進路ガイダンスは主に担任が実施している。各年次での指導は以

下の通りである（指導内容は担任により若干異なる）。 

  ３年生からホームルーム等で進路に関する簡単な説明を行う。進路指導の助けとし

て企業説明小冊子、経済誌等を教室において、学生が自由に閲覧できるようにしてい

る。また、工場見学を行い（那須方面等）、実際の工場の雰囲気を感じてもらう様に

している。 

  ４年生では随時進路ガイダンスを行っている。特に 10 月には進路希望の調査を行
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い、就職、進学別の希望、希望企業名、大学名の希望調査を紙面で行っている。学生

が進路の決定で迷っている場合には面接を行い、適切な指導を行う。12 月には学校

主催の進路説明会が開催されるのに合わせて、進学を希望しているものには早い時期

から受験勉強をするように指導している。 

  ５年生では求人票、学校訪問する企業に関する情報を随時メール等で学生全員に流

し、学生の希望に応じて会社見学を行っている。学生によっては進路を決定できない

ため、適時面接指導を行うことにより、進路を決定させている。学生は各自進路先を

決定し、随時試験を受け、大部分の学生が第一希望の進路に決定している。 

  ５年生の就職希望と進学希望はほぼ半々であり、平成 19 年現在では約 20 名程度の

就職希望学生に対して、約 100 社以上の企業の学校訪問があり、ほとんど希望通りの

企業に就職できている。 

  学生の面接対策として、模擬面接を行っている。また卒業生が来校し、企業説明会

や大学編入学説明会を数回行っている。卒業生の企業説明会等により進路を決定する

学生もおり、実際に校内で生の説明会を行うことは、学生にとっても実情がわかり、

進路指導に有効と思われる。 

＜問題点＞ 

  最も大きな問題点は希望進路先決定であろう。４年生では学生に対してかなり積極

的に情報を出して、進路先を早めに決定することを指導しているが、実際に決定する

のは学生にとって難しい問題である。キャリアガイダンス等の積極的方法が望まれ

る。模擬面接は一定の効果をおさめているようであるが、試験直前の指導が多いため、

早い時期からの面接指導が望まれる。 

 
（物質工学科） 

物質工学科の進路ガイダンスは，主に３年から５年の担任によって実施されている。  
３年生では、担任がホームルームの時間を利用して学生に情報提供をする。まず、担

任は就職、進学についての情報収集の重要性を学生に認識させる。次に、４年生でのコ

ース分けとの関連も説明する。特に、選択したコースが進路先にほとんど影響しないこ

とを説明する。さらに、担任の指導用の情報把握として、アンケート調査を何度か行う

こともある。これには、学生自身が内省して、進路について考えるきっかけを作る効果

がある。  
４年生では、カリキュラムにホームルームの時間が存在しないため、担任が時間を設

定して必要な説明を行っている。まず、前期にはインターンシップと就職の関連につい

て簡単に説明する。後期には、専門研修を通して製造業における実務を見学させる。イ

ンターンシップや専門研修は学生が進路についての考えを深める重要な機会となってい

る。最後に、学年末には学生の希望を調査して、個々の学生への指導の参考にしている。 
５年生では、担任が、学生全員に就職、進学決定のための具体的な手続きを説明する。

５年生においては、担任以外にも研究室の担当教員からの情報が学生に提供されること

が多い。これも１つのガイダンスであり、学生は担任と研究室の教員からの情報を得て、

自分に適した進路を決定していく。 

 

（建築学科） 

４年前期に進路決定に関する学校の進路資料や過去のデータを紹介して、自主的

に資料を収集するように指導する。夏休み中の大学や企業のインターンシップへの

参加を進め、９月にはインターンシップ発表会を開催して、各大学や企業での体験

を発表させて、学生が相互に進路について議論できるようにする。10 月には進路希
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望調査と学生面談を実施して進路先の決定を促し、進路希望調査をもとに保護者面

談を実施して、家庭における進路決定の意向を確認する。１月からは、就職希望学

生に対して会社説明会へ参加させ、進学希望学生に対して入試の準備をさせる。５

年前期に、就職希望学生には７月までに進路を決定するように就職活動を促し、学

生に求人を紹介する。進学希望学生には７月頃の入試に備えて受験学習を進めさせ

る。就職活動や受験の進捗状況は、逐次、学科の共用パソコンに入力させ、情報を

共有させて学生相互の活用を図る。 

 
３．学生寮 

・寮の環境改善の状況 

○平成 16 年度 

・寮舎各棟の廊下、階段、トイレ等の共通部分について、ワックス清掃をした。 

・男子浴室の換気扇の修繕を行った。 

・学寮食堂厨房の設備５点および各棟補食室ガスコンロ８台、男子低学年用の

洗濯場の洗濯機・乾燥機各６台を更新した。 

 

○平成 17 年度 

・女子寮・北寮４F・東寮５F を除く各棟の廊下、階段、トイレ等の共通部分に

ついて、ワックス清掃をした。 

・学寮食堂厨房の設備機器４点および各棟談話室の冷蔵庫８台を更新し、西寮

の屋上防水工事が行われた。  

 

○平成 18 年度 

・学寮の無線ＬＡＮ改修。学寮に予算措置があり、接続不良の改修を行うこと

となった。 

・西寮北側自転車置場の塗装改修を実施した。 

以下、３月に実施予定 

・西寮・北寮のベッドを更新。 

・東寮各階の洗濯機・衣類乾燥機各 10 台を更新。 

・寮舎各棟の廊下、階段、トイレ等の共通部分のワックス清掃。 

 

・寮の生活、寮生会の活動 

○平成 16 年度 

・平成 16 年４月１日に実施された全国高専の独立行政法人化に伴って、教員当

直が管理当直に変わり、それに適合させるため、学寮関係諸規程等を改訂し

た。 

・「寮生便覧」と「入寮のしおり」を合冊調整し、「寮生のしおり」の一冊に

まとめた。 

・きめ細かい寮生活を支援するため、新１年入寮生が寮生活に慣れるまでの間、

増直体制を敷いた。 

・10 月の寮祭時に発生した２年生同士の暴行事件を発端に、寮内で行われてい

る賭けマージャンが発覚したため、全学的な調査を行い、首謀者の上級生に

退寮処分を下した。全寮生に対して、寮則の正しい理解と遵守を強く指導し

た。 

・企画委員会と食事委員会が行事に関する仕事等を行った以外、寮生会はほと
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んど機能せず、教員側が代行することが多かった。学寮をよくするために、

教員と寮生の信頼関係を築き、熱意と責任感のある寮生会を育成することが

いかに重要であるかを痛感した。 

 

○平成 17 年度 

・前年度に引き続き、きめ細かい寮生活を支援するため、１年新入寮生が寮生

活に慣れるまでの間、増直体制を敷いた。また、寮生活の規律を正し、いじ

め防止および上級生の過剰な指導の防止に努めた。新１年生の退寮者は４月

当初の１名のみで、ゴールデンウィーク後も出なかった。年度初めの退寮者

は、初めて例年より減少した。 

・学寮を勉強の場としても機能させるために、恒例の２年生による１年生への

学習指導以外に、前期期末試験の前に試行的に教員参加の学習会を実施した。

試験前の１週間に午後 5：30－7：30 の間、ボランティアの教員により学寮の

学習室で寮生の試験勉強の指導が行われた。好評であったため、後期中間試

験と学年末試験の前にも実施した。 

・「寮生のしおり」（学寮規則、日課表等）の見直しを実施し、午後５時から

夜 10 時の点呼までに、学寮内の学習時間を明記した。 

・寮生の欠課と遅刻状況を改善するため、定期試験後出席率が低下する１～３

年生の保護者にその出席状況を郵送で通知した。 

・低学年生に対する朝点呼方法の改正を立案し、試行した。以前の点呼方法は

いろいろと不備な点があったため厳しい指摘があり、無断点呼欠席で停寮処

分を受ける寮生も多数いた（一度に７名の停寮者も出たこともある）。寮生

会の企画委員会は数回にわたって寮生へのアンケートを取り、また、寮務委

員を通じて各学科の教員の意見をまとめた。それに基づいて、企画委員会は

朝点呼方法の改正を立案し、12 月から試行を始めた。試行開始以降、学年度

末まで低学年生の点呼欠席による停寮処分者は大幅に減少した(１名のみ)。 

・前期の寮生会は前年度より大きく機能し始めた。恒例の学寮行事以外、新１

年入寮生保護者懇談会および「学校紹介」における「学寮説明・見学会」に

も積極的に対応し、重要な役割を果たした。後期の寮生会では、寮長は機能

していなかったが、企画委員会が先頭に立って、各委員会はきちんと機能を

果たした。点呼改正という大きなイベント以外に、寮祭や寮生スキー大会、

成人祝賀会、卒業送別会など恒例の学寮行事はすべて寮生たちの手で運営さ

れた。 

 

○平成 18 年度 

・新１年入寮生と留学生が増え、在寮生数は９年ぶりに 160 人台へ回復した。

（後頁の表１、表２） 

・前年度と同様に、きめ細かい寮生活を支援するため、新１年入寮生が寮生活

に慣れるまでの間、増直体制を敷いた。 

・放課後や休日の寮生活を充実させるため、卓球室を開設した。２年前に体育

科の先生の好意により卓球台を譲り受けたが、今期の寮生会の下でようやく

開設できた。寮生会が利用規程を設定し、留学生と女子寮生も含め、多くの

寮生が楽しんでいる。 

・前年度と同様に、各定期試験の前に教員参加の学習会を実施した。 

・寮生の勉強意欲を高めるため、前年度の学年末成績について寮生のクラスに
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おける順位をまとめ、公表した。反響が大きかったため、その後、すべての

定期試験も公表した。前期中間試験の成績は前年度とほとんど変わらなかっ

たが、前期末の成績が大幅に上がった。後期中間試験の成績は下がったが、

寮生は自分の順位が気になっており、期末の試験が期待される。（表３） 

・前年度と同様に、定期試験後、出席状況の悪い低学年生の保護者にその出席

状況を通知した。保護者および担任教員の協力を得て、特に低学年生の出席

状況が大きく改善されたが、４、５年生の出席率の向上については今後の課

題である。（表４） 

・いじめ防止および上級生の過剰な指導の防止に努めた。寮生会の努力もあり、

１年生の定着率が高まった。今年度前期期末までの退寮者数が大幅に減少し、

在寮生数が増えている。（表５） 

・これまでの留学生の居室は西寮１F に集中していたが、国際交流を深めるた

め、後期から試行的に３年留学生の居室を西寮２、３F に分散配置した。 

・低学年生に対する朝点呼方法の改正は５月に確定された。今年度の４月から

12 月まで低学年生の点呼欠席による停寮処分者は出ていなかった。また、寮

則を遵守するよう指導し、規範意識を高めたため、寮則違反による処分を受

ける寮生の延べ人数も大幅に減少している。（表６） 

・平成 18 年度の寮生会は執行部主導の下、しっかりと機能している。これまで

の寮生会に比べ、学寮の運営に対して最も責任を果たしている寮生会である。

これが寮生会の本来の姿であると思われる。年間学寮行事はすべて寮生会が

責任を持って細心の準備をし、実行した。恒例の学寮行事以外、この１年間

の寮生会の実績は以下の通りである。 

 

①  毎年、新入寮生は入寮後間もなく、寮の生活に馴染めない等の理由で数名

退寮していた。今年度の新入寮生も退寮希望を申し出る１年生が数名出た

が、寮生会執行部の説得で寮に残った。今までこのようなことをしてくれ

る寮生会はなかった。 

②  前述のように、朝点呼の改正を成功させた。長年行って来た方法を改正す

るのは容易なことではなかった。これが今年度の寮生会の最大の功績であ

る。 

③  休刊となっていた学寮新聞である「大青嵐寮生月報」が、記録委員会によ

り復刊した。月刊で、読みやすい、写真入りの面白い寮生新聞である。 

④  ゴミ分別運動を励行した。美化委員会は土曜日の休憩の時間を利用して、

ゴミ置場を清掃し、ゴミ分別しやすいように整理した。寮生のゴミ分別意

識が高まって、今では非常に整然としている。 

⑤  寮生会の協力で、寮務担当補佐が主導したサッカーワールドカップ上映会

が学寮食堂で行われた。多くの寮生が集まって、オーストラリア戦とクロ

アチア戦を観戦した。 

⑥  毎年、春秋の２度開催される関東信越地区高専の寮生交流会で小山高専は

昨秋担当校となった。１泊２日参加者 56 名の大きな集会であった。準備

から開催まですべて寮生会が行い、成功裏に終えることができた。 

⑦  例年の寮生スキー大会は参加者数が低迷していた。企画委員会はスキーコ

ース以外に、温泉コースを新設し、参加者が増え、大好評であった。 
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表１ 新入寮者数の推移  

学 年   H16 H17 H18 
男  ２８  ３０  ３７  

１年生  
女  ４  ６  ５  
男  ０  ０  ０  

２年生  
女  １  ０  ０  
男  ３  ５  ５  ３年生  

（留学生） 女  １  ２  ４  
男  ７  ３  ４  ４  

（編入生） 女  ０  ０  １  
男  ４  ０  ０  

専攻科生  
女  ０  ０  ０  

計   ４８  ４６  ５６  
寮生総数   １４８  １４７  １６２  

 

 

表２ 留学生数の推移  

 H16 H17 H18 
マレーシア  ８（４） １１（５） １５（６） 
ベトナム  １  ２  ３（１）  

インドネシア  ２  １  １  
カンボジア  ０  ０  １  
モンゴル  １  １  ０  
ラオス  １  １  ０  

計  １３（４） １６（５） ２０（７） 
※ （ ）内は女子留学生数  

 

 

表３ 寮生のクラスにおける順位  

 H17 学年末  H18 前期中間 H18 前期期末 H18 後期中間  

対象者数  ８９  １３７  １３５  １３５  

1－10 位  ２６ (29%) ３９ (29%) ４３ (32%) ３４ (25%) 

11－20 位  １９ (21%) ２７ (20%) ３０ (22%) ２５ (19%) 

21－30 位  ２８ (32%) ４３ (31%) ３６ (27%) ４９ (36%) 

30 位以下  １６ (18%) ２８ (20%) ２６ (19%) ２７ (20%) 

※ 対象者は留学生と専攻科生を除いた当時の在寮生数  
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表４ 欠課が授業数の１／３と１／４を超えた科目を持つ寮生数  

 H18 前期中間 H18 前期期末 H18 後期中間  
１年生  ０  ０  ０  
２年生  ６  ０  １  
３年生  ３  ３  ２  
４年生  １７  １３  １１  
５年生  ４  ５  ４  
合 計  ３０  ２１  １８  

 
 

表５ 退寮者数および前期末の在寮者数の推移  

 H16前期 H16後期 H17前期 H17後期 H18前期 

退寮者総数  １０  １１  ７  ６  ４  

1 年退寮者  ５  ７  １  ３  ２  

前期末在寮生数  １３８  １４０  １５８  

 
 

表６ 処分を受ける寮生数の推移  

 H16 H17 H19／1 まで  

無断点呼欠席に  
よる停寮者数  

１６  １６  ５  

その他厳重注意以上の

処分を受けた寮生数  
１７  ２４  １０  

計  ３３  ４０  １５  

 
 
４．学生会の活動と指導支援体制 

（１）学校行事と学生会  
平成 16 年度途中から学友会という名称を他高専の状況を考慮して学生会として改

称するとともに学生会規約も大幅に変更して現状のものとし、平成 17 年度から新た

な体制でスタートすることになった。 
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平成 16 年～18 年度における学生関係行事に関しては、平成 18 年度の年間行事

予定表に示されるように、入学式・始業式後の年度初めには新１年生に対して２

日間のガイダンスを実施するとともに、平成 16 年度からは、入学生相互の親睦、

相互理解を深めるために日帰り研修を実施している。新１年生の研修として平成

16 年度以前には５月の時期に１泊２日の宿泊研修を行っていたが、その目的と趣

旨を踏まえて実施時期と宿泊自体を見直して日帰り研修となった。平成 16 年度か

らの日帰り研修先は以下のとおりである。 

平成１６年度  つくばエキスポセンター・つくば宇宙センター（茨城県つくば市）

平成１７年度  
藍染ふる里資料館（埼玉県羽生市）  
富士重工業（株）矢島工場（群馬県太田市）  

平成１８年度  
藍染ふる里資料館（埼玉県羽生市）  
富士重工業（株）矢島工場（群馬県太田市）  

 
なお、１年生ガイダンスの時には合同 HR において学生会活動の説明を行ってい

る。また、最近における５年生の就職活動の早期化に伴う健康診断書の準備のた

めに、定期健康診断を年度当初の可能な限り早い時期に行うようになっている。 

学生会行事の大略は春季と秋季の２回の球技大会および工陵祭であり、平成 16

年度から基本的には変わっていない。それぞれの行事においては、体育委員会お

よびクラス代表者委員会、工陵祭実行委員会等が組織され、学生担当教員の指導

の下で学生によって自主的に運営されている。 

また、最近の学生総会は春の球技大会の折に開催され、当該年度の学生会会長

・副会長の所信表明、および前年度学生会費の決算と新年度の予算書の承認を行

っている。なお、次年度の学生会会長および副会長（２名）の選挙については、

選挙管理委員会が組織され、選挙管理委員会が選挙日や立会演説会等の選挙日程
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を決定し、毎年 12 月に投票数に配慮しながら実施している。最近は概ね 2、3 年

生が立候補することが多く、また、寮生が多かった以前に比べて通学生が会長を

務めるようにもなっている。 

平成 16～18 年度における学生会（学友会）会長・副会長は次のとおりである。 

 
年度  会長  副会長  

平成 16 年  杉山 陽子  安井 翔太  安川 遼  
平成 17 年  五十畑  優太 羽野島  和喜 深澤 賢明  
平成 18 年  羽野島  和喜 安川 遼  関口 徹  

 
現在の学生会の組織図は、右図に示すよ

うに、執行部組織は会長・副会長の統轄の

もと、会計局、渉外局、広報局、および庶

務局で構成され、学生会の全般的活動を企

画・実行する機関である実行委員会は、ク

ラス代表者委員会、工陵祭実行委員会、部

長委員会、体育委員会、広報委員会、およ

び特別委員会から成っている。  
 また、部活動は、体育系クラブと文化系

クラブに大別され、部に準ずるものとし

て、同好会および愛好会が置かれている。 
 
（２）学生会予算  
  学生会の予算収入は、学生会入会金と年会費、および後援会からの援助金で成り立

っている。平成 16 年度からの予算・決算の収支状況は次のとおりである。  
 

項目  16 年度予算 16 年度決算 17 年度予算 17 年度決算 18 年度予算  

収入  ¥7,337,000 ¥7,253,670 ¥6,989,639 ¥6,956,697 ¥7,041,857 

支出  ¥7,253,670 ¥6,555,031 ¥6,989,639 ¥6,122,840 ¥7,041,857 

 
なお、１例として、平成 17 年度予算・決算、および平成 18 年度予算の収入と支

出、および部活動費の内訳を示すと次表のようである。 

 
収入の部  

項目  Ｈ１７年度予算  Ｈ１７年度決算 Ｈ１８年度予算 備考  

学生会年会費  ¥6,090,000 ¥6,042,000 ¥6,000,000 Ｈ 17 年度学生会年会費  

学生会入会金  ¥201,000 ¥216,000 ¥208,000 Ｈ 17 年度学生会入学金  

前年度繰越金  ¥698,639 ¥698,639 ¥833,857  

後援会援助金  ¥0 ¥0 ¥0 工陵祭実行委員会で独立  

雑収入  ¥0 ¥58 ¥0 工陵祭広告代等 /銀行利子  

合計  ¥6,989,639 ¥6,956,697 ¥7,041,857  

支出の部  
項目  Ｈ１７年度予算  Ｈ１７年度決算 Ｈ１８年度予算 備考  

本部活動費 ¥1,000,000 ¥997,160 ¥690,000 ボイスレコーダー購入  
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体育委員会 ¥120,000 ¥119,862 ¥170,000  
工陵祭実行委員会 ¥2,500,000 ¥2,342,731 ¥2,360,000  
広報委員会 ¥10,000 ¥0 ¥10,000  
クラス代表委員会 ¥20,000 ¥2,367 ¥10,000  
文化発表会 ¥120,000 ¥9,226 ¥300,000  
部活動費 ¥2,258,000 ¥2,140,006 ¥2,598,000  
体育連盟会費 ¥106,400 ¥107,300 ¥120,000  
校内アイデアコンテスト ¥160,000 ¥160,451 ¥170,000  
卒業記念品 ¥200,000 ¥190,000 ¥200,000  
振り込み手数料 ¥10,000 ¥1,575 ¥10,000  
予備費 ¥435,239 ¥0 ¥323,857 事務費等  
交流会費 ¥0 ¥0 ¥0 本部活動費に計上  
印刷室使用料 ¥50,000 ¥52,162 ¥80,000 マスターとインク代  
合計 ¥6,989,639 ¥6,122,840 ¥7,041,857  

 
平成１７年度決算・平成１８年度予算報告書（部活動内訳）  

 Ｈ１７年度  Ｈ１８年度  備考  

クラブ名  予算  決算  差額  予算   

硬式野球部  ¥275,000 ¥275,000 ¥0 ¥280,000  

柔道部  ¥35,000 ¥34,968 ¥32 ¥43,000  

剣道部  ¥135,000 ¥135,442 ¥－442 ¥130,000  

陸上競技部  ¥45,000 ¥45,000 ¥0 ¥120,000 １７年度必要費  

卓球部  ¥110,000 ¥109,928 ¥72 ¥120,000  

バスケットボール部  ¥120,000 ¥120,000 ¥0 ¥170,000  

サッカー部  ¥210,000 ¥210,000 ¥0 ¥220,000  

バレーボール部  ¥130,000 ¥129,870 ¥130 ¥160,000 高体連登録費  

ワンダーホーゲル部  ¥17,000 ¥16,994 ¥6 ¥22,000  

水泳部  ¥140,000 ¥137,215 ¥2,785 ¥150,000  

空手道部  ¥115,000 ¥115,000 ¥0 ¥150,000  

テニス部  ¥88,000 ¥81,348 ¥6,652 ¥100,000  

ソフトテニス部  ¥10,000 ¥0 ¥10,000 ¥20,000  

バトミントン部  ¥150,000 ¥150,000 ¥0 ¥180,000  

吹奏楽部  ¥80,000 ¥79,635 ¥365 ¥100,000  

写真部  ¥35,000 ¥35,000 ¥0 ¥40,000  

軽音楽部  ¥177,000 ¥177,000 ¥0 ¥150,000  

シネマ研究会  ¥75,000 ¥73,013 ¥1,987 ¥100,000  

エレクトロニクス研究会 ¥60,000 ¥0 ¥60,000 ¥85,000  

機械工作研究会  ¥100,000 ¥100,059 ¥－59 ¥100,000  

自然生物研究会  ¥58,000 ¥57,974 ¥26 ¥63,000  

文芸部  ¥63,000 ¥51,560 ¥11,440 ¥70,000  

小計 ¥2,228,000 ¥2,135,006 ¥92,994 ¥2,573,000  

ビデオゲーム研究同好会 ¥5,000 ¥0 ¥5,000 ¥5,000  

将棋同好会  ¥5,000 ¥0 ¥5,000 ¥5,000  
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女子サッカー愛好会  ¥5,000 ¥5,000 ¥0 ¥5,000  

女子バスケットボール愛好会 ¥5,000 ¥0 ¥5,000 ¥0  

弓道愛好会  ¥5,000 ¥0 ¥5,000 ¥5,000  

ハンドベル愛好会  －  －  －  ¥5,000  

小計 ¥25,000 ¥5,000 ¥20,000 ¥25,000  

合計 ¥2,.253,000 ¥2,140,006 ¥112,994 ¥2,598,000  

 
（３）工陵祭  

工陵祭実行委員会が通年的活動を行うようになってから意欲的に、また自主的に

取り組みがなされるようになり、本部企画として小山バルーンクラブによる熱気球

の試乗会が継続的に実施されてきている。また、独立行政法人化された平成 16 年度

からは中夜祭や前夜祭として花火の打ち上げが行われるようになり、平成 18 年度に

は花火の打ち上げをコンピュータ制御で行うようになっている。平成 16～18 年度に

おける実行委員長名と設定テーマ（キャッチフレーズ）を以下に示す。 

 
年度  回数  実行委員長  設定テーマ  

平成 16 ３８  深沢賢明  KOUSEN new style 
平成 17 ３９  本島崇志  高専の思いで Priceless 
平成 18 ４０  末永健一郎  Realize new generation 

 
また、平成 18 年度第 40 回工陵祭のポスターとパンフレット表紙は次のようであ

る。  
なお、パンフレットの内容等については学生担当教員の指導を受けて作成されて

いる。  

ポスター               パンフレット表紙  
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  企画内容については相変わらず模擬店が多いのが現状であるが、部活動関係の発表

が精力的に行われるとともに、専門企画の充実が図られる傾向にある。また、学生会

執行部の企画では、平成 16 年度には阪神淡路大震災復興基金のための「よりあい募

金」が行われ、平成 18 年度にはカンボジア地雷撤去キャンペーンのための募金活動

が行われている。また、最近は実行委員会によってゴミの分別回収が徹底して行われ

ている。 

  なお、平成 17 年度からは、工陵祭を支援するという趣旨で後援会支部や本部主催

のソフトボールが開催されたり模擬店が出店している。また、平成 18 年度には本部

経費として後援会から追加援助金を受けて実施されている。 

 
（４）関東信越地区文化発表会 

  文化発表会は、関東信越地区にある高専の文化系クラブの課外活動の成果発表の場

であり、毎年夏休みの期間に高専持ち回りで開催されている。平成 16 年度は群馬高

専、平成 17 年度は木更津高専、平成 18 年度は本校が当番校で開催されている。平

成 17 年度の木更津高専が当番校の時から、それまで高専内を会場にして行われてい

た発表会を、高専間だけでなく一般市民にも広く見てもらうことを目的として、学

校外を会場として開催することになった。平成 18 年度には、小田島 歩（４年生）

君が実行委員長として、８月 12 日、13 日の２日間に渡って小山市民文化センターを

会場として開催されている。発表会の様子は、下野新聞社の取材も受け、新聞に記

事が掲載されている。 

 
（５）学生会リーダー研修 

  平成８年度から始まったリーダー研修会は継続的に行われており、現在は１月に実

施されている。学生会活動や課外活動などの活性化を目的として学生会執行部や工

陵祭実行委員、寮生会役員、部活動指導者などを対象にリーダーの資質向上を図る

とともに、活動に反映させている。3 年生以下は授業に対して出席扱いとしている。 

平成 16 年度以降の研修会の実施要領は、基本的に午前中は講演を聞き、午後は討

議が行われている。 

平成 16 年度の講演者は大和工業(株)代表取締役の岡 耕造氏、平成 17 年度には

(株)コマツの小林進一氏に講師依頼し、コマツ小山工場のゼロエミッション活動に

ついて聴講している。また、平成 18 年度は本校の卒業生で元寮長でもあった、栃木

県総合教育センターの寺田 滋氏より、マネジメントやコーチングなどを通じたコ

ミュニケーションスキルについての講演を受けた。また、討議内容は、盗難問題、

モラルの問題、会費未払い問題等についての討論が活発に行われた。 

 
（６）厚生補導研究会 

  学生の厚生補導に関連して、本校教職員によって毎年自由討議形式の会議が開催さ

れている。平成 16～18 年度においては平日午後の 2 時間程度の時間で校内の会議室

で開催されている。最近のテーマ内容は以下のとおりである。 

 
 

年度  設定テーマ  

平成 16 
学生のマナー指導について  

①通学時マナーの向上と防犯  
②使用電力両の節減  
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③学校施設の破壊行為  
平成 17 学生生活の諸問題について  

平成 18 
①学生指導に対する教員の連携について  
②学生のメンタルヘルスケアについて  

 
なお、平成 18 年度には、本校非常勤カウンセラーである土沢 薫氏に出席依頼し、

「思春期・青年期のメンタルヘルス」という演題で、学内の学生の事例に基づいて

講義を受けた。 

 
（７）校長補佐（学生担当）・学生担当補佐 

  学生全体の厚生補導関係を指導する担当教員の体制は，平成 16 年度から学生主事

は校長補佐，学生主事補は学生担当補佐と改称され，以下の教員が担当してきてい

る。 

 
年度  校長補佐（学生担当） 学生担当補佐  

平成 16 松島隆裕  柴田美由紀 小林幸夫  奥富利幸  山下 進

平成 17 松島隆裕  石 崎 聡 之 小林幸夫  奥富利幸  川村壮司

平成 18 吉田裕志  石 崎 聡 之 小林幸夫  鹿野文久  川村壮司

 
５．クラブ活動と指導支援体制 

新入生に対する学生会の説明は、学校主催の新入生ガイダンスにおいて学生主事

の講話等に関連して行われ、クラブ活動の紹介は、新１年生の合同 HR の時間を利用

して学生会主催で 4 月中に実施されるとともに、勧誘活動が行われている。 

また、吹奏楽部やハンドベル愛好会の歓迎演奏会やシネマ研究部の上映会なども

昼休みなどの時間を利用して行われている。 

 

（１）クラブ活動現況 

  平成 16～18 年度のクラブ活動の状況は以下の表のようである。表から、最近は同

好会・愛好会では 1 年だけで消滅してしまうクラブが多い。 

また、平成 18 年度には全体の部活動において愛好会数や部員数がやや減少する傾

向が見られる。 

 
平成 16 年度  

①体育クラブ  
クラブ名  部員数  クラブ名  部員数 クラブ名  部員数  

硬式野球部  42 バスケットボール部  28 空手道部  19 

柔  道  部  5  サッカー部  27 テニス部  25 

剣  道  部  15 バレーボール部  17 バトミントン部  25 

陸上競技部  25 ワンダーフォーゲル部 7 ソフトテニス部  14 

卓  球  部  30 水  泳  部  16   

 
②文化クラブ  

クラブ名  部員数 クラブ名  部員数 クラブ名  部員数  

吹奏楽部  15 シネマ研究部  11 自然生物研究部  11 
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写  真  部  10 エレクトロニクス研究部  19 文  芸  部  12 

軽音楽部  44 機械工作研究部  17   

 
③同好会・愛好会  

同好会・愛好会名  部員数  同好会・愛好会名  部員数 同好会・愛好会名  部員数

将棋同好会  13 弓道愛好会  3  女子サッカー愛好会 17 

ビデオゲーム研究同好会 6  自動車技術研究愛好会 15 フットサル愛好会  12 

ハンドメイド愛好会  17 ガーデニング愛好会  20 電波研究会  5  

民俗音楽愛好会  5  女子バスケット愛好会 7    

 
平成 17 年度  

①体育クラブ  
クラブ名  部員数  クラブ名  部員数  クラブ名  部員数  

硬式野球部  36 バスケットボール部  31 空手道部  8  

柔  道  部  12 サッカー部  18 テニス部  36 

剣  道  部  18 バレーボール部  31 バトミントン部  27 

陸上競技部  25 ワンダーフォーゲル部 5 ソフトテニス部  10 

卓  球  部  24 水  泳  部  13   

 
 ②文化クラブ  

クラブ名  部員数  クラブ名  部員数 クラブ名  部員数  

吹奏楽部  26 シネマ研究部  10 自然生物研究部  10 

写  真  部  5  エレクトロニクス研究部  27 文  芸  部  22 

軽音楽部  40 機械工作研究部  20   

 
 
③同好会・愛好会  
同好会・愛好会名  部員数  同好会・愛好会名  部員数 同好会・愛好会名  部員数

将棋同好会  5  弓道愛好会  5  女子サッカー愛好会  15 

国際交流愛好会  16 自動車技術研究愛好会 15 ハンドベル愛好会  15 

ビデオゲーム研究同好会  3  電波研究会  5  女子バスケットボール愛好会  7  

キャッチボール愛好会  15     

 
平成 18 年度  

①体育クラブ  
クラブ名  部員数  クラブ名  部員数 クラブ名  部員数  

硬式野球部  40 バスケットボール部  22 空手道部  15 

柔  道  部  7  サッカー部  18 テニス部  35 

剣  道  部  19 バレーボール部  19 バトミントン部  24 

陸上競技部  24 ワンダーフォーゲル部  3  ソフトテニス部  7  

卓  球  部  16 水  泳  部  11   

 
 



- 95 -

②文化クラブ  
クラブ名  部員数  クラブ名  部員数 クラブ名  部員数  

吹奏楽部  29 シネマ研究部  12 自然生物研究部  11 

写  真  部  7  エレクトロニクス研究部  29 文  芸  部  20 

軽音楽部  40 機械工作研究部  23   

 
③同好会・愛好会  

同好会・愛好会名  部員数  同好会・愛好会名 部員数 同好会・愛好会名  部員数  

将棋同好会  8  弓道愛好会  6  女子サッカー愛好会 14 

ビデオゲーム研究同好会 5 航空技術研究愛好会 8  ハンドベル愛好会  15 

二次創作研究会  9      

 
（２）部活動と指導顧問 

  平成 16～18 年度における各部，同好会，および愛好会の指導教員の体制は以下の

表のとおりである。特に，体育クラブについては高体連や高野連等に加盟しており，

高専生対象の試合・競技だけでなく，１～３年生では高校生対象の多くの公式試合

や練習試合に参加しているため，指導教員の配当人数が多くなっている。 

 

平成１６年度 学友会各部指導教員一覧 

部    名  （体育部） 指    導     教    官 

硬式野球部 
井田   晋・山本 嘉孝・玉木 正一・有坂 顕二・川上 勝弥 

土田 英一・高島 武雄・山下  進 

柔 道 部 
大藪   優・西脇 昭雄・高橋 純一・島田  勉・岡部  章 

今成 一雄・川村 荘司 

剣 道 部 塩入 俊次・笠原 雅人・亀山 雅之・小林 幸夫・柳下夏菜子 

陸上競技部 三原 大介・土田 英一・浦田 克郎・田中 好一・三田 純義 

卓 球 部 
渡利 久規・高昌 晨晴・胸組 虎胤・大嶋 建次・中田 伸一 

北野 達也 

バスケットボ－ル部 
須甲 克也・武   成祥・小野 雄一・山本  昇・久保 和良 

菊池 吉郎・中山 光幸 

サ ッ カ－ 部 
石崎 聡之・伊澤   悟・南斉 清己・金原 昭臣・田村 吉章 

高橋 大輔・白石 光昭・平田 克己 

バレ－ボ－ル部 佐藤  巌・尾立 弘史・村尾 元忠・奥冨 利幸・石原  学 

ワンダ－フォ－ゲル部 
糸井 康彦・堤   欣三・須甲 克也・増淵   寿・金野 茂男 

松村光太郎 

水 泳 部 鹿野 文久・長谷川 誠・佐々木いづみ・飯島 道弘 

新井 一道 

空 手 道 部 瀧澤 雄三・奥山    優・新井 一道・杉山 桂子 

佐々木いづみ 

テ ニ ス 部 
鈴木真ノ介・吉田 裕志・田中 昭雄・北城 勝栄・西野  聰 

大島 隆一・井上 次夫 

バドミントン部 小野 雄一・渡邉 達男・斉藤 光司・松島 隆裕・山崎 敬則 
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ソフトテニス部 白石 光昭・祇園寺 則夫・森   夏樹・ 岸    浩 

 

部     名  （文化部） 指    導     教    官 

吹 奏 楽 部 柴田 洋一・柴田美由紀・猪瀬 善郊 

写 真 部 山下   進・岸  浩・森  夏樹・田中 昭雄 

軽  音  楽  部 山崎 敬則・久保 和良・佐藤  均 

シ  ネ  マ  研  究  部 松島 隆裕・村尾 元忠・柴田美由紀・笠原 雅人 

エレクトロニクス研究部 南斉 清巳・今成 一雄・平田 克己 

機械工作研究部 伊澤 悟・増淵 寿・田中 昭雄・山下 進 

自然生物研究部 上村 孝・浦田 克郎 

文 芸 部 柴田美由紀・松村光太郎 

 

部     名  （同好会） 指    導     教    官 

ビデオゲ－ム研究同好会 平田 克己・岡部  章 

将棋同好会 山本 嘉孝・島田  勉・笠原 雅人・胸組 虎胤・高島 武雄 

 

部     名  （愛好会） 指    導     教    官 

自動車技術研究愛好会 鹿野 文久・柴田 洋一・須甲 克也 

電波研究会 大嶋 建次 

弓道愛好会 有坂 顕二 

女子サッカー愛好会 飯島 道弘 

フットサル愛好会 高島 武雄 

女子バスケット愛好会 佐々木いづみ 

ハンドメイド愛好会 柴田美由紀・大島 隆一 

ガーデニング愛好会 石原  学 

民族音楽愛好会 柴田 洋一・松島 隆裕 

 
平成１７年度 学生会各部指導教員一覧 

部     名  （体育部） 指    導     教    員 

硬式野球部 
井田   晋・山本 嘉孝・玉木 正一・有坂 顕二・川上 勝弥 

土田 英一・高島 武雄・山下  進 

柔 道 部 
高橋 純一・島田  勉・岡部   章・今成 一雄・川村 荘司 

千田 正勝 

剣  道  部 塩入 俊次・有坂夏菜子・笠原 雅人・亀山 雅之・小林 幸夫 

陸上競技部 三原 大介・土田 英一・渥美 太郎・田中 好一・三田 純義 

卓 球 部 
渡利 久規・宇津木晨晴・胸組 虎胤・大嶋 建次・中田 伸一 

北野 達也 
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バスケットボ－ル部 
須甲 克也・武   成祥・小野 雄一・山本   昇・久保 和良 

菊池 吉郎・中山 光幸 

サ  ッ  カ－  部 
石崎 聡之・伊澤  悟・南斉 清己・田村 吉章・高橋 大輔 

白石 光昭・平田 克己 

バレ－ボ－ル部 
佐藤   巌・尾立 弘史・田中 孝国・奥冨 利幸・石原   学 

山本 貴正 

ワンダ－フォ－ゲル部 
糸井 康彦・堤   欣三・須甲 克也・増淵   寿・金野 茂男 

伊藤 久夫 

水 泳 部 鹿野 文久・長谷川誠・佐々木いづみ・飯島 道弘 

新井 一道 

空  手  道  部 瀧澤 雄三・酒入 陽子・新井 一道・杉山 桂子 

佐々木いづみ 

テ ニ ス  部 
鈴木真ノ介・吉田 裕志・田中 昭雄・北城 勝栄・西野  聰 

大島 隆一・井上 次夫 

バドミントン部 小野 雄一・渡邉 達男・斉藤 光司・松島 隆裕・山崎 敬則 

ソフトテニス部 白石 光昭・祇園寺則夫・森  夏樹・朱  勤 

 

部     名  （文化部） 指    導     教    員 

吹 奏  楽   部  猪瀬 善郊・田中 孝国・柴田 洋一・柴田美由紀 

写 真 部 山下   進・森   夏樹・田中 昭雄 

軽  音  楽  部 山崎 敬則・久保 和良・佐藤   均 

シ  ネ  マ  研  究  部 松島 隆裕・小林 幸夫・柴田美由紀・笠原 雅人 

エレクトロニクス研究部 今成 一雄・平田 克己・南斉 清巳 

機械工作研究部 伊澤   悟・増淵   寿・田中 昭雄・山下   進 

自然生物研究部 上村   孝・浦田 克郎 

文 芸 部 柴田美由紀・渥美 太郎・松島 隆裕 

 

部     名  （同好会） 指    導     教    員 

ビデオゲ－ム研究同好会 平田 克己・岡部  章 

将棋同好会 山本 嘉孝・島田  勉・笠原 雅人・胸組 虎胤・高島 武雄 

 

部    名  （愛好会） 指    導     教    員 

自動車技術研究愛好会 鹿野 文久・柴田 洋一・須甲 克也 

電波研究会 大嶋 建次 

弓道愛好会 有坂 顕二 

女子サッカー愛好会 飯島 道弘 

女子バスケット愛好会 佐々木いづみ 

ハンドベル愛好会 杉山 桂子・酒入 陽子・柴田 洋一 
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国際交流愛好会 新井 一道 

キャッチボール愛好会 斉藤 光司 

 
平成１８年度 学生会各部指導教員一覧 

部    名  （体育部） 指    導     教    員 

硬式野球部 
川上 勝弥・山本 嘉孝・玉木 正一・有坂 顕二・土田 英一 

高島 武雄・山下 進・山田 靖幸 

柔 道 部 高橋 純一・島田 勉・今成 一雄・川村 荘司・千田 正勝 

市村 智康 

剣  道  部 塩入 俊次・有坂夏菜子・笠原 雅人・亀山 雅之・小林 幸夫 

小林一光 

陸上競技部 三原 大介・土田 英一・渥美 太郎・田中 好一・甲斐 隆章 

卓 球 部 渡利 久規・宇津木晨晴・胸組 虎胤・大嶋 建次・中田 伸一 

北野 達也 

バスケットボ－ル部 
須甲 克也・武  成祥・小野 雄一・山本  昇・久保 和良 

菊池 吉郎・中山 光幸 

サ  ッ  カ－  部 石崎 聡之・伊澤 悟・南斉 清己・高橋 大輔・白石 光昭 

平田 克己 

バレ－ボ－ル部 佐藤  巌・尾立 弘史・田中 孝国・奥冨 利幸・石原 学 

山本 貴正 

ワンダ－フォ－ゲル部 糸井 康彦・堤 欣三・須甲 克也・増淵 寿・金野 茂男 

伊藤 久夫 

水 泳 部 鹿野 文久・長谷川誠・笹沼いづみ・飯島 道弘・新井 一道 

空  手  道  部 瀧澤 雄三・酒入 陽子・新井 一道・杉山 桂子・笹沼いづみ 

森田 英章 

テ ニ ス  部 
鈴木真ノ介・吉田 裕志・田中 昭雄・西野 聰・大島 隆一 

井上 次夫・川越 大輔 

バドミントン部 小野 雄一・渡邉 達男・斉藤 光司・松島 隆裕・山崎 敬則  

ソフトテニス部 朱   勤・白石 光昭・祇園寺則夫・森 夏樹 

 

部    名  （文化部） 指    導     教    員 

吹 奏 楽 部 柴田 洋一・猪瀬 善郊・田中 孝国・柴田美由紀 

写 真 部 山下  進・森  夏樹・田中 昭雄 

軽  音  楽  部 松島 隆裕・小林 幸夫・久保 和良 

シ  ネ  マ  研  究  部 松島 隆裕・小林 幸夫・柴田美由紀・笠原 雅人 

エレクトロニクス研究部 今成 一雄・平田 克己・南斉 清巳 

機械工作研究部 山下  進・伊澤  悟・増淵 寿・田中 昭雄 

自然生物研究部 上村  孝・浦田 克郎 

文 芸 部 松島 隆裕・柴田美由紀・渥美 太郎 
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部    名  （同好会） 指    導     教    員 

ビデオゲ－ム研究同好会 平田 克己 

将棋同好会 山本 嘉孝・島田 勉・笠原 雅人・胸組 虎胤・高島 武雄 

 

部    名  （愛好会） 指    導     教    員 

弓道愛好会 有坂 顕二 

女子サッカー愛好会 飯島 道弘 

ハンドベル愛好会 杉山 桂子・酒入 陽子・柴田 洋一 

二次創作研究会 朱  勤 

航空技術研究愛好会 朱  勤 

 
（３）関東信越地区大会・全国大会 

  平成 16～18 年度における各体育クラブの関東信越地区大会および全国大会への参

加状況と成績の結果一覧を次に示す。 

 
平成１６年度関東信越地区高等専門学校体育大会成績  

 
競 技 種 目 開 催 校 開 催 期 日  成       績  
陸 上 茨城高専  ７月１９日（月） 第１０位  
バ レ ー ボ ー ル 群馬高専  ７月２４日（土）

７月２５日（日）

予選リーグ敗退（男子）

１回戦敗退   （女子）

バスケットボール 小山高専  ７月２１日（水）

７月２２日（木）

１回戦敗退  

ソ フ ト テ ニ ス 長岡高専  ７月２１日（水）

７月２２日（木）

予選リーグ敗退  

卓 球 長野高専  ７月２２日（木）

７月２３日（金）

１回戦敗退  

テ ニ ス 木更津高専 ７月２２日（木）

７月２３日（金）

１回戦敗退  

バ ド ミ ン ト ン 都立高専  ７月１１日（土）

７月１２日（日）

第３位  

柔 道 小山高専  ７月１８日（日） ２回戦敗退  
剣 道 群馬高専  ７月１９日（月） ※優勝  
硬 式 野 球 長野高専  ７月２４日（土）

７月２５日（日）

１回戦敗退  

水 泳 航空高専  ７月２１日（水） 第７位  
サ ッ カ ー 東京高専  ７月２１日（水）

７月２２日（木）

第３位  

     ※は全国体育大会出場  
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個人の部  
 競    技    種    目  成   績  選 手 名  クラス

卓  球  

 

 

 

男子シングルス  

女子シングルス  

 

女子ダブルス  

第１位  

第１位  

第２位  

第１位  

関  拓也

野澤 知代

川崎 有紀

野澤・川崎

５   Ｄ

２ Ｄ

３ Ａ

2 D . 3 A

柔  道  男子６０ k g 級  優 勝  牛窪 良祐 ４   Ｅ

水  泳  1 0 0 ｍ背泳ぎ  

2 0 0 ｍ背泳ぎ  

第３位  

第２位  

柏崎 剛也

柏崎 剛也

５ Ｃ

５ Ｃ

 

 

 

 

 

     ・上記選手は全国大会出場  
 
平成１６年度全国高等専門学校体育大会成績  
 団体の部  

種    目  開  催  校  開  催  期  日 成      績

剣    道  鈴鹿高専  ８月７日（土） 予選リーグ敗退

 

  
     個人の部      

  競   技   種   目   成   績   選  手  名 クラス

水   泳   1 0 0 ｍ背泳ぎ   
2 0 0 ｍ背泳ぎ  

第８位  
第５位  

柏崎 剛也

柏崎  剛也

５   Ｃ
５  Ｃ

卓   球  
 
 
 
 

男子シングルス  
女子シングルス  
 
女子ダブルス  
 

１回戦敗退

２回戦敗退

１回戦敗退

２回戦敗退

 

関  拓也

野澤 知代

川崎 有紀

野澤  知代

川崎  有紀

５ Ｄ

２ Ｄ

３ Ａ

２   Ｄ
３  Ａ

柔   道  男子６０ k g 級  １回戦敗退 牛窪  良祐 ４  Ｅ

           

  
 
 
 
 

平成１７年度関東信越地区高等専門学校体育大会成績  
    団体の部  

競 技 種 目         開 催 校   開 催 期 日 成     績  

陸      上  都立高専  ７月１７日（月） 第８位  

バ レ － ボ － ル          サレジオ高専 ７月１７日（日）

７月１８日（月）

予 選 リ － グ 敗 退 （ 男 子 ）

１ 回 戦 敗 退   （ 女 子 ）

バスケットボ－ル  茨城高専   ７月 ９日（土）

７月１０日（日）

１回戦敗退    

ソ フ ト テ ニ ス          群馬高専   ７月１６日（水）

７月１７日（木）

予 選 リ － グ 敗 退  

 

卓      球  小山高専   ７月 ９日（土）

７月１０日（日）

２回戦敗退   

テ   ニ    ス  小山高専   ７月１４日（木）

７月１５日（金）

１回戦敗退    

バ ド ミ ン ト ン          東京高専   ７月１７日（日）

７月１８日（月）

※優勝    
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柔      道  長野高専  ７月１７日（日） １回戦敗退   

剣      道  長岡高専  ７月１０日（日） ※第３位  

硬 式 野 球          木更津高専  ７月２１日（木）

７月２２日（金）

２回戦敗退    

水      泳  木更津高専  ７月１８日（月） 第８位    

サ ッ カ －          群馬高専   ７月１７日（日）

７月１８日（月）

１回戦敗退    

   ※は全国体育大会出場 

 

 
個人の部  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・上記選手は全国大会出場  
 

平成１７年度全国高等専門学校体育大会成績  
 

  団体の部  
種     目  開  催  校  開  催  期  日 成     績  

剣     道    小山高専   ８月７日（日）  予選リーグ敗退  

バドミントン  
 

都立高専  
 

８月１３（土）～

８月１４（日）  
１回戦敗退  
 

         

  
   個人の部      

  競   技   種   目   成   績 選  手  名 クラス

水    泳  
 

800ｍ自由形   
5 0 ｍバタフライ

  第６位 

 予選敗退  
阿部 寛生  
田部井直美  

１   Ｃ
４ Ａ

卓    球  
 
 
 
 

女子シングルス  
女子ダブルス  
 
 
 

１回戦敗退

２回戦敗退

 
１回戦敗退

 

野澤 知代  
野澤 知代  
川崎 有紀  
浅木美奈子

大竹  輝美

３ Ｄ

３ Ｄ

４ Ａ

１   Ｃ
１  Ｃ

柔    道  男子６０ k g 級  第３位  牛窪  良祐 ５  Ｅ

バドミントン  男子シングルス  １回戦敗退 黒子 征宏  ３ Ｍ

           
 
 
 
 
 
 

   競    技    種    目  成   績 選 手  名  クラス  

卓    球  

 

 

 

女子シングルス  

 

女子ダブルス  

 

第１位  

第３位  

第１位  

第２位  

野澤 知代  

川崎 有紀  

野澤・川崎  

大竹・浅木  

３   Ｄ  

４ Ｄ  

3D.4A 

1 C . 1 C  

柔    道  男子６０ k g 級  優 勝  牛窪 良祐  ５  Ｅ  

水    泳  

 

5 0 ｍバタフライ

8 0 0 ｍ自由形  

第２位  

第３位  

田部井直美  

阿部  寛生  

４   Ａ  

１ Ｃ  

バドミントン  男子シングルス  

男子ダブルス  

第２位  

優 勝  

黒子 征宏  

黒子・竹前  

３ Ｍ  

3M.3E 

陸    上  

 

走幅跳  

三段跳  

第３位  

第４位  

佐藤 拓也  

佐藤 拓也  

３ Ｃ  

３   Ｃ  

剣    道  

 

男子個人戦  

 
第２位  

第３位  

飯山 浩司  

岩崎裕一郎  

４ Ｍ  

４ Ｅ  
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 男子ダブルス  
 

１回戦敗退

 
黒子 征宏  
竹前  友祐  

３ Ｍ

３  Ｅ

陸    上  
 

走幅跳  
三段跳  

敗 退  
敗  退  

佐藤 拓也  
佐藤  拓也

３ Ｃ

３  Ｃ

剣    道  
 
 

男子個人戦  
 
 

２ 回 戦 敗 退

１ 回 戦 敗 退

１回戦敗退

飯山 浩司  
岩崎裕一郎  
山野辺  荘

４ Ｍ

４ Ｅ

４  Ｍ

  
   平成１８年度関東信越地区高等専門学校体育大会成績  
 
   団体の部  

競 技 種 目         開 催 校   開 催 期 日 成     績  

陸      上  東京高専  ７月１６日（日） 第８位  

バ レ － ボ － ル         小山高専   ７月 ８日（土）

７月 ９日（日）

予 選 リ － グ 敗 退 （ 男 子 ）

１ 回 戦 敗 退   （ 女 子 ）

バスケットボ－ル  群馬高専   ７月１５日（土）

７月１６日（日）

１回戦敗退    

ソ フ ト テ ニ ス         長野高専    ７月１５日（土）

７月１７日（月）

予 選 リ － グ 敗 退  

 

卓     球   木更津高専   ７月１４日（金）

７月１５日（土）

※優勝    

 

テ  ニ   ス   産技高専  

（荒川）  

７月１６日（日）

７月１７日（月）

１回戦敗退    

バ ド ミ ン ト ン         長野高専    ７月１５日（土）

７月１６日（日）

※優 勝    

 

柔     道  群馬高専  ７月 ９日（日） １回戦敗退   

剣     道  茨城高専  ７月 ９日（日） 第３位  

硬 式 野 球         長岡高専    ７月 ８日（土）

７月 ９日（日）

１回戦敗退    

水     泳  茨城高専  ７月 ２日（日） 第６位    

サ ッ カ －         産技高専  

（品川）  

７月１６日（日）

７月１７日（月）

１回戦敗退    

 

   ※は全国体育大会出場 

 
個人の部  
   競    技    種    目   成   績 選  手   名 クラス

卓   球  

 

 

女子シングルス  

 

女子ダブルス  

※   第１位

    第３位

※   第１位

野澤 知代  

川崎 有紀  

野澤・川崎  

４   Ｄ

５ Ｄ

4 D . 5 A

テ ニ ス  女子ダブルス    第３位 中山・石澤  5 E . 5 A

水   泳  

 

5 0 ｍバタフライ  

2 0 0 ｍ個人メドレ－  

※   第２位

※   第２位

田部井直美  

阿部  寛生  

５   Ａ

２ Ｃ

バドミントン 

 

 

男子シングルス  

 

男子ダブルス  

※   第２位

  第３位

※   第２位

黒子 征宏  

横関 恭平  

黒子・竹前  

４ Ｍ

４ Ｅ

4M.4E 
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     第３位 桐原・嶺井  4A.2M 

陸   上  

 

走幅跳  

三段跳  

※   第３位

※   第３位

佐藤 拓也  

佐藤 拓也  

４ Ｃ

４   Ｃ

     ※は全国体育大会出場 

 
平成１８年度全国高等専門学校体育大会成績  

 
   団体の部  

種     目  開  催  校   開  催  期

日   
成      績

卓     球    
 

奈良高専  
 

８月１日（火）～

８月２日（水）  
予選リーグ敗退  
 

バドミントン  
 

舞鶴高専  
 

８月５日（土）～

８月６日（日）  
１回戦敗退  
 

           

  
   個人の部      

  競   技   種   目   成   績   選  手  名 クラス

水    泳  
 

800ｍ自由形  
5 0 ｍバタフライ  

予選敗退   
予選敗退  

阿部 寛生  
田部井直美  

２ Ｃ

５  Ａ

卓    球  
 
 

女子シングルス  
女子ダブルス  
 

２回戦敗退

１回戦敗退

 

野澤 知代  
野澤 知代  
川崎  有紀  

４ Ｄ

４ Ｄ

５  Ａ

バドミントン  
 

男子シングルス  
男子ダブルス  
 

１回戦敗退

２回戦敗退

 

黒子 征宏  
黒子 征宏  
竹前  友祐  

４ Ｍ

４ Ｍ

４  Ｅ

陸    上  
 

走幅跳  
三段跳  

敗 退  
敗  退  

佐藤 拓也  
佐藤  拓也  

４ Ｃ

４  Ｃ

            

  
（４）定期演奏会 

  吹奏楽部は長い期間に渡って毎年定期演奏会を一般市民も対象にして学外で行っ

て来ているが，平成 17 年度からはハンドベル愛好会と合同で実施するようになって

いる。ハンドベル演奏の指導は本校の音楽担当の非常勤講師が当たっている。平成

16，17 年度は小山市民文化センターを会場として，また平成 18 年度の第 33 回定期

演奏会は野木文化会館エニスホールで演奏発表している 

 
６．学生の自主的活動と指導支援体制 

学生の自主的活動としては、ロボットコンテスト（ロボコン）、プログラミングコ

ンテスト（プロコン）、デザインコンペティション（デザコン）、および校内アイデ

アコンテスト（アイコン）の他に、地域社会におけるボランティア活動等があり、そ

れぞれの活動においては学生からの指導依頼に対して、行事に関係する学科の教員が

直接指導に当たっている。例えば、ロボコンでは主に機械工学科や電気情報工学科、

電子制御工学科、プロコンでは電気情報工学科や電子制御工学科、デザコンでは建築

学科、校内アイコンでは機械工学科などが主として指導支援を行い、学内共同利用施

設であるものづくりセンターや技術職員が技術的支援を行っている。なお、ロボコン

の参加チームの審査決定には物質工学科や技術室も含めた学内全学科の教員および

技術職員が当たっており、校長裁量経費によって資金的援助を行うとともに、後援会

が側面的支援を行っている。また、校内アイコンにも同様に校長裁量経費によって資

金的援助を積極的に行うとともに、指導依頼を受けた学級担任や関係する部活動顧問

教員が支援に当たっている。そして、上記コンテスト等の実施に当っては地元企業等
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の支援、協力を受けている。 

  以下、最近の各活動実績の概要を示す。 

 

・ロボットコンテスト 

  平成 16～18 年度におけるロボコン関係の活動状況は以下の通りである。本校ロボ

ットチームの全国大会出場は平成 18 年度で 11 回目となり、2000 年代に入ってから

は毎年全国大会に進んでいる。なお、平成 17 年度の地区大会は本校が開催校で小山

市県南体育館を会場として地区予選が行われた。 

 
平成 16 年度：高専ロボコン 2004，競技名：マーズラッシュ  

ロボット名  地区大会成績 表彰名  全国大会成績  表彰名  

A チーム：下野レスキュン  優 勝   準々決勝敗退   

B チーム：あの手この手  一回戦敗退     

 
平成 17 年度：高専ロボコン 2005，競技名：大運動会  

ロボット名  地区大会成績  表彰名  全国大会成績 表彰名  

A チーム：でんぐり君  
準決勝敗退  

全国大会推薦  

 
三回戦敗退  アイデア賞  

B チーム：きりんぼー  

 

二回戦敗退  

 

技術賞  

特別賞（東京電力）

 

 

 

 

 
平成 18 年度：高専ロボコン 2006，競技名：ふるさと自慢特急便  
ロボット名  地区大会成績  表彰名  全国大会成績 表彰名  

A チーム：とび助  一回戦敗退     

B チーム：  

特急かんぴょう号  
準々決勝敗退  

アイデア賞  

全国大会推薦  
二回戦敗退  

特別賞  

（電気事業連合会） 

 
 

・プログラミングコンテスト  
平成 12（2000）年度の第 11 回プロコンにおいては競技部門で全国優勝（文部大臣

賞）しているが、平成 16～18 年度における活動状況は以下のとおりであり、最近は

毎年賞を受けている。 

 

・平成 16 年度（第 15 回プロコン，於：新居浜） 

競技部門 １件 「画像屋 ジグソート」２回戦敗退 

課題部門 １件 「Instant Members Card」；敢闘賞 

～一瞬にして会員になれるすてきなカード～    

・平成 17 年度（第 16 回プロコン，於：米子） 

競技部門 １件 「画像屋 ジグハート」 

課題部門 １件 「ＩＣ埋め込み教科書 Oh…IC!!タグ」；敢闘賞 

 

・平成 18 年度（第 17 回プロコン，於：茨城） 

競技部門 1 件     「ぬるこぽっくんちょ」；特別賞 

課題部門 1 件     「みゅ～びっく」；審査員特別賞 
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なお、平成 18 年度プロコン出展作品「みゅ～びっく」は BCN IT ジュニア賞 2007

も受賞している。 

 

・デザインコンペティション 

建築や建設・土木、環境都市系学科に対するコンテストが全国的に平成 16 年度か

ら開催されるようになり、正式名称を、「全国高等専門学校デザインコンペティシ

ョン」といい、通称「デザコン」と呼ばれている。本校の建築学科の学生がこれま

で毎年参加しており、本選結果における主な活動状況は以下のとおりである。 

 

・平成 16 年度（デザコン開催主幹校：石川高専） 

①地域シンポジウムセッション：「わらの家」-優秀賞（4 位/19 チーム） 

②構造デザインコンペティションセッション：佳作（21 位/21 チーム） 

③複合住居デザインコンペティションセッション： 

「思川 café」-最優秀賞（1 位/8 名）、「（無題）」-佳作（4-8 位/8 名） 

 

・平成 17 年度（デザコン開催主幹校：明石高専） 

①構造デザインコンペティション： 

チーム 1-（31 位/45 チーム）、チーム 2（35 位/45 チーム） 

②プロポーザルコンペティション：（選外/16 チーム） 

 

・平成 18 年度（デザコン開催主幹校：都城高専） 

①構造デザインコンペティション： 

チーム 1-（12 位/50 チーム）、チーム 2（20 位/50 チーム） 

  上記のとおり、平成 16 年度においては最優秀賞や優秀賞を受賞している。 

 

・校内アイデアコンテスト 

  高専ロボコンには各高専 2 チームしか参加できないため、学内の選考で採択されな

かった参加希望学生やチームに対して、平成 15 年度からロボコンに類似した競技を

学内で行うことにし、校内アイデアコンテスト（略称：校内アイコン）と称するこ

とになった。また、平成 16 年度においては物質工学科や建築学科の学生にも配慮し

た企画とした。 

平成 16～18 年度における第２回～４回の校内アイコンの内容は以下のとおりであ

る。 

 
・平成 16 年度 (開催日平成 16 年 12 月 16 日 )，第２回校内アイデアコンテスト  

①プレゼンテーション部門：―地球環境を救うため，今，何ができるか？―  
下記のキーワードから一つを選択し、プロジェクターを用いての発表  

「リサイクル，ごみ問題，自然や野生生物の保護と森林破壊，自然エネルギー

の有効利用，エコノカー」  
  発表時間６分，質疑応答３分  

②競技部門：トーナメント方式  
リサイクル用品を使用し，自らアイデアを考え作製したマシンを使用し，赤

・青の２チームで行う。競技フィールド正面にあるポストに，ピンポン球を入

れることで得点する。  
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・平成 17 年度（開催日：平成 17 年 9 月 3 日），第３回校内アイデアコンテスト  

競技形式：コンテストテーマ；小山高専杯２００５  
①「もそもそくん」レース  
競技前に，「もそもそくん」のキットを配り，参加者に製作指導を行い、  そ
の後，「もそもそくん」に装飾を施してレースを行う。  

②ロボットによるサッカー対決：トーナメント方式  
１チーム２台のロボットで参加し，各チームで攻撃と守備にロボットを分け，

相手のゴールにボールを入れて点数を競う。  
 

・平成 18 年度（開催日：平成 18 年 11 月 5 日）：第４回校内アイデアコンテスト  
競技形式：コンテストテーマ；「放物運動会２００６」  
１台のロボットを操縦して、自陣ゴールと競技フィールド中央に配置されたゴー

ルにピンポン球を入れて得点する玉入れ競技。競技フィールド中の回転ゴールに

はさまざまな配点があり、マイナスの点数の場合もある。  
 

  なお、平成 18 年度の第４回校内アイコンでは 13 チームが参加している。また、開

催日時については紆余曲折があったが、初めて工陵祭企画の一つとして工陵祭期間

中２日目の午後に第二体育館で開催することで、学生だけでなく家族連れなどの多

くの市民にも観覧してもらうことができた。審査員には学内だけでなく外部の関係

者にも協力してもらい、小山市工業会や小山テレビ、下野新聞社の後援を受けて実

施している。 

 
・その他・ボランティア活動  

機械工作研究部では毎年エコノカーによる「本田宗一郎杯Ｈｏｎｄａエコノパワ

ー燃費競技全国大会」に参加し，活動および成績の状況は以下のようである。  
 

・平成 16 年度（第 24 回大会）  
マシン名：Ｅ－ＰＡＣＫ  記録 403.009km/l    28 位／128 台中  

デザイン賞受賞  
マシン名：ＥＲ－０５    記録 234.424km/l    39 位／128 台中  

・平成 17 年度（第 25 回大会）  
マシン名：Ｅ－ＰＡＣＫ  リタイア  
マシン名：ＥＲ－０５    記録 388.109km/l    50 位／116 台中  

 
・平成 18 年度（第 26 回大会）  

マシン名：Ｅ－ＰＡＣＫ  記録 789.522km/l    21 位／127 台中  
                                                （高専では 2 位）  

マシン名：ＥＲ－０５    記録 315.283km/l    56 位／127 台中  
 

なお、上記マシンは、ボランティア的要素のある「おやまブランドまつり」や「お

やまバルーンフェスタ」で展示やデモンストレーションを同様に毎年行っている。

また、ロボコン出場のロボットマシンも小中学校やイベント等でボランティア的活動を行

っている。 
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７．学生への経済的支援体制 

学生の学業成就に配慮した財政支援は主に次の三つで対応している。 

・入学料・授業料免除 

入学料や授業料の納付が経済的理由によって困難である学生に対しては従来か

ら免除・猶予措置を行って来ている。 

入学料の免除については、入学前１年以内に、学資負担者の死亡あるいは災害

等によって納付が著しく困難な場合に措置される制度であるが、平成 16～18 年度

における入学料の免除あるいは徴収猶予については申請が無く行われていない。 

授業料については，基本的には学業優秀と認められる者で経済的に納付困難な

学生に対して，前後期の学期ごとに規程に基づいて審査・選考の上，全額あるい

は半額を免除している。平成 16～18 年度における授業料免除の状況は以下のよう

である。 

 

年度（前・後期） 全額免除人数 半額免除人数 年度合計数

前期  37 7 
平成 16 

後期  31 7 
82 

前期  27 9 
平成 17 

後期  20 12 
68 

前期  34 6 
平成 18 

後期  27 8 
75 

 
なお，最近は免除額枠には余裕がある状態が続いており，専攻科生の成績基準

も実態に合わない面もあって，現授業料免除規程の見直しを現在行っている。 

・日本学生支援機構奨学金 

   独立行政法人日本学生支援機構の規程に基づき，審査・選考の上奨学金の貸与が

決定されている。なお，現在の奨学金貸与では将来は返納する制度になっており、

無利子の場合（第１種）と有利子（第２種）の場合があり，第１種奨学金の貸与

月額は、本科生の場合 21,000～50,000 円、専攻科生で 44,000～51,000 円であり、

第２種は４・５年生と専攻科生が対象で 30,000～100,000 円の間で選択できるよ

うになっている。 

平成 16～18 年度における奨学金受給学生数の推移状況は以下のようである。  
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 専攻１年 専攻２年    

年度 １種 2 種 １種 2 種 １種 2 種 １種 2 種 １種 2 種 １種 2 種 １種 2 種 1 種計 ２種計 合計

平成 16 12  9  8  9 2 10 1 1  1  50 3 53

平成 17 4  14  8  9  10 2 1  1  47 2 49

平成 18 8  4  14  7 3 9    2 1 44 4 48

   その他，地方公共団体や民間団体等の奨学金制度があり、これらについては直接

申請手続きをすることになっており、学校に問い合わせがあるが実数は不明であ

る。 

 

・本校の学生支援基金 

   平成 14 年度に本校教職員によって学生支援基金が創設された。本基金の目的は，

突然の経済的困難の発生や授業料の紛失等で授業料免除や奨学金貸与の対象とな

らない学生に対して暫定的に適用するものであり，平成 16～18 年度における支援
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状況は以下のとおりである。 

 
年  度  貸与人数  内  訳  

平成 16 0  

平成 17 4 1 年 1 名、 2 年 2 名、 5 年 1 名

平成 18 2 1 年 1 名、 4 年 1 名  

 
８．留学生への支援 

平成 16 年度の独立行政法人化への移行によって留学生委員会は国際交流委員会に

包含されるようになり，留学生の具体的，個別的指導や支援がやや不十分になった

嫌いがあり，システム的に問題点を抱えているのが現状である。 

 

（１）留学生受入れ状況 

平成 16 年～18 年度の留学生受入れ状況は次表のようであり，最近，マレーシア

政府派遣留学生の数が増える傾向にあり，平成 18 年度の在籍留学生の人数は 20

名と過去最高となっている。 

 

 
（留学生支援体制） 

留学生に対する特別授業である「日本語」および「日本事情」担当の本校非常

勤講師が従来から授業以外においても相談等に応じている。また，学生担当，教

務担当，および寮務担当者からそれぞれ留学生担当教員を選任し，必要に応じて

指導，支援を行っている。 

昭和 58 年度から高専に留学生を受け入れるようになって以来，本校では学生の

チューター制度を導入し，基本的には前後期の学期ごとに３年生の留学生に対し

て同じクラスの学生と上級学年の寮生がそれぞれ１名選ばれて授業や学寮での生

活支援を行って来ている。また，４年生に対しては同じクラスの学生１名を選任

し，支援に当たらせている。また，学内で各学期に関係教職員およびチューター

との留学生懇談会をパーティー形式で開催している。 

 

（留学生交流行事） 

日本の歴史や伝統文化、先端科学技術について見聞、理解を深めてもらうため

に、留学生対象に毎年実地見学旅行を実施している。実地見学旅行を含めて最近 3

年間の主な留学生交流行事を挙げると以下のようなものがある。 

 

・平成 16 年度 

前期末試験後の休業日を利用して宮城県や山形県方面に１泊２日の旅行を通じ

て、松島や蔵王方面の見学と東北大学で研修を行った。 

 

受　入　人　数

国費留学生 国別内訳
マレーシア政
府派遣留学生 　受入計

留学生在籍数 累 計

平成 16 年度 1 インドネシア    3(1)    4(1)   13(4)  68(9)

平成 17 年度 2 ベトナム、カンボジア    5(2)    7(2)   16(5) 75(11)

平成 18 年度    2(1) ベトナム    7(3)    9(4)   20(7)  84(15)

（　）女子内数
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・平成 17 年度 

①前期末試験後の休業日を利用して福島県方面への１泊２日の旅行を通じて、

裏磐梯や会津若松、大内宿の見学やアサヒビールの工場見学を行った。 

②３月上旬に木更津高専と合同で１泊２日の栃木県内の旅行を行い、足利学校

や足尾銅山、日光東照宮等の見学を通して交流会を実施している。木更津高

専からの参加者数は 12 名、本校の参加者は９名で行われた。 

 
・平成 18 年度 

①10 月下旬に栃木県内の烏山方面に日帰り旅行し、観光やなや山あげ会館、和

紙会館など、地方の伝統文化に触れ、理解を深めた。 

②１月中旬に福島県いわき方面に旅行し、水族館や原子力発電所の見学を行っ

た。 

③８月下旬に２泊３日で第１回関東信越地区国立高専外国人留学生交流会が東

京高専を担当校として主に３年生を対象に東京八王子の大学セミナーハウス

で開催された。参加留学生は 33 名であった。交流会の内容は、講演会、日本

文化紹介、および富士山方面へのバス旅行等で実施された。なお，次回は長

岡高専が担当校で実施される予定である。 

 
９．センターにおける学生支援 

・図書情報センター  
準学士課程における卒業研究、および、専攻科課程における特別研究において各

学生が行っている研究に関連する文献情報を収集出来るようにするため、電子ジャ

ーナル・データベースを利用できる環境を整備している。本校で利用できる電子ジ

ャーナル・データベースの一覧を下に示す。  
 

名  称  

（アルファベット順） 
内   容 提供元 

EJ or 

DB 

ACS Publications 
ACS が発行するコアジャーナル 24 誌

と New タイトル 2 誌フルテキスト 

American Chemical 

Society 

EJ 

CiNii  

（論文情報ナビゲータ） 

学協会で発行された学術雑誌と大

学等で発行された研究紀要の両方

を検索し、引用文献をたどったり、

本文を参照したりすることができ

る 

ＮＩＩI 

(国立情報学研究所）  

DB 

JdreamⅡ    

(科学技術文献速報 Web 版 ) 

科学技術全分野（1975 年～Current）

文献検索 DB。 

JST 

(科学技術振興機構)  

DB 

KANON 

世界中で発行されている外国雑誌

約 16,000 誌の目次情報を検索でき

るデータベース （1995 年～）  

Swets 

長岡技術科学大学 

DB 

MathSciNet 

米国数学会が提供する世界の数学

文献を収録したデータベース（1940

年～） 

American 

Mathematical Society 

DB 

Science Direct 
Elsevier グループ発行の全雑誌の

フルテキスト （1995 年～）   
Elsevier 

EJ 

＊EJ=電子ジャーナル（主に論文のフルテキストまで利用可）   
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         DB=文献検索データベース（主に書誌情報=論文の情報および抄録まで利用可）   

 
一方、図書情報センターでは学生のセンター利用の便宜を図るためにホームページ

を作成し、センターの種々のサービス案内を行っている。その内容は以下のとおりで

ある。  
  ホームページ目次   

図書情報センターからの 

お知らせ 

図書情報センターの

紹介 

利用案内 

（一般開放のご案内）

小山高専研究紀要目次 

(平成 15 年度第 36 号より 

本文も掲載） 

図書情報センター 

だより 

蔵書構成 

開館カレンダー リンク集 English Page 

    
学内ページ目次  

学内向けお知らせ  新着図書案内  定期購読図書一覧  

蔵書検索  マルチメディアルーム・

グループ学習室の利用法

文献複写の申込  

研究紀要案内  図書情報センター規程  電子ジャーナル・データベースの利用法  

学生希望図書の申込み 新着図書案内  読書体験感想文  

.  
 

・情報科学教育研究センター  
情報センターでは、毎年、新入生に対して教育用計算機システムの利用講習会を

行い教育用計算機システムの利用の仕方とインターネットを利用する際の基本的な

ルールを教育している。また、全学生を対象に希望者に対して電子メールのアカウ

ントを発行しており、演習室の PC や研究室の PC を使用して外部とメールのやり取

りができるようにしている。特に４，５年生においては就職活動等に際して必須と

なりつつある。  
学生の自学自習のために第１演習室を、昼休み時間、放課後及び授業で使用して

いない時間帯を開放している。多くの学生が、実習課題の作成や実験のデータ整理、

インターネットによる情報収集等に利用している。夜間等の時間外の利用について

は指導教員の指導の元に利用可能となっている。  
 

・地域共同開発センター  
地域共同開発センターでは、４月、５月に当センターを利用する卒業研究生、特別研

究生に対し主立った共同利用設備の基本的な使用法の講習会を開催している。また、地

域共同開発センターには第３グループの技術職員を配置されており、講習を受けていな

い学生に対しても種々の設備が利用できるような体制をとっている。  
 
・ものづくり教育研究センター  

本校では多くの学生が、ロボコンやエコランなど様々な課外活動に参加して「も

のづくり」を行い優れた成果を挙げている。ものづくりセンターもこのような学生

活動への支援体制を年々充実させてきおり、学生の課外活動への支援として実技指
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導を行っている。本校の学生向けに行った主な講習会を下記に記す。  
 
       ものづくりセンターが行った主な学生への支援  

 
16 年度  ・ものづくりセンター利用者説明会  

・ロボコン学生向け機械加工講習会  

17 年度  ・ものづくりセンター利用説明会・初心者講習会  
・ロボコン学生向け機械加工講習会  
・アルミ溶接・旋盤上級講習会 

18 年度  ・ ロボコン学生向け機械加工講習会のみ実施した  
なお、Ｈ１８年度はセンターの耐震補強工事（工事期間 7/7～  
9/20）のため授業以外でセンターを利用できる期間が限られ、

多くの支援が出来なかった。  

 
３ヵ年の好評価な点と問題点  

平成 15 年４月から、旧実習工場からものづくり教育研究センターへと名称が改ま

って以降、学生の要求に応じた講習会を実施するようになり、ものづくりセンター

の学生支援体制は、かなり改善・整備されてきた。 

問題点としては、この３年間で経験豊富な教職員が退職した事が挙げられる。今

後は、安全で効果的な学生指導を行うために、教員と技術職員の相互理解を深め、

具体的な対策を実施していく必要があるだろう。 
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Ⅴ 施設・設備と教育環境の整備 

１．施設・設備 

 ・施設・設備の概要   

校地、運動場、体育館、教室、研究室、実験・実習室、演習室、情報処理学習の

ための施設、語学学習のための施設、図書館、実習工場など、高等専門学校の設置

基準において必須とする校地・校舎や施設・設備は整備されている。 

また、教育環境の改善を図る観点から平成 11 年６月に策定した本校の「教育環境

改善計画」に基づき、教室等の狭隘改善、並びに昭和 45 年以前建設の老朽校舎の改

善を平成 12 年度から 15 年度にかけて実施し、文部科学省の「緊急整備５か年計画」

に基づく主要校舎の老朽狭隘改善は平成 15 年 12 月完了した。 

  この施設整備事業において、空調設備は従来の蒸気暖房から氷蓄熱式冷暖房設備と

なり年間を通して快適な教育環境が保たれるものとなった。また教室は十分な広さ

が確保されたほか、固定式ビデオプロジェクターや電動スクリーンが設置されパソ

コンと連動し視聴覚機器を駆使した授業が展開できるものとなった。 

  併せて各棟にスロープ、自動ドアを設置した他、専攻科棟と図書館に身障者用トイ

レ、エレベーターが設置されるなどバリアフリー対策も講じられている。 

  安全対策面では、平成 13 年度から正門並びに周辺環境の整備を行い、見通しが良

く開かれた環境を確保した他、守衛所を建設し学校安全に資するものとした。また

構内の老朽化した外灯の更新や水泳プールに侵入防止柵を設置するなど、キャンパ

スの安全面にも配慮した整備を実施している。 

施設・設備の概要については、以下のとおり 

 
〔施設・設備一覧〕         資料：施設実態調査 H18.05 
○敷 地 総 面 積 99,014ｍ ² 学校用敷地全体 

  校 舎 敷 地 60,582m² 校地 

  寄宿舎敷地 9,156m² 学生寄宿舎用地 

  運動場敷地 29,276m² 屋内外運動場用地 

○建 物 構 造 面 積 施設・設備 

  一般・管理棟 RC3 2,322m² 実験・実習室       SP 

  電気情報・物質工学科棟 RC4 4,446m² 研究室、実験・実習室、演習室  SP 

  機械工学科棟 RC3 2,040m²        〃      SP 

  電子制御工学科棟 RC4 2,179m²        〃      SP 

  建築学科棟 RC3 1,680m²        〃      SP 

  専攻科棟（テクノ棟） RC5 3,139m²        〃  EV、障WC、SP 

  講義棟 RC3   668m² 語学学習、等 

  図書情報センター RC2 1,624m² 図書館      EV、障WC、SP 

  情報科学教育研究センター RC1  312m² 情報処理学習       SP 

  地域共同開発センター RC2  484m² 地域連携・共同研究    SP 

  ものづくり教育研究センター S1  840m² 実習工場 

  建築材料構造実験室 S1  277m² 研究室、実験・実習室 

  第一体育館 S1 1,106m² 屋内運動場        SP 

  第二体育館 S1  880m²    〃            SP 

  武道館 RC1 349m²    〃  

  合宿研修施設棟 RC2 408m² 学生福利厚生施設 
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  一般食堂棟 RC1 583m²    〃  

  学生寮（東、西、南、北） RC3-5 6,030m² 学生寄宿舎 

  物質工学科実験棟 RC2 512m² 研究室、実験・実習室   SP 

  その他  1,192m² 倉庫、車庫等管理用施設 

合  計  31,071m²  

       ≪摘要≫ 〔EV〕：エレベーター〔障WC〕：身障者用トイレ  〔SP〕：スロープ 
 

 

（施設・設備の改善を要する点） 

  校地、運動場、体育館、教室、研究室、実験・実習室等の基本的施設は確保されお

り充実した環境にあるが、未改修の校舎もあり教育環境に格差が生じている。 

  昭和 46 年建設の建築学科棟は教室の狭隘改善は図られたが３階部分は未改修で老

朽化が著しく、また昭和 41 年建設の実習工場も、平成 18 年に耐震性の改善は図ら

れたものの暖房設備を含め建物全体の老朽化が著しいため、教育支援の観点から改

善することが必要であり、施設整備費を要求中である。（ただし実習工場は年次計画に

て要求中） 

  学生支援面では、本校の特色の１つである「ロボコン」製作等、課外活動用に供す

るスペースが不足しプレハブやビニルハウスで対応している状況にある。 

  これらを改善するため本年度学校全体の施設使用状況実態調査を実施し、施設の再

配分を含めた「新たな教育環境改善計画」を策定するものとしている。 

  地域連携・共同研究専用施設である「地域共同開発センター」は、老朽狭隘化が著

しいため「地域連携テクノセンター」の設置要求と併せて一体的に改修整備するも

のとし、施設整備費を要求中である。 

  バリアフリー対策としては、本校では施設整備事業に合わせ主要校舎を２階の渡り

廊下で接続する計画「大回廊構想」が進行中であり、現在、管理棟を中心に図書館

・電気物質棟・専攻科棟・電子制御棟の５棟が接続されている。 

  残りの建築学科棟・機械科棟の２棟を接続することにより、主要校舎の全てが２階

の渡り廊下で結ばれ、機能面における学生支援と学校安全管理に資するものとなる

ため、建築学科棟の老朽改善に合わせ、施設整備費を要求中である。 

  身障者用トイレ、エレベーターについては現在２棟に設置されているが、バリアフ

リーの観点からその他の主要校舎についても整備することが望まれる。 

  構内の安全対策面では、舗装道路の劣化・摩耗が著しいため早急な改善が望まれる。 

  なお学生寮については入寮率が悪いため、定員の見直しを含め学校全体の整備計画

の中で今後の在り方を検討する必要がある。 

 

・整備計画と実施状況 

当面の整備計画としては、建築学科棟３階の老朽改善・２階渡り廊下の整備、地

域共同開発センターの老朽狭隘改善を図る必要がある。 

  学生支援面としては、「ロボコン」製作等課外活動用施設を確保するため、学校全

体の施設の見直し（施設使用状況実態調査）を早急に完了し、施設の再配分を含め

た新たな教育環境改善計画を策定する必要がある。 

  また、学生寮についても学校全体の施設の有効活用・整備計画の中に取り込み、併

せて検討する必要がある。 

近年の整備状況及び整備計画は以下のとおり 
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〔近年の主な施設設備〕  
年度/区分 教育・研究施設 福利厚生・課外活動 安全管理 管理施設・その他 

平成 12 年度 ・専攻科棟新営工事

    （3,139m²）

・実習工場屋外トイレ 

  設置 

・野球場防球ﾈｯﾄ 

改修 

・部室用プレハブ 

  設置（８棟） 

 ・さく井工事 

平成 13 年度 ・校舎改修工事 

    （2,200m²）

  管理・電物・図書館棟

・高速ＬＡＮ設備工事 

・野球場屋外ﾄｲﾚ 

 設置 

・図書館国際交流室

 設置 

・正門改修工事

・ｿｰﾗｰ外灯設置

・構内携帯電話整備 

    （PHS化） 

平成 14 年度 ・校舎改修工事 

    （3,390m²）

 機械・建築・講義・

電子棟 

・情報ｾﾝﾀｰ内部改修

・情報ｾﾝﾀｰ渡り廊下

・実習工場内部改修

・構内環境整備

 （噴水庭園改修）

・ロボコン製作用 

  プレハブ設置 

     （２棟）

・北寮学習室改修 

・南寮防水改修 

・スロープ設置

   （８棟）

 

平成 15 年度 ・校舎改修工事 

    （2,220m²）

       電物棟 

 ・守衛所新営工事 

・防災設備等移設 

・局所排気装置・ 

特殊ｶﾞｽ設備等整備

・外来者休憩所取設 

平成 16 年度 ・図書館他照明器具

 改修 

・建築棟 3 階空調機

 設置 

・一般食堂・情報ｾﾝﾀ 

  －防水改修 

・第一・第二体育館・ 

 合宿所トイレ改修 

・ﾄｲﾚ暖房便座設置 

・実習工場排気装置

 改修他安全対策 

・建築棟前井戸改修 

平成 17 年度 ・武道館屋根改修 

・第二体育館軒樋・

 屋根塗装改修 

・西寮防水改修 ・外灯更新工事

・正門前投光器設置

・一般食堂給湯 

 ボイラー更新 

平成 18 年度 ・視聴覚室空調改修

・水泳プール改修 

 ・実習工場耐震改修 

・第一体育館耐震 

 改修 

・水泳プール侵入 

 防止柵設置 

 

 
〔主な整備計画〕  
年度/区分 教育・研究施設 福利厚生・課外活動 安全管理 管理施設・その他 

平成 19 年度 ・機械棟防水改修 ・学生用駐輪場増設 

・学生用駐輪場改築 

・第二体育館耐震 

 改修 

・合併処理槽改修－1 

平成 20 年度 ・校舎改修工事 

 （建築棟）（大回廊）

・地域連携ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ 

 増築・改修 

・一般食堂改修・増築 

・合宿所改修 ・一般食堂耐震改修

・建築材料構造 

 実験室耐震改修 

・合併処理槽改修－2 
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２．センターの整備と利用状況 

・図書情報センター 

図書情報センターは、小山高専創立当初「図書室」として開設されたが、その後、

蔵書数の増加や建物の完成とともに「図書館」となった。そして平成 16 年 4 月には

情報化時代の要請にも応えるべく「図書情報センター」と改称して一層の情報化の

整備とともにマルチメディア関係資料の整備充実を図っている。今後はさらに資料

等の整備を図るとともに、マルチメディア室に設置するマルチメディア機器の増設

および更新をする必要がある。一方、蔵書数は平成 16 年度：73,475 冊、平成 17 年

度：74,025 冊、平成 18 年度（12 月末現在）：74,860 冊と増加している。今後は学

生の多様化に対応するため、やさしく解説した工学の専門書や現代の学生の志向に

あった一般図書を導入する必要があるものと思われる。 

 
  施設・設備、サービス内容の現状（平成１８年１２月現在）  
 

①図書情報センター専有面積：９６２㎡（通路・階段含む）  
 ２階  第一閲覧室・・・・・・・・・・  ４０８㎡  
   第二閲覧室・・・・・・・・・・   ６５㎡  
  マルチメディア室・・・・・・・   ７６㎡  
  グループ学習室・・・・・・・・   ２７㎡ ２階計５７６㎡  

１階  第一書庫・・・・・・・・・・・   ２７㎡  
  第二書庫・・・・・・・・・・・   ２１㎡  
  教材資料作成室・・・・・・・・   ２８㎡  
  国際交流室・・・・・・・・・・   ２９㎡  
  事務室・・・・・・・・・・・・   ５８㎡  
  ブラウジングロビー・・・・・・  １１４㎡ １階 計２７７㎡  

 
②座席数：１３０席（グループ学習室：１４席 マルチメディアルーム：２０席  
  ブラウジングロビー：１６席 を含む）  

 
③図書館 LAN システム  
   ハード構成  
    サーバ：２台， クライアント：３台， OPAC 用端末：２台  
   ソフト構成  
    「情報館９５」OS:WindowsNT，  CATP（国立情報学研究所接続用）  

 
④マルチメディアルーム設置機器  

パソコン：１２台， DVD/LD/CD 再生機：４台， VHS ビデオ再生機：４台  
   プリンタ：1 台  

 
⑤開館時間  

    平 日 ９：００～２０：００  
    土曜日・長期休業期間中の平日 ９：００～１７：００  
    閉館日 日曜日・国民の祝日（振替休日）、年末・年始、長期休業期間中の  

土曜日、  
特別整理期間  
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⑥年間開館日数  
 

 
 

⑦蔵書構成  

配架雑誌等  
受入雑誌 ３３５誌， 所蔵雑誌 ９８誌， 購読新聞 ９紙（うち外国語２紙）  

 
⑧マルチメディア資料（平成 18 年 12 月現在） 

ＶＴＲ ＤＶＤ ＬＤ ＣＤ ＣＤ－ＲＯＭ 

361 345 15 54 53 

 
⑨学年別貸出数 

   平成１６年度  平成１7 年度 平成１８年度 

  図書 雑誌 計 図書 雑誌 計 図書 雑誌 計 

１ 年 393 72 465 371 12 383 338 4 342 

２  年 365 55 420 498 12 510 238 16 254 

３  年 1,452 33 1,485 1,042 140 1,182 981 146 1,127 

４  年 2,253 115 2,368 2,297 106 2,403 1,366 71 1,437 

５  年 1,647 90 1,737 1,307 97 1,404 1,198 85 1,283 

専攻１年 259 18 277 398 21 419 186 8 194 

専攻２年 166 1 167 154 8 162 320 7 327 

教職員 572 82 654 571 91 662 645 59 704 

一  般 363 88 451 248 54 302 209 49 258 

名誉教授・他 60 0 60 91 4 95 29 0 29 

計  7,530 554 8,084 6,977 545 7,522 5,510 445 5,955 

平成 16 年度  平成 17 年度  平成 18 年度 (予定を含む )

２６０日  ２６５日  ２６２日  

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 
  

総記 哲学 歴史 社会科学 自然科学 工学 産業 芸術 語学 文学 計 

和

書 2,267 1,643 3,910 3,991 12,227 19,804 635 2,540 2,881 5,773 55,671

洋

書 165 12 22 43 753 677 5 18 703 255 2,653

学

生

用 
小

計 2,432 1,655 3,932 4,034 12,980 20,481 640 2,558 3,584 6,028 58,324

和

書 448 790 1,487 1,316 2,556 4,455 235 745 1,232 1,519 14,783

洋

書 19 4 19 17 392 627 1 19 556 99 1,753

教

員

用 
小

計 467 794 1,506 1,333 2,948 5,082 236 764 1,788 1,618 16,536

和

書 2,715 2,433 5,397 5,307 14,783 24,259 870 3,285 4,113 7,292 70,454

洋

書 184 16 41 60 1,145 1,304 6 37 1,259 354 4,406

合

計 

小

計 2,899 2,449 5,438 5,367 15,928 25,563 876 3,322 5,372 7,646 74,860

         平成 18 年 12 月 31 日現在 
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⑩分類別貸出数  

   平成１６年度  平成１7 年度 

平成１８年度 

(12 月末現在) 

分類 図書 雑誌 計 図書 雑誌 計 図書 雑誌 計 

0  311 56 367 321 36 357 205 31 236 

1  80   80 90   90 68   68 

2  212 6 218 150 7 157 152 8 160 

3  187 12 199 165 14 179 87 10 97 

4  1,348 119 1,467 1,317 92 1,409 1,070 64 1,134 

5  3,437 325 3,762 3,070 367 3,437 2,092 301 2,393 

6  26   26 27   27 15   15 

7  135 28 163 147 27 174 90 24 114 

8  249 8 257 221 2 223 238 7 245 

9  826   826 929   929 929   929 

他  1,323   1,323 540   540 564   564 

計  7,530 554 8,084 6,977 545 7,522 5,510 445 5,955 

 

・情報科学教育研究センター 

情報センターでは学生及び教職員がいつでもどこでも安全且つ便利に PC やインタ

ーネットが利用できるように施設や機器の運用・保守・管理を行っている。また、

コンピュータ技術やネットワーク技術の発展に追従すべく、可能な限り機器の更新

やソフトウェアの更新を行うように努めている。しかしながら、予算的にも厳しい

ため重要度の高い案件から実施しているのが現状である。過去３年間に行った施設

・環境の整備を次に記す。  
 

□平成 16 年度  
○ファイアーウォール更新  

学内ネットワークの安全性を向上させ、外部からの不正アクセスやウィルスの

侵入を未然に防ぐために最新のファイアーウォールに更新した  
○第２演習室及び第 3 演習室にプロジェクタを設置  

第２演習室（電子制御工学科棟４F、電子計算機実習室）と平成 17 年度から学

内共同利用を予定している第３演習室（電気情報工学科棟２F、多目的マルチメデ

ィア教育室）に教師用 PC の画面が投影できる液晶プロジェクタを設置した。コン

ピュータ実習には大変効果的である。  
 

□平成 17 年度  
○第３演習室の利用開始  

情報関連科目の増加に伴って、第１演習室及び第２演習室の使用率が高くカリ

キュラムが上手く組めない状態となっていたため、平成 17 年度から電気情報工学

科の「多目的マルチメディア教育室」を借用し第３演習室と称して学内共同利用

することになった。当面、情報センター所有の PC と電気情報工学科所有の PC を

併せて 20 台で運用を開始した。主に少人数の実験実習やコース制の授業で利用す

る。  
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○教育用計算機システムの更新 

平成 18 年２月に教育用電子計算機システムの更新を行った。それまでのシステ

ム５年間使用していたため故障が頻発し授業に支障を来していたが、この更新に

より最新の教育環境が整った。新しいシステムの特徴は Windows と Linux のデュ

アルブートシステムであることと、クライアントにディスクレス PC を採用したこ

とにより、故障が少なく、セキュリティや運用管理の面で優れていることである。 
 

□平成 18 年度  
○スパムメール対策  

スパムメールの爆発的な増加に対する対策として、本校のメールサーバにアン

チスパムメールソフトの導入を行った。スパムメールの低減とウィルス付きメー

ルの進入防止に効果的である。  
○グループウェアサーバ、Web サーバ、グループウェア CGI サーバの更新  

日々の教育や研究に不可欠なグループウェアサーバ、Web サーバ及びグループ

ウェア CGI サーバの更新予算が認められ、平成 18 年度末に更新予定である。  
○キャンパスネットワークのメインスイッチ及び主要フロアスイッチ更新  

情報センター内のネットワーク室に設置されている、本校の学内ネットワーク

の要となるセンタースイッチの更新予算が認められた。本稿執筆時点で、仕様策

定が終わり、これから入札、３月末に工事を行う予定である。  
 

評価と問題点  
教育用計算機システムは 5 年リースであるため、少なくともあと 4 年間は現シス

テムを使用することになる。コンピュータや情報ネットワーク分野においては技術

革新が著しいため、機器やソフトウェアの陳腐化が早く、4 年後に現在のシステムが

どのような状況になるか想像しがたい。しかし、教育においては普遍的な基礎技術

の習得に主眼を置き、多方面にわたる応用力を身に付けることが重要である。  
セキュリティやウィルス等については常に最新の対策を講じなければならないた

め、そのための予算確保と利用者のスキルの向上に努めたい。  
 
・地域共同開発センター 

   地域共同開発センターは、学科間の枠を越えて共同で教育研究を行うための学内

共同利用施設である。また民間企業などとの共同研究や受託研究等を推進する拠

点でもある。それゆえ研究設備の整備充実には重点的に努めてきた。16，17，18

年度の３年間での修理・保守点検はＩＣＰ発光分光分析装置、核磁気共鳴装置、

クライオスタットシステム、プラズマ溶射装置など 10 装置を行った。また、新し

い設備としては、近赤外分光光度計、超小型動ひずみレコーダー、騒音計、疲労

試験機用ひずみ計を揃えた。 

地域共同開発センターでは共同利用設備の積極的利用を進めるために、毎年、

研究プロジェクトの募集を行い、各プロジェクトに対して可能な範囲で資金援助

し、設備の利用拡大に努めている。この研究プロジェクトに参加した教員、技術

職員には、当センターが開催する研究成果発表会での研究成果の発表と毎年発行

する研究年報への掲載が義務づけている。 

   各年度の研究プロジェクト数は、16 年度：18 件、17 年度：14 件、18 年度：15

件であり、これらのプロジェクトで使用される装置は下記に示した装置の全てを

網羅しており、年間を通して稼動している。 


